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卵寄t蜂カメムシタマゴトビコバチとダイズカメムシ類の寄t
•寄生者関係に関する研究

水谷信夫I)

(2001年3月8B 受理）

要 旨
[

水谷信夫 (2001) 卵寄生蜂カメムシタマゴトビコバチとダイズカメムシ類の寄主• 寄生者関係に

関する研究．九州沖縄農研報告 39: 15-78. 
卵寄生蜂カメムシタマゴトビコバチの寄主選好性や種間競争など，寄主カメムシや他種卵寄生蜂

との相互作用を解明し，本寄生蜂がダイズ圃場でホソヘリカメムシの有力な天敵とな り得る理由を

考察した。さらに，本寄生蜂を誘引する物質を発見し，ダイズカメムシ類の防除技術への応用を試

みた。以下に主な結果を記載する。本寄生蜂は，茎や英よ りも葉で寄生率が高 く，寄主として他種

カメムシ卵よりもホソヘリカメムシ卵を選好した。これら本寄生蜂の寄主探索行動と寄主種に対す

る選好性が，野外で寄主種による寄生率の差をもたらす最も重要な要因と考えられた。また，ホソ

ヘリカメムシ卵では，幼虫の生存率が高く，羽化した雌蜂の寿命が長く蔵卵数が多いことから，本

寄生蜂のホソヘリカメムシ卵に対する選好性は適応的な行動であることが明らかとなった。本寄生

蜂は，寄生率の高いホソヘリカメムシ卵よ りも，寄生率の低いイチモンジカメムシ卵で他種卵寄生

蜂との幼虫間の種間競争に強く，種間競争の結果が，野外で寄主種による寄生率の差をもたらす主

要な要因ではなかった。本寄生蜂は，ホソヘリカメムシ合成集合フェロモンの 1成分である (E)-2-

hexenyl (Z)—3-hexenoate に誘引された。 本物質をダイズ圃場に処理することによ り ，ホソヘリカメ

ムシを誘引せず，雌蜂の密度を高めることができた。雌蜂の絶対的な密度が高くなる秋ダイズでは，

本物質を処理することによ り寄生率が高くな り，防除素材としての利用が考えられた。

キーワード：カメムシ タマゴトビコバチ，卵寄生蜂，ホソヘリカメム シ，イ チモンジカメム シ，

寄主選好性，種間競争，集合フェロモン， ダイズ．
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ダイズは，麦や飼料作物などと同様に自給率の低

い作物のひとつであり，吊哲，価格の面で帝安にl心

じた生産が十分図られていない状況にある Q このた

め，ダイズは，新しい農哭基本法を受けて閤識決定

された食料・典業・，農村基本計面において，多収化
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l) ,J、‘ノヘリカメムシ卵内におけるカ

メムシタマゴトピコバチと Gryon

屈卵斉小蜂の種胆翁了l

2) イデモンジカメムシ卵内における

カメムシタマゴ‘トビコバチと

Telenomus triptusの栢問競1,
J. 衿芦.......................................r(I 

4、

v ホ ~Jヘリカメムシ合成集合フヱロモン

によるカメムシタマゴトビコバチ(/)誘

引およびダイズ圃場における寄生活動

に与える影菩・・・・...., ...... ・..... ・........... ・・・53 

l . ;J、ソヘリカメムシ雄成虫のカメムシ

タマゴトビコバチに対する誘り 1効果・・・...53 

1)材料および方法

2)結果

3)考察

2. ホソヘリカメムシ合成果合フェロモ

ンとその構成成分によるカメムシタマ

ゴトビコバチの誘り1・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...5,'i 

1)材料および方法

2)結果

3)考祭

3. ホソヘリカメムシ合成集合フェロモ

ンおよびその成分がダイズ圃場におけ

るカメムシタマゴトビコバチの寄生活

動に及ぼす影響・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・....G8 
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図ることが課芯とされている c また， ダイズは近年

の米の牛産f凋整に伴い実施されている転作において

野菜，飼料作物，麦類応次いで転作面禾責が多い作物

である（農林水産省九州：：：槃試験場， 1998)"特に

）砂l、1では，佐包で転佐作物の肖位を占めるとともに，

福岡や大分では転作面積(J)2割以上を占め，注目さ

れている濃林水産省九州典業試験場， 1998)~

九州(J)ような暖地におけるダイズ栽培では．害虫
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の被害が収且限定の上安因になっている楊合が多く

（中澤ら， 1985), ヨトウ頭やコガネムシ類，ダイズ

サヤタマバエ，シロイチモジマダラメイガ，カメム

シ類など合計GOオ市が害虫として知られている（占

谷・久木JI:,19り（．）；末永ら， 1951;)砂I情姜呉試験場

環培第一部， W80)。これらの Iいで，通常収品に正

大な影菩を及ぽすのは子実加宣虫預であり，カメム

シ類はその主要種のひとつである （原・大庭，

1979; 呉儀田ら， 1981)。ダイズを加害するカメム

ンとしては， 6科31種が知られており（安水ら，

1993). 中でもホソヘリカメムシRiptortusclavatus 

¥ TttU"lil国（．；：とイチモンジカメムシ Piezodorus

hybneri (G研 TH)の2種が，九州では特に問阻とさ

れている（大坂•西久保. 1963; 永野， 1980;用

）以・永JI:,1981; 大内・瀬戸n,rn82; 瀬戸丁lら，

1986に

ホソヘリカメムシやイチモンジカメムシなど， ダ

イズを加宣するカメムシ頌は，様々な柏物を餌柏物

としており（石倉ら， 1955;川沢・川村， 1975).

通常，ダイズ以外の寄上植物で繋殖した成虫がダイ

ズ圃場に飛来して加宣するッカメムシ類は，成虫の

移動能力が高い（夏原， 1985; Higuchi. 1992)こ

とから防除が困難で，被害を防止するためには定欺l

的に薬剤散布を繰り返す必要がある c

ダイズを加害するカメムシ類の卵には，各秤［の卵

寄牛蜂の寄牛が認、められ（高須． ）ム瀬， 1D8;1;

Higuchi, 1993 ; 樋口， 1994; Hirose el al.. 1996). 

4科 8属20種が知られている（広瀬，私伍）。ダイ

ズカメムシ預の卵寄牛蜂については，ダイズ圃場で

の寄生活動に関する雑告（尚頷・広瀬， 1985;

Higuchi, 1993;IIirnse et al.. 1996)がある他，基礎

的特性や寄牛行動，既寄牛寄キの識別，摂食行動

虞須， 1989;窃須・広瀬， 1985, 1986 ; Takasu 

and Hirose, 1!)88, 198D, 1991a, b, 1993 ; 野嵐

1993 ; Icuma, 1996 ; 樋口， 1997)などが明らか応

されている。これら卵寄生蜂は，カメムシ娯の個体

群制御要因として軍要な種）Jぎをしており（高姐・ lぷ

瀬， 1985; Higuchi, 1993 ; 樋口, 1994), 天敵とし

ての利用が期待される。

犬敵の利用方法として，一般に，伝統的庄物的防

除 (classicalbiologiutl conLrol) と呼ばれる力社扱ゞ

よく知られている，この方法は，従来ある地域に分

布していなかった天敵を．別の地域から漠入して放

詞し，定沿させ，永続的な効果を期待するものであ

る。この方法とは別に，導入犬敵や十常犬敵の枡）Jぎ

を皿強する力法がある (Huffakerel al.. 1977 ; 点」木，

1988; 村 I幽， 1997)。一つは，宰内で飼育した天敵

を定期的に放剣する方法である (Huffakerct al.. 

1977; 窃木， 1988;村 I・., 1997)。これには，）＜風

放釘（放倒した犬敵そのものの効果を狙う）と接種

的放飼（放飼したものの子孫の働きを狙う ） 0) ―: ✓_) 

があり，前者は Trichogramma属の卵宮生蛉を 1J1

心に中国や1日ソビ.:rト辿邦で梢力的に進められてお

り，後者はオランダをはじめとするヨーロッパの施

設園芸で盛んに行われている（席木， 1988;Li, 

1n1H ; 村上， 1nm)。もう一つは，犬敵が存在する

環院を天敵が慟きやすいように探作する）j法であり，

CD代替寄キの提供，②犬敵の食物や隠れ場所の提供，

I③耕種）j法の改苦，(りカイロモンなどの誘引物質の

供与，⑤宮上の提供などが挙げられる (Huffaker

ct al.. 1977 ; 高木， 1!)88; 札上， 1997)~

環境の採作応よって天敵の働きを］闘強する場合応

は，与えたもの1・1体が作物に被害を与えるかなど，

その効果についで阻重な呼価が必要である （高木，

1988入また，その採作応よって活動を高めようと

する天敵の特性や，活動を増強された天敵が他の天

敵に与える影蒻についても，事面に評価・検討して

おく必安があると考えられるっ特に，寄生性の又敵

では，種間筏争や高次寄牛によって餞争種が夕は亡し

てしまう場合があることから，ある特定の種の活動

を裔めることによって，右効に作用している他の天

鍬の活動が阻よされる 口」能性が高いッこのように，

利用しようとする天敵の将性の評価や，その活動の

場での害虫および他の天敵との相互作用の解咀は，

犬敵，特に十名の犬鍬の効果的な利用において軍要

な意味を持つと考えられる。

ダイズを加宣するカメムシ類の卵寄牛蜂のうち，

カメムシタマゴトビコバチ Ooencyrtusnezarae 

lsHH (写頁］）は，寄上範囲が広く，九州では各秤

カメムシ卵に対する寄牛率が高いことから，犬敵と

して有切視されている(高須・広瀬， 1985),:また，

本寄生蛉は，雌蜂がホソヘリカメムシの集合フェロ

モンに命弓lされ，寄キのフ_,ロモンをカイロモンと

して寄二探索に利用していることが叫らかとなった

(Leal ct al.. 1995) ~ カイロモンの利用は，・応敏の慟

きを叫強する）j法のひどつであり (Huffaker el al.. 
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1977; 高木， 1988;+寸 I・.,IP97), 土若の文敵であ 久徳上：：l旱くお礼を巾し 1げるまた，本訓究を進

る本富生蜂の＇ぷ生泊動を向める I・.でイ」効な手段どな めるにあたり多くのイ」益なご助言，ご指導をいただ

るかもしれなし＼ くとともに，本研究綸文のご高幽をl!易った九州沖縄

与頁 l 卵寄几．蜂カメムシタマゴトピコハチ

ぢ上範町のlぶしヽカメムシタマゴ‘トピコノゞチの'if生

泊動をカイロモン苺によって尚め，ダイズカメムシ

類の防除：以、J）来良く利用するためには，本ぢ生蜂と

他種卵‘奇＇生蜂の相互作用を含めた，本百生蛭ど if上

カメムシとの富上・ 'if生省関係を明らかにする必安

があるジ本百生蜂ど'if上カメムシの奇＇上．．．ぷ生者問

係については，奇生ギや奇＇上範間（高組．）ム湘，

1985 ; Hirose et al., 19Sl6)に関する視告があるが，

蛙蜂の行動や幼虫の発脊を寄キ稲問で比較した研究

はない＾また．本寄tj:虹年と他柿卵寄.I[:_蜂との相h作

mにつしヽては，ホソヘリカメムシ卵巳おける Gryon

屈卵斉生托との値間混qi.(野田， 199'..l; Takasu et 

al.. 1998)についての報告があるが，如争相手とな

る種による窃上資源の分割（すみわけ）の程度の芹

など詳しく解明する必安がある V

以 1一のような背景を饂み，本訓究では，卵'if生蛉

カメムシタマゴトビコバチ と富l:.カメムシ知のうら，

ダイズ［実＇よ虫として，また本秤の寄キとしても屯

要なホソヘリカメムシとイチ叱ンジカメムシの 2秤

カメムシを用い，寄キ秤に対する選妍性と他稀卵寄

'I蜂との秤問競争の観点から ， 寄キ•寄'I者l;.ll係の

沖叩をぶみることを第一の目的とした＾また．研究

の過祥で，ホソヘリカメムシ合成梨合フ_,tlモンが

4ゞ寄tj:_蜂を誘り1することか明らかになり．、この物質

のダイズカメムシ類防除技術への応用の可能性につ

いても検討した、．． 

本飢究を取りまとめるにあたり，終始咲かいご指

導とご校閥をl!i-:.>た東京農T大学農学郎教授囚見裕

農染制究センタ一宮虫生恕制御訓究至長利田節t序上

に心かうお礼巾し 1げる、さらに，同tiJI究至樋nt芍
也I専十（現中央ば業総合研究センダ，北Wt研究セ

ンタ、）には，研究を逆める中で絶えず討議を行っ

ていただくとともに，多くの有益なご助日をいただ

し、に心からお礼出し上げる＾

本研究を泄める過程で，訓｝砂I、［大学翌学蔀教授広

瀬義妃l専+(坦｝砂卜1大学名晉教授）には，卵需I蜂

の同定h法をご教示いただくとともに，多くのご助

mをいただいた＾）砂M沖縄此業研究センダ国虫t]―

態制御研究字市瀕克也I専十，同逝佐陽一l専十には．

研究を進める Iいで絶えず討祗に加わっていただき，

戻王な意見をいただいた．、また，元九州農染試験場

鈴小芳人t序上（現中央農染総合飢究センター），田

中幸穂上（現農業環境技術訓究所），設邊朋也汚

上〈現中央農染総合訓究センター）には，研究を進

める過程で絶えず討祇に加わっていただき，戻亘な

ご助言をいただいだ元金糸・昆虫農染技術飢究所

Walter Soares Leal t序上（現アメリカ合衆凶カリ

7~)レニア大学）：ャーは，ホソヘリカメムシ雙合フェ

ロモンに1坦する研究を開始するにあたって百柔なご

指端をいただいた；・,宮十フレ、）＼株式会付小 野幹

.l:11士：ごは，ホソヘリカメムシ、集合フ L ロモン：ご閲

する制究o):f似進にあたり，ご助言とフ ェロモ ン剤(J)

供給苺())ご文援をいただいたし筑波大学戒泥祥 徳

上には， 'ifj認知物質に関する試験方払：’＿ついてご

助言をいたたいた、神戸大学農学部高野俊郎氏に

は，ホ‘入ヘリカメムシ更合フェロモン：：関する研究

の調杏：ごご協）Jしヽただし・ たヽ，、 また， 研究())遂行：こ際

して，尤九州農業，μ¥険場地域甚盤研究部艮栃1以比且

志I専+<説II1こ柿物防疫協会），渋橋信疹l専十，地

域応塁研究部良河幻町~I専十には，絶えず曖かいご

支仮とご指＃をいただいた ．． ，さらに，労多い圃場筈

迎や，渕査， f此，［＼虫の飼守に快 くご協力下さったイゞ

川義哨氏，＃民誠之氏，中島沿雄氏，坂本丁［昭氏，

山1111!り雄氏， 大力憤氏，村上順 I—氏，行徳さゆり氏

をはじめ）砂1,1沖縄農業研究センタ、の多くのh々か

ら，絶えず有形. _ii附形のご仮助をいただいた こii..

ら多くの方々：ご深く感謝巾し I・.げる V

なお，本論文は1990年から1999年にかけて，九州
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農業試験場において実施した研究を取 りまとめたも

のであるが，その一部はすでに各学会誌およ び各研

究会誌に公表されている （水谷， 1994;水谷ら，

1996 ; Mizutani et al., 1997 ; 水谷• 国見， 1999;水

谷ら， 1999)。

II ダイズ圃場におけるダイズカメムシ類と

カメムシタマゴトビコバチを中心とした

卵寄生蜂の寄主•寄生者関係

卵寄生蜂カメムシタマゴトビコバチは，ダイズを

加害する 6科31種のカメムシのうち， 5科11種 のカ

メムシの卵に寄生する（高須・広瀬， 1985; Hirose 

et al.. 1996)。本寄生蜂のダイズ圃場 における寄生

活 動 に つ い ては，高須・広瀬 (1985)およ び

Hirose et al. (1996) の報告以外にはなく，また，

寄主カメムシの産卵消長や本寄生蜂の発生消長につ

いても，十分には明らかにされていない。

本章では，ダイズに産卵が認められたカメムシ類

の産卵消長を明らかにするととも に，それらカメム

シ類の卵に対する各種卵寄生蜂の寄生消長を明 らか

にし，ダイズ圃場における卵寄生蜂と寄主カメムシ

との寄主• 寄生者関係について考察する 。

1. 材料および方法

1)ダイズ圃場に産卵の認められたカメムシの種

類と産卵数およびそれらカメムシの卵に寄生の認め

られた卵寄生蜂の種類と寄生率

ダイズ圃場における食植性カメムシ類の産卵数と

それらの卵に寄生する卵寄生蜂の種類および寄生率

を調べるため，熊本県菊池郡西合志町の九州農業試

験場内の夏ダイズ圃場（品種 IコガネダイズJ: 面

積と播種日は第 2. 1表参照） と秋ダイズ圃場 （品

種「フク ユ タカ」：同上）に調介区 を設定した。ダ

イズは株間20cm,畝間70cmで播種し，播種後の管理

は当地の慣行に従ったが，農薬散布は全く行わな

かった。調介圃場 にお けるダイズの 開花日は第

2. 1表 に示したとおりで，夏ダイズでは 6月の中

旬 から下旬，秋ダイズでは 8月の中旬から下旬 で

あった。なお，本章で述べる調在は，すべて第

2. 1表 に示した ダイズ圃場で行った。 また， 調壺

期間中の月別の平均気温と降水量の経過を第 2.2

表に示した。

調介は1990年から1994年までの 5年間行っ た。調

査区内に系統抽出 によって1990, 1991, 1993およ び

1994年は合計100株， 1992年は合計50株 の固定調壺

株を設定した。 これら調在株について第 2.1表 に

第 2.2表調介年における月別平均気温と降水

量 a) の経過

年次 6月 7月 8月 9月 10月 11月

平均気温 （℃）

1990 23.7 27.8 28. 7 25.1 17.9 13.5 
1991 23.6 27. 2 27.2 24.7 17.3 10.8 
1992 21. 2 26.0 26.3 23.6 17.0 11. 5 
1993 22.7 25.5 25.9 22.6 16.4 13. 7 
1994 22.9 29.2 29.0 23.6 18.5 14. 1 

降水量 (mm)

1990 315.5 269.0 72.0 184. 5 125. 5 21. 0 
1991 506.5 327.5 128.0 104.5 63.0 72.5 

1992 241. 0 118. 0 315. 6 58.1 14.0 50.0 
1993 878.3 693.0 336.4 317.0 69.0 76.5 
1994 215. 1 97.5 71.5 19.5 33.5 7.0 

a)観測地点は九州農業試験場（熊本県菊池郡西合志町）。

第 2.1表 試験を行ったダイズ圃場と調査期間

年次 作型 i) 播種 開花 面積 (a) カメムシ卵の回収 吸引粘着 トラップ

盛期 期間 問隔 （日） 期間

1990 夏 4 /25 6 /20 2 6/22-8/31 3-4 6/ 8-8/16 

秋 7 /18 8 /25 2 8/24-10/ 5 3-4 8/20-11/ 8 

1991 夏 4 /23 6 /19 4 6/ 5-8/24 4 6/ 4-9/27 
秋 7 /10 8 /21 4 8/16-10/15 4 8/13- 9/26b) 

1992 夏 4 /21 6 /17 4 6/ 3-9/11 4 6/ 2-9/21 
秋 7 I 9 8 /22 4 8/22-10/13 4 8/23-11/26 

1993 夏 4 /21 6 /19 ， 6/10-8/24 5 6/ 8-9/ 3 
秋 7 /14 8 /28 10. 5 8/24-10/ 8 5 8/22-11/ 1 

1994 夏 4 /26 6 /22 5 6/ 5-9/ 3 5 6/ 3-9/16 
秋 7 /13 8 /25 5 8/19-10/28 5 8/15-11/ 4 

a)夏；夏ダイズ，秋；秋ダイズ。

b)機械（トラップ）の故障により調査を中断。
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ホした期間および間隔で，株 1ーに産卵された食憧I斗

カメムシ類の卵を探索した＾発見した卵はその固辺

忙速乾I斗インキで1団をつけ，次巳の調杏日：ご回収し

た カメムシ類の卵の探索.I口Ill叉に調査株上で新

た巳窟下された卵が全見されなくなった時点で終了

したジなお，卵を回収する際に，各々の卵が芦卵さ

れていた部位ば出主および,%)を晶緑した"

回収した卵は 1卵または 1卵塊ずつぶ験特に入れ，

汲5℃, 16T、8「)の飼育至内に棺僧した、．、卵富生蛭の

羽化後，カメムシの秤ごとに羽化した卵寄叶蜂の秤

名を叫録した、、り1ず奇生蜂が羽化せず，カメムシも衛

化しなかったカメムシ卵は解剖し，卵寄バ蜂の寄生

のイ」無とその種類を測べたV 各々の卵富生蜂：：つい

て，需I率を蜂の寄,,が認められた寄キ卵の同収卵

数に対する百分率として位泊した＾

また，カメムシタマゴトビコパチのダイズ圃場：：

おける羽化泊長ど性比を推五するため19DO年と1991

年の 2年間iごついて， 卜記 lの被寄生宮工卵から羽

化したカメムシタマゴトビコバチ雌雄の数を調査Fl

ごとに濶ぺ，その値を調介株数で除して株あたり羽

化数を求めた、，ここで．本富牛蜂がぷ［カメムシ卵

に寄I]:_したのは卵が発見された調企IIであると仮定

し，ホ'}ヘリカメムシ砂I:」を白'..lとして用しヽた場合の

本富生蛉 I]_』I:」から成虫羽化までのイ」効情算混 7

(,18911度）と発育峯点 (Jl.3℃) (~tllllala, 1993.l, 

および坂神・号永 (Hl81) 17) ==: イ「J払戸よって算山し

た野外の有効粕位溢菫から本寄り蜂の羽化 11を批定

'iB 

~ 

........ .. 
•’ヽ.. ヽ

．ヽヽ•

＇ 

ぢ真公 吸弓 1粘渚トラッフ

した，•‘

2) ダイズ叫場における卵寄"'.蜂の発庄消長

ダイズ園J易における卵富生蛭成虫の個体数の消長

を調べるため．調査区のほぽ中央に吸引粘浩 l、ラッ

フ（東以ゴーーゴース社製，写真 2) を設むし，第

2. 1表巳示した期間に捕独された卵寄生Ji条の紐却

の数を紆R調査した，、

2. 結果

l ! ダイズ1出I場に茫卵の認められたカメムシの秤

知とそれら(})卵から中j化した卵ぷ生蜂の種類

本濶・企でダイズ伸I場に茫卵の認められた食柏性カ

メムシは，ホソヘリカメ J • ーヽ ン科 (Alydidae) のホ

ソヘリカメムシRiptortusclavatus (、'I泊国「lf'RC,), カ

メムシ科 (p, en 1a101111dac〉のイチモンジカメムシ

Piezodorus hyhneri (G、町1、ー），マルシラホシカメム

シEysarcorisguttiger (_T」lしNBヒ1-tCl), アオクサカメ

-¥ 1/ Nezara antennata~con, • ミナミアオカメム

シNezaraviridula (L1NN・¥l!I. ゞ ，チャパネアオカメ

ムシ Plautiacrossota stali Sconおよびマルカメム

シ科 (I'lataspidae)のマルカメムシ Meg⑱ opta 

punctatissimum (.¥fo、T、‘‘吹ON! の7秤であった（第

2. :i Jり汐このうら，ホ'}ヘリカメムシを除く 6種

のカメムシ卵は，第2.,u丈ド示した卵粒数かうな

る卵塊で庄卵さ札た＾ホソヘリカメムシ卵は．稀に

2 -5卵がまとめて産卵されるが，通常は 1卵ずつ

庄卵されたら

各カメムシの卵から羽化した卵富生蜂の種如は第

2 . 3表のとおりで， 2科 7-t前の卵寄り蜂の事」化が確

認されたッカメムシタマゴトビコバチはすべての種

類(])カメムシ卵に奇牛が認、められた，木寄牛蜂は．

ホ‘ノヘリカメムシ卵からは 1卵当たり通常,.,--7設

（平均5.2加の成虫が羽化し，チャバネアオカメム

シ卵からは 1卵当たり 1-,t頃（半均2.0頃）の

成虫が羽化した；・,他の 5秤カメムシ卵からは， l卵

当たり迎常 l頭，ごく稀：: 2頃の成虫が羽化したc

各カメムシ卵からはカメムシタマゴトピコバチ以外

巳 1-、 3位(])卵省生蛭(])羽化が品められた（第

公.3表）＾また．カメムシタマゴトビコバチ以外に

Ooencyrtw; ru;』astusT凡l江 rrLJN, Tel⑰ om.us triptus 

K1xoN, ミックリクロタマゴ‘バ 1 Tn部 olcus

mitsukurii (J¥s1」M.h.wlが複数柿のカメムシ卵に寄

生したツ
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2) ダイズカメムシ類の総産卵数とカメムシタマ

ゴトビコバチの寄主としての資源量

ダイズ圃場における各種カメムシの総産卵数は第

2.4表のとおりであった。なお，アオ クサカメム

シとミナミアオカメムシは，近縁種であり卵での種

の判別が難しかったので， 2種をあわせて取 り扱っ

た（以下，アオクサカメムシ類）。ここで，

リカメムシとチャバネアオカメム シ卵からは複数の

カメムシタマゴトビコバチが羽化するため， 1卵当

ホソへ

たりの寄主としての価値が他種カメムシよりも高い。

本調介におけるホソヘリカメムシ卵またはチャバネ

アオカメムシ卵におけるカメムシタマゴトビコバチ

の1卵当た りの平均寄生数は，それぞれ5.2頭と2.0

頭であった。そこで，ホソヘ リカ メムシ卵とチャバ

ネアオカメムシ卵について，産卵数をそれぞれ 5倍

および2倍したものをカメムシタマゴトビコバチが

寄生可能な数，すなわち本寄生蜂の寄主としての資

源量（以下，寄主資源量）と考えると， これらカメ

第2.3表 ダイズに産卵の認められた食植性カメム シとその卵から羽化が認められた卵寄生蜂

卵寄生蜂の科および種名 カメムシ種a)b)

Re Ph Eg Na Nv Ps Mp 

トビコバチ科 [Encyrtidae]

カメムシタマゴトビコバチ[Ooencyrtus nezarae lsm1] 

トビコバチ科の一種 [Ooencyrtus acastus TRJAPITZIN] 

クロタマゴバチ科[Scelionidae] 

クロタマゴバチ科の一種 [Telenomus triptus N1xoN] 

ヘリカメクロタマゴバチ [ Gryon japonicum (ASHMEAD)] 

ホソヘリクロタ マコバチ [Gryon nigricorne (DoDD)] 

ミックリクロタマゴバチ [Trissolcus mitsukurii (ASHMEAD)] 

マルカメクロタ マコバチ [Paratelenomus minor (WATANABE)] 

a)Rc: ホソヘリカメムシ [Riptortus clavatus (THUNBERG)] 
Ph: イチモンジカメムシ [Piezodorus hybneri (GMELIN)] 
Eg: マルシラホシカメムシ[Eysarcorisguttiger (THUNBERG)] 
Na: アオクサカメムシ [Nezara antennata SCOTT] 
Nv: ミナミアオカメムシ [Nezara viridula (LINNAEUS)] 

Ps: チャパネアオカメムシ [Plautiacrossota stali SCOTT] 
Mp: マルカメムシ [Megacopta punctatissimum (MONTANDON)] 

b)+; 寄生が確認できた種

＋

＋

 

＋

＋

 

＋ ＋ ＋ ＋

＋

 

＋ 

＋ ＋ ＋ 

＋

＋

 
＋ ＋ ＋ 

＋ 

〈ホソヘリカメムシ科： Alydidae〉

〈カメムシ科： Pentatomidae〉

〈 ，，， 〉

〈 ，，， 〉

〈 ，，， 〉

〈 ，，， 〉

〈マルカメムシ科： Plataspidae〉

第2.4表 ダイズ圃場における食植性カメムシ類の総産卵数 a) および卵塊サイズ

年次 作型 カメムシ種b)

1990 

1991 

1992 

夏

秋

夏

秋

夏

秋

1993 

1994 

夏

秋

夏

秋

Re') 

146 (730) 
69 (345) 

123 (615) 
77 (385) 

61 (305) 
53 (265) 

23 (115) 
15 (75) 

69 (345) 
69 (345) 

卵塊サイズ d)

Ph 

1093 
154 

623 
432 

356 
358 

1168 
26 

1805 
339 

g
-2
0
4
4
5
0
9
6
3
1
2
0
4
7
0
 

E

2

 

Na&Nv 

3
 0
 
0
 1

0
 0
 
0
 7

0

8

 

2

0

1

8

9
 

2

3

3

 

48.5 
(11-82) 

Ps') 

(-) 
(-) 

(-) 
(-) 

(-) 
(-) 

(-) 

(-) 

70 (140) 
0 (-) 

10.0 
(3 -14) 

0

0

 0

0

 0

0

 0

0

 

20.9 6.5 
(4~44) (2~12) 

a) 1992年のみ50株の，他の年は100株の調査株から回収した卵粒数。
b) Re; ホソヘリカメムシ， Ph;イチモンジカメムシ， Eg;マルシラホシカメムシ，

Na; アオクサカメムシ， Nv;ミナミアオカメムシ， Ps;チャバネアオカメムシ， Mp;マルカメムシ。
c) ( )内はカメムシタマゴトビコバチの寄生可能数を考慮した“寄主資源量"を示す（本文参照）。
d) 1卵塊当りの平均卵粒数，（ ）内は範囲。

P
 10

0

 O
 5
5

3

1
8
 
0

0

 

M

1

3

5

3

4

9

2

6

5

 

23.5 
(4 -46) 
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ムシの寄主資源量は第 2.4表の括弧内に示した よ

うな値となる 。他種カメムシでは，産卵数が寄主資

源量と等しい。寄主カ メムシの総産卵数を，こ の寄

主資源量で比較すると，ホソヘリカメムシとイチモ
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第 2.1図 夏および秋ダイズ圃場におけるホソヘ

リカメムシの産卵消長 (1990-1994) 

注）黒丸および白丸は、それぞれ夏ダイズおよび

秋ダイズでの結果を示す。

ンジカメムシの寄主資源最が，すべての年次 ・作型

で安定的に多かった。マルシラホシカメムシは，

1993年および1994年の秋ダイズを除く年次 ・作型で

産卵が認められたが，寄主資源量は他種カメムシに
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比べ少ないことが多かった。アオクサカメムシ類は，
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1994) 
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秋ダイズでの結果を示す。
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注）黒丸および白丸は，それぞれ夏ダイズおよび

秋ダイズでの結果を示す。
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れなかった。チャバネアオカメムシは1994年の夏ダ

イズのみで産卵が認められた。マルカメムシは，産

卵が認められた作期では寄主資源量は比較的多かっ

たが， しばしば産卵が認められない作期がみられた。

すべての年次・作型で産卵が認められたホソヘリ

カメムシとイチモンジカメムシについて，年次およ

び作型で産卵数を比較すると， 2種カメムシとも秋

ダイズよりも夏ダイズで産卵数が多い傾向が認め ら

れた。また，ホソヘリカメムシでは1993年に，イチ

モンジカメムシでは1991年と1992年に産卵数が他の

年に比べて少なかった。

また，ダイズ圃場における寄主カメムシ類の産卵

開始時期は，ホソヘリカメムシやイチモンジカメム

シ等ほとんどのカメムシが，ダイズの開花から英伸

長期にあたる頃であったが（第 2.1~2.5図），

マルカメムシのみ産卵開始時期が他種カメムシに比

べて遅く，特に夏ダイズでは 7月下旬以降に産卵が

認められた（第 2.6図）。

3) ダイズカメムシ類の卵における卵寄生蜂の寄

生率と寄生消長

(1) ホソヘリカメムシ

ホソヘリカメムシの産卵消長は，夏ダイズが 7月

上旬～下旬，秋ダイズが9月上旬～下旬にピークを

示す一峰型が多かったが， 1990年の夏ダイズで 8月

中旬に小さなピークが認められた他，1991年の夏ダ

イズは， 7月上旬と下旬にピークを持つ二峰型で，

前者に比べ後者のピークが高かった（第 2.1図）。

カメムシタマゴトビコバホソヘリカメムシでは，

チの寄生率が高く，寄生率でみた卵寄生蜂ギルドの

優占種であった（第 2.7図） 。本寄生蜂以外にはヘ

リカメクロタマゴバチ Gryonjaponicum (AsHMEAD) 

と近縁種のホソヘリクロタマゴバチ Gryon

nigricorne (Donn)の寄生が常に認められ，寄生率

も比較的高く，これら 3種が卵寄生蜂ギルドの主要

な構成種であった。また，ホソヘリカメムシの産卵

数が他の年に比べて少なかった1993年 （第 2.4表）

には，秋ダイズでカメムシタマゴトビコバチの寄生

率が例外的に低かった（第 2.7図）。

卵寄生蜂の寄生は，寄主カメムシの産卵直後から

認められた。このうち，カメムシタマゴトビコバチ

の寄生率は，概してホソヘリカメムシの卵密度が

ピークになる夏ダイズで 7月に，秋ダイズでは 9月

に高くなった（第 2.8図）。
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第 2.8図 ホソヘリカメムシ卵 におけるカメムシ

タマゴトビコバチの寄生率の推移

注）黒丸および白丸は，それぞれ夏ダイズおよび

秋ダイズでの結果を示す。

(2) イチモンジカメムシ

イチモンジカメムシの産卵消長は，夏ダイズで 7

月上旬～下旬に産卵数がピークを示し，

メムシと同様の傾向が見られたが，秋ダイズでは，

ホソヘリカ

夏ダイズに比べて産卵数が少なく， 明瞭なピークは

認められなかった（第 2.2図）。

イチモンジカメムシでは，T.triptusの寄生率が高

く，卵寄生蜂ギルドの優占種であった （第 2. 9図）。

T. triptus以外ではカメムシタマゴ トビコ バチの寄

生率が比較的高く，これら 2種が卵寄生蜂ギル ドの

主要な構成種であった。イチモンジカメムシの産卵

数が夏ダイズに比べて低い秋ダイズでは， 1994年を

除ぎ T.triptusの寄生率が低く，カメムシタマゴト

ビコバチの寄生率と大きな差がなかった。また，

チモンジカメムシの産卵数が他の年次に比べて著し

く低かった1993年の秋ダイズ （第 2.4表）では，

卵寄生蜂の寄生が全く認められなかった（第 2.9 

図）。

卵寄生蜂の寄生は，寄主カメムシの産卵直後から

認められ， T.triptusの寄生率は， 1994年を除きイチ

モンジカメムシの卵密度が高くなる 7月に高くなっ

た（第 2.10-A図）。 1994年では寄主卵 の密度が

減少した 7月下旬に，T.triptusの寄生率が高 くなっ

た。カメムシタマゴトビコバチの寄生率は， 1994年

を除き，卵密度が減少する 7月中旬から 下旬に高く

なる傾向が認められた（第 2.10-B図）。 1994年の

7月上～中旬では，寄主卵の密度は高かったが， T.

triptusとカメム シタマ ゴトビコバチの寄生率はと

もに低かった （第 2.10-A, B図）。 秋ダイズでは，

2種卵寄生蜂とも寄生率の消長に明確な特徴は認め

られなかった （第 2.10-A, B図）。
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第 2,10-A図 イチモンジカメムシ卵 における

Telenomus triptusの寄生率の推移

注）黒丸および白丸は，それぞれ夏ダイズおよ び

秋ダイズでの結果を示す。

マルシラホシカメムシの産卵数のピークは，夏ダ

イズで 7月上旬から中旬にかけて，秋ダイズで 9月

に認められることが多かった （第 2.3図）。
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の推移

注）黒丸および白丸は，それぞれ夏ダイズおよび

秋ダイズでの結果を示す。

た。

マルシラホシカメムシでは，

コバチ， T.triptusの寄生率が高 く（第 2.11図），

これら 2種が卵寄生蜂ギルドの主要な構成種であっ

ミックリクロタマゴバチは， 1990年のみ寄生が

カメムシタマゴトビ
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第 2.12図 マルシラホシカメムシ卵におけるカメ

ムシタマゴ トビコバチの寄生率の推移

注）黒丸およ び白丸は，それぞれ夏ダイズおよ び

秋ダイ ズでの結果を示す。

認めら れた。夏ダイズではカメムシタマゴトビコバ

チの寄生率が高く，卵寄生蜂ギル ドの優占種であ っ

たが，秋ダイズでは，優占種は年次によって異なっ

た。

卵寄生蜂の寄生は， 産卵直後から認められた。カ

メムシタマゴトビコバチの寄生率は，卵密度に関わ

りな く時期によって大きく変動 した（第 2.12図） 。

(4) アオクサカメム シ類

アオクサカメムシ類では，産卵数は時期 によって

変動 し，秋ダイズでは 9月に産卵数が多かった

2.4図）。

（第
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第 2.14-A図 アオクサカメムシ類の卵における

ミックリクロタマゴバチの寄生率の推

移

注）黒丸および白丸は，それぞれ夏ダイズおよび

秋ダイズでの結果を示す。

アオクサカメムシ類では，ミックリクロタマゴバ

チの寄生率が高く，卵寄生蜂ギルドの優占種であっ

た（第 2.13図）。本寄生蜂以外にはカメムシタマゴ

トビコバチの寄生が認められたが，寄生率は低かっ

た。

卵寄生蜂の寄生は，寄主カメムシの産卵直後か ら

認められた。ミックリクロタマゴバチの寄生率は，

寄主卵の密度に関わらず時期によって変動したが，

1990年の10月初めと1991年の 9月中旬を除き，高い

値で推移した（第 2.14-A図） 。カメムシタマゴト

ビコバチの寄生率は，寄主の卵密度やミックリクロ

第2.14-B図 アオクサカメムシ類の卵における

カメムシタマゴ トビコバチの寄生率の

推移

注）黒丸および白丸は，それぞれ夏ダイズおよび

秋ダイズでの結果を示す。

タマゴバチの寄生率に関わりなく，低い値で推移し

た（第 2.14-B図）。

(5) チャバネアオ カメム シ

チャパネアオカメムシの産卵は， 8月上旬から認

められ，産卵開始直後に産卵数のピークが認められ

た（第 2.5図）。

チャバネアオカメムシでは，カメムシタマゴ トビ

コバチの寄生率が高 く，卵寄生峰ギルドの優占種で

あった （第 2.15図）。 本寄生蜂以外には Ttriptus 

の寄生率が比較的高 く，これら 2種が卵寄生蜂ギル

ドの主要な構成種であった。

卵寄生蜂の寄生は，寄主カ メムシの産卵直後から

認められ， 8月初めには 2種卵寄生蜂の寄生が認め

られたが，その後はカメムシタマ ゴトビコバチの寄

生のみ認められた（第 2.16図）。

(6)マルカメムシ

マルカメム シの産卵数のピークは， 1991年の秋ダ
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第 2.16図 チャパネアオカメムシ卵におけるカメ

ムシタマゴトビコハチの寄生率の推移

イズが8月下旬で， 1992および1993年では，夏ダイ

ズ，秋ダイズともに 8月中旬ないし下旬であった

（第 2.6図） 。

マルカメムシでは，

寄生率が高く，卵寄生蜂ギ）レドの優占種であった

（第 2.17図）。本寄生蜂以外にはマルカメクロタマ

ゴバチ Paratelenomusminor (WATANABE) の寄生が

認められた。マルカメクロタマゴバチの寄生率は

1991年と1992年では低かったが， 1993年にはやや高

く，秋ダイズではマルカメクロタマゴバチの寄生の

み認められた。

卵寄生蜂の寄生は，寄主カメムシの産卵直後から

認められた。カメムシタマゴトビコバチの寄生率は

寄主卵の密度に関わ りなく大きく変動したが， 1992

年の秋ダイズでは高い値で推移した （第 2.18図）。

マルカメクロタマゴバチの寄生率は， 1991年と1992

年では低い値で推移したが， 1993年は 8月中ないし

下旬にやや高かった。

4)寄主カメムシ卵の産卵部位と卵寄生蜂の産卵

部位別寄生率

カメムシタマゴトビコハチの

寄主カメムシ卵のダイズの部位別産卵数と各部位
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第 2.18図
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マルカメムシ卵 におけるカメムシタマ

ゴトビコバチの寄生率の推移

注）黒丸および白丸は，それぞれ夏ダイズお よび

秋ダイズでの結果を示す。
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第 2.5表 寄主カメムシ類の産卵部位と部位別にみた卵寄生蜂の寄生率（夏ダイズ）

寄主

カメムシ種a)

ホソヘリ

イチモンジ

マルシラ

アオクサ類

チャバネ

マルカメ

産卵 産卵

部位 割合(%)b) 

葉 71. 9士 4.9

茎 9.9士 2.8

英 18.2士 3.2

葉 28.6士 5.0

茎 10. 7士 2.6

英 60. 7士 6.8

葉 85.2士 9.0
之土" 10. 0士10.0 
英 4.8士 2.1 

葉 100 
之土" 

゜英

゜葉 84.3 
之土" 

゜英 15.7 

葉 54.2士17.0
之土" 6.3士 6.3
英 39.5士10.7 

卵寄生蜂寄生率 (%)cldl

On Tt Gj Gn Pm Tm 

59.4士 4.0 11. 7士 2.8 8.7士3.1
28.3士10.7 10.0士10.0 10.6士4.8
13. 2士 8.1 36.3士 8.1 25.3士9.6

30.1士 5.2 25.5士10.3
10. 2土 5.639.7土13.4

3.8士 0.944.3士 9.0

59.6士12.8 4.2士 3.0 0.5士0.5
100 

゜ ゜゜
50.0士28.9

゜3.1 59.2 

83.1 

゜0 100 

38. 7士36.6

゜20.9士19.4
l
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1
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ー

+-
0
+-

1

9
 

．

．
 

1

9
 

ー

a) ホソヘリ；ホソヘリカメムシ，イチモンジ； イチモンジカメムシ，マルシラ；マルシラホシカメムシ，

アオクサ類；アオクサカメムシ類， チャバネ ；チャバネアオカメムシ，マルカメ；マルカメムシ。
b)各産卵部位における産卵数の総産卵数に占める割合 (1990-1994年の平均値士標準誤差）。
c) 1990-1994年の平均値士標準誤差。

d) On; カメムシタマゴトビコバチ， Tt; Telenomus triptus, Gj ; ヘリカメクロタマゴバチ，
Gn; ホソヘリクロタマゴバチ， Pm;マルカメクロタマゴバチ， Tm;ミックリクロタマゴバチ。

における主要な卵寄生蜂の寄生率を第 2.5表およ

び第 2.6表に示した。

寄主カメムシの産卵部位には，種による特徴が認

められた。ホソヘリカメムシ，マルシラホシカメム

シ，チャバネアオカメムシおよびマルカメムシでは，

茎や英よりも葉に多く産卵する傾向が認められる一

方，イチモンジカメムシでは英に多く産卵する傾向

が認められた（第 2.5, 2. 6表） 。アオクサカメム

シ類では葉の みで産卵が認められた （第

2. 5, 2. 6表） 。

卵寄生蜂の寄生は，寄主カメムシ種と産卵部位の

組み合わせで特徴が認められた。全てのカメ ムシ卵

に寄生したカメムシタマゴトビコバチでは，葉に多

く産卵されたホソヘリカメムシ，マルシラホシカ メ

ムシ，チャバネアオカメムシと，英に多く産卵され

たイチモンジカメムシ において，茎や英よ りも 業で

寄生率が高い傾向がみられ （第 2.5, 2. 6表），ホ

ソヘリカメムシとイチモンジカメムシでは，策 と

茎・英で寄生率に有意な差が認め られた （データ を

逆正弦関数に変換後分散分析， p<O.05)。また，菓

にのみ産卵が認められたアオクサカメムシ類では，

寄生率が低かった。

これに対し，ホソヘリカメムシにおけるヘリカメ

クロタマゴバチ，ホソヘ リクロタマゴバチとマルシ

ラホシカメムシ，チャバネアオカメムシおよびイチ

モンジカメムシにおける T.triptusは，葉よりも茎

や茨で寄生率が高い傾向が認められた （第

2. 5, 2. 6表）。 また，マルカメムシにおけるマル

カメク ロタマゴバチは， 1993年の夏ダイズで英での

寄生率が高かったが，他の年次および作型では産卵

部位による寄生率の差は認められなかった。

5)吸引粘着ト ラップに よる卵寄生蛉の捕獲数

吸引粘着ト ラップには，カメムシ類の卵に寄生が

認められた 7種卵寄生鋒のうち， 0.acastusを除く

6種が捕獲された（第 2.7表）。このうち， 安定し

て多数捕獲されたのは，カメムシタマ ゴトビコバチ

とT.triptusであった。また，マルカメク ロタマゴ

バチがマルカメムシの産卵数の多かった1992年や

1993年に， ミック リクロタマ ゴバチがア オクサカメ

ムシ類の産卵数が多かった1990年に多数捕獲された。
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第 2.6表 寄主カメムシ類の産卵部位と部位別 にみた卵寄生蜂の寄生率（秋ダイズ）
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第 2. 7表 ダイズ圃場に設置した吸引粘着 トラップによる卵寄生蜂の捕獲数

年次 作型
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 a) On:; カメムシタマゴトビコバチ， Tt; Telenomus triptus, Gj ; ヘリカメク ロタマゴバチ，

Gn:; ホソヘリクロタマゴバチ， Pm;マルカメクロ タマゴバチ， Tm;ミックリクロ タマゴバチ。

Gryon属の 2種卵寄生蜂は，捕獲数が少なかったが，

ホソヘリクロタマゴバチが1991年の夏ダイズで例外

的に多数捕獲された。

(1) カメムシタマゴトビコバチ

調査を行った 5年間のうち， ホソヘリカメムシの

産卵数が少なかった1993年は雌雄成虫とも に捕獲数

が少なかった （第 2.7表）。 雌峰は秋ダイズよりも

夏ダイズで多数捕獲さ れる傾向が認められ， 1993年

を除き，毎年100頭以上が捕獲された。雄成虫は，

秋ダイズで多い傾向が認められ，特に1992年は1000
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第 2.19図 吸引粘着 トラップによる卵寄生蜂カメ

ムシタマゴトビコバチ雌成虫の捕獲消

長

注）黒丸および白丸は，それぞれ夏ダイズおよ び

秋ダイズでの結果を示す。

頭の雄蜂が捕獲された。

雌蜂は，圃場でカメムシ類の産卵が始まる少し前

の，夏ダイズでは 6月中～下旬から，秋ダイズでは

8月中～下旬から捕獲が認められた （第 2.19図）。

その後， 7月中～下旬までは雌成虫のみが捕獲さ れ

た。夏ダイズでは 7月下旬-8月中旬 に捕獲数が

ピークに達したが，秋ダイズでは1992年の9月中旬

第 2.20図 吸引粘着 トラップに よる卵寄生蜂カメ

ムシタマゴ トビコバチ雄成虫の捕獲消

長

注）黒丸およ び白丸は，それぞれ夏ダイズおよび

秋ダイズでの結果を示す。

にピークが認められた以外は明瞭なピー クは認めら

れなかった。雌蜂の捕獲は，調介を8月中旬で終了

した1990年を除き， 8月下旬-9月下旬ま で認めら

れた。

雄蜂は，夏ダイズで 7月中～下旬から，秋ダイズ

では 8月下旬から捕獲され始めた （第 2.20図）。

その後捕獲数は増加し，夏ダイズでは 7月下旬-8
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第 2.22図

8月. 9月・ 10月

ダイズ圃場におけるカメムシタマゴ トビコバチのトラ ップ捕獲成虫お

よび羽化成虫（採取卵 から羽化した蜂）の性比の推移 (1990および

1991年）

11月
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月中旬に，秋ダイズでは 9月 ]・ヘ lj汽］に捕獲数の

ビークが忍められた。夏ダイズでの調査を 9月下旬

まで行った1991年：：：1992年には，夏ダイズでも 9)」

)・_--lj句に捕獲数のピ クが認められた。 199:i年と

rnrH午の秋ダイズでは，袖獲数が少なく，明瞭な

ピクは認め‘れなかった＾

辺）その他の卵寄牛蜂

カメムシタマゴトビコバチ以外の卵奇生蜂0)うち，

T. triptusがカメムシタマゴトビロバチと同様に，

圃場でカメムシ頬の茫卵が始まる少し前の，夏ダイ

ズでは 6)」中旬-7)」上句から，秋ダイズでは 8)」

1j1-下句から雌蜂り）捕獲が認められ，イチモンジカ

メムンの産卵が始まる頃から連続して捕獲されるよ

うになった，：夏ダイズで 7)」中旬~8)」上旬まで捕

獲された成虫は雌のみであっ tふ雌蜂は， 7月中旬

-8)」初めに捕獲数がビーク忙逹した，

マルカメクロタマゴバチは，捕狼数の多かった

199~ 年に夏ダイズで 7月下旬から雌蜂が辿視して抽

獲され始めた，• その後， 8)」初めまでに捕施された

り）は，齢蜂のみであった＾齢蜂の捕獲数は，夏ダイ

ズでは 8月から 9月にかけて，秋ダイズでは 8月末

から 9)」上旬にかけてピーク忙逹した3

ミックリクロタマゴバチは，捕獲数の多かった

1990年に，夏ダイズで寄王カメムシO),i羞卵が始まる

前の 6月 1を］から捕獲が認められ，秋ダイズで寄上

カメムンの産卵が忍められた 9月に茫蜂が多数抽獲

されたc

ヘリカメクロタマゴバチとホソヘリクロタマゴバ

チはともに，捕獲数の明瞭なピータは忍められな

かったが，ホゾヘリクロタマゴバチは，捕獲数の多

かった1991年には，雌維成虫ともに夏ダイズで 7月

下旬からi直続して抽獲され始め，雌蜂では 9月上旬，

雄蛉では 9月1j1旬に捕歴数がビ・クに達した＾

6)ダイズ圃場におけるカメムシタマゴトビコハ

チ(J)羽化消長と袢比

1990および1991年のダイズ圃場におけるカメムシ

タマゴトビコハチの推定羽化数の消長を第 2.21図

忙示した，本寄生蜂0)罪化は，夏ダイズでは1990年

は7月 I・旬， 1991年は 7月1j1旬から認められ， 1990

年は 7月下旬， 1!)91年は各月上旬に羽化数がピーク

に逹した，その後羽化数は減少し， 1990年， 1991年

ともに 8月下旬以降はほとんど羽化は忍められな

かった。こ (J).Jf「定羽化数の消長は，吸引粘泊トラッ

プによる雄蛉の 7へ 8月にかけての捕獲消艮（始

2. 20図）とほぽ一致した。一方，秋ダイズでは，

本寄生蜂0)羽化は1990年が8)」よ， 1991年が8)」t・

旬から認められ， 1990年は 9月1)1句， 1991年は 9月

中～下旬に羽化数がヒークに達したシその後羽化数

は減少し， 1990年， 1991年ともに10月1J1旬以降はは

とんど羽化は品められなかった。この推定羽化数の

消長は．吸サ1粘若トラップによる雄蜂の捕獲消長

（第2.20図）よりやや遅れる傾向がみられたが，

その培減はよく似ていた。

1990および1991年の臭ダイズ固場におけるカメム

シタマゴトビコバチの被宮生卵からの羽化個体およ

び吸引粘常トラッフによる括獲個休を，寄ギカメム

シ卵の調査を行った 3ないし4日ごと忙合計し，そ

の性比（屹率）の継助的変化を第 2.22図に示したQ

羽化個体の袢比は夏ダイズでは1990年. 1991年の両

年とも，調査期間を通してはば0.7--0. 8:iで雌に

偏った安応した値を示した。秋ダイズでは， 11)¥)1仁

0) 9 JJ上～中旬応0.5以卜の雄に偏った111'(を示した

が， 9月下旬以降は0.7G~0.8Gの雌に偏った安定し

た値を示したQ これに対し， トラッフ抽獲個休の性

比は，夏ダイズでは，捕疵開始11'(後には雌蜂0)みか

捕獲され，著しく且店に偏った値をがしたが，訓査圃

場で被寄生卵からの羽化が始まる 7)」中旬頃からそ

の値が徐々に低下し，羽化がピクに達する 7月下

旬ないし 8月上旬以降はmm年の 8月末を除ぎ，（）

-0.3と羽化個体の性比に比べ著しく雄に偏った｛直

を小すようになった＾一方，秋ダイズでは捕獲開始

直後からトラップ抽獲個休の性比は低下し，者しく

雄応偏った仙を示した：，この雄に偏っだ杵比は，夏

ダイズ，秋ダイズともに調査終［時まで続いた＾

3. 考察

ダイズ圃場で茫卵数が安心的に多かったホ'.}ヘリ

カメムシとイチモンジカメムシでは，秋ダイズより

も夏ダイズで産卵数が多かった。野外の様々な植物

が結丈する時期に英伸長・子実肥大期を迎える秋ダ

イズ応比べ，夏ダイズでは，野外にカメムシ0)餌と

なるような了実を布する植物がはとんどないと考え

られるQ このため，餌柏物と して好適な夏ダイズに

カメムシ類が集中し，糸古呆として，秋ダイズに比べ

て産卵数が多くなると考えられる。

ダイズ囮場応産卵0)認められた 7種の食植1なカメ
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ムシ類の卵からは，それぞれ2柿以 1-.の卵寄生蜂が

羽化した。また，卵寄牛蜂はカメムンタマゴトビ口

バチ毎4種が2種以上のカメムシ卵に寄生した。斉

生率でみた）姐寄生蜂ギルドの俊占柿は寄上カメムシ

種によって異なり，ダイズ圃場におけるカメムン類

と卵寄生蜂の寄上•寄生者関係は複雑であった＾

カメムシタマゴトビコハチは令てのカメムシ卵で

奇生が認められたが，本‘が生蜂(J)省生率は寄主カメ

ムシの柿によって巽なり，ホソヘリカメムシやチャ

ハネアオカメムシ，マルカメムンでは嵩かったが，

イチモンジカメムシやアオクサカメムシ類では低

かった合また，マルシラホシカメムシでは年次や作

型によって寄牛率が異なった。本寄牛蜂の寄牛率が

寄主種によって異なる原因0)ひとつとして，寄主力

メムシ卵の町月的・空間的分布の差が考えられたQ

本寄生蜂の寄主資源としてダイズ且場に安定的に存

在するのは，ホソヘリカメムシとイチモンジカメム

シの 2種であった。これら 2種カメムシ卵はほぼ同

時期にダイズ匝場［ご介在するが，空間的分布は異な

り，ホソヘリカメムシは葉に，イチモンジカメムシ

は茨に多く産卵する傾向が忍められた。一方，カメ

ムシタマゴトビコバチ(J)寮生率は，茎や浜よりも染

に産まれた）jrJで高いことが，ホソヘリカメムシにお

いて明らかにされており（高須， 1989; Takasu el 

al. , 1998 ; 野rn,1993), 本寄生蜂と G巧un属 2秤

卵寄牛蜂の部位別選好性の茫いが，ダイズの部位に

よるこれら祁寄生蜂の寄生率の芹をもたらしている

と考えられている (Takasuet al., 1998)~ 本試険

の結果，ホソヘリカメムシたけでなく，イチモンジ

カメムシやチャバネアオカメムシでも，業に．産まれ

た卯塊でカメムシタマゴトビコバチの寄生率が裔

かったことから，こうした高姐らの論埋が，カメム

シ類一般に当てはまるものと考えられる。

葉のみに茫卵されたアオクサカメムン類の卵では，

本寄生蜂の寄生率は低かった：，これは，本寄生蜂の

寄上和による寄生率の差に，寄上卵の空間的分布の

芦以外の要囚が飢いていることを示唆しているゞ本

寄生蜂0)寄生率(J)寄主種による芹をもたらす他の要

因として，①本寄生蜂の寄上柿に対する応好性， ::g:
寄キカメムシ卵における本寄牛蜂と他種卵寄生蜂の

種間説争，の 2つの可能袢が考えられる：，これら 2

つの要囚については， 1llおよびlVで検討する一

カメムシタマゴトビコバチ雌成虫の発生消長と斉

生消長は，ホソヘリカメムシの産卵消長と何調する

傾向が，忍められた"Hirose ct ;-11. (19%) は，本寄

生蜂が寄主であるカメムシ卵の産卵数すべてを合計

した "totalhost resources(TTTR)" と同調してダイ

ズ圃場に定芯するとしている一本試験では，ホソへ

リカメムシとイチモンジカメムシが，ダイズ囮場応

おいて本寄牛蜂の安定して多呈に存仕する寄キ資源

であると考えられた。こ())2種カメムシの産卵消長

を比較したところ， 1991年の夏ダイズにおいて，イ

チモンジカメムシよりもホソヘリカメムシの産卵の

ピークが胚く，この時，本奇生蜂())寮生率の増加（頃

向は，ホソヘリカメムシの産卵消長と同調する傾向

がみられた（第 2.8飼)。また，ホソヘリカメムシ

の降卵数が少なかった1993年の夏ダイズでは，イチ

モンジカメムシの産卵数が多かったにもかかわらず，

本奇生蜂の寄生率は上昇しなかった。さらに，イチ

モンジカメムシでは，産卵数が減少する産卵後朋に，

本寄牛蜂の寄牛率が高くなる傾向がみられたツこれ

らの事実は，本寄生蜂の活動が，寮主カメムシ卵の

中でも，特にォ、'Jヘリカメムシの産卵消長と同調し

ていることを示唆するものである。

吸引粘若トラップによるカメムシタマゴトビコバ

チの捕獲個体の性比は，夏ダイズで本寄生蛉の羽化

が始まる項から雄に偏り，その後さらに祉に大きく

偏った値を小した＾また，秋ダイズでも， トラップ

袖獲個休の性比は雄にf扁っていた。この）以囚として

雌成虫())団場からの分散が考えられる:, Hirose el al. 

(1996) も，ダイズ圃場においてカメムシタマゴト

ビコハチの羽化数が増加するにも関わらず寄小率の

上昇がみられない原因として，本寮生蜂雌成虫のダ

イズ圃場からの分散が寄上の存在下でも起こってい

るn」能性を示唆している。本寄牛蜂は茫祉性爪性牛

殖を行い(高原， 1989), その交尾は寄主卵あるい

は寄キ卵塊上において兄妹間で行われる（水谷，未

袷表）：，このような交尾様式を持つ種では，雄の

パッチ間の移勘は少ないとされている (rramilton,

1%7〉。同様に多寄牛性の寄牛蜂や集合性の寄字を

利用する寄生蜂では，交尾は羽化場所付近に限定さ

れ，雄成虫は羽化楊所付近にとどまることが多い

(Godfray, 19!H;、本寄小蜂祉成虫の移動・分散も，

羽化場所付近に限定されている可能件が高く， ト

ラップで捕獲された蜂の性比が1位に大きく偏ってい

たこどや，夏ダイズ囮J易への飛来・イゑ入時および秋
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ダイズ圃楊での飛米・侵人開始時には齢蜂のみが捕

獲されたことから，本寄牛蜂では繁殖場所間の移動

は見本的忙雌蜂によって行われ，雌蜂のみがダイズ

圃場から分散すると推察される。

しかし，夏ダイズでカメムシタマゴトビコパチの

羽化がはとんど認められない 9月にトラップで多数

の本寄牛蜂雌祉成虫が柚獲されたQ また，秋ダイズ

でもカメムシタマゴトビコバチの罪化が認められる

以前の 8月ljh下旬に， トラップで齢雄成虫が捕獲

されたここれらの成虫が何に由来するものか断定で

きないが，夏ダイズ圃場と秋ダイズ団J易が隣接して

いたことから，これら近距離にある 圃場間で齢雄成

虫の移動があったことが考えられるツまた，本寄牛

蜂はクズ詳落でマルカメムシやホシハラピロヘリカ

メムシ Homoeocerusunipzmctatus THU"lil国（＿，を寄

主として繁殖する（高須・広瀬， 1986) ことから，

圃楊周追に存在するクズ笠から雌蜂が飛米した可f指

性も考えられたツなお，夏ダイズ圃場で抽獲された

雌蜂については，この時期 に夏ダイズ圃J均応はほと

んど寄上卵が存在していないことから，雌蜂が繁殖

のために夏ダイズ圃場に侵入したとは考えにくく，

移動・分散途中の個体が捕獲されたものと考えられ

た。また，これらの個体の性比が著しく雄に偏って

いたのは，雌蜂のみが夏および秋ダイズ圃場外へ分

散し，雄蜂の分散が羽化場所付近に限定されたため

と推祭される。

皿 寄主選択に関わる要因の解明

カメムシタマゴトビコハチは産卵の，忍められたカ

メムシ卵すべてに寄生したが，寮生率は寄主種に

よって呉なった＾このような寄生率の差をもたらす

要囚として，カメムシ種による梢物休上での産卵部

位の遠い (Takasuet al. , 1998)や本寄生蜂の圃場

からの分散によるカメムン加富期後半の寄庄率の低

l、 (Hiroseet al. , 19知か考えられている，：本文

nで述べた調査においても，植物体 lでの産卵部位

のカメムシ種による菜が寄牛率の差に反映されてい

ることが示唆された：，しかし，これらの要因以外応

本寄生蜂の宮上柿に対する図好性が寄生率の産をも

たらす要囚の一つとして関与している口」能性が考え

られる。

本幸では，カメムシタマゴトビコハチの寄キ種に

対する選好性を明らかにするため，ダイズ且場で寄

上としての資源鼠が悪富ではば同時）月に存在し，被

寄牛率の異なるホソヘリカメムシ~ とイチモンジカメ

ムシの 2種カメムシを用い，本寄生蜂の箪卵率と）羞

卵行動を比較する＾また， 2柿カメムシ卵の認知に

関わる化学的要囚についても明らかにする。さらに，

2種カメムシ卵における発育と北化した蜂の体サイ

ズおよび繁舶に院わる諸形質，そして茫卵行動を比

較し，選好袢との関連について考察する 3

1 • 供試昆虫

本辛の各試験において，奇主として用いたホ')ヘ

リカメムシ卵とイチモンジカメム シ卵塊（以下イチ

モンジカメムシ卵，）は，熊本県菊池郡西合志町の）し

, J+I)喪業武験場1勺(I)ダイズ団J易で採集した成虫を室I付

で網代飼育して得たマ試験には産卵後 2l:J以内の卵

を用いたc

また，各試験で供試したカメムシタマゴトピコパ

チは，｝訓H農業試験場内のダイズ圃場で採集した上

記2種カメムシ (I)卵，ある いは囮J易に人為的に設

置・回収 したォ、'Jヘリカメムシ卵から羽化 した個体

を，室内で上品2種カ メムシの卵を寄キ として銚代

飼有して得た：，供式した雌蜂は交尾を確実にするた

め羽化後 2日以 I・.雄とともに飼育した。試験にはと

くに断わらない限り羽化後2-4R齢の雌蜂を用い，

餌として蜂蜜を与えた。

2. カメムシタマゴトビコパチの 2種カメムシ卵

に対する選好性

1〉材料および方法

(1) ホソヘリ カメムシ卵およびイチモンジカメム

シ卵に対する産）jl1率

雌蜂の寄キ卵に対する産卵率には，供試した性蜂

の起源，すなわち雌蜂が発育 した寄上柿が産卵に形

菩する叫能性が考えられる。そこで，ホソヘリカメ

ムシとイチモンジカメムシ両種())卵から羽化した雌

蜂について調べたっ

直径15mm,長さ75mmの試験管に雌蛉を 1如ずつ入

れ， ド記 i)およびiil ()) 2迎り ()))J法で寄主卵あ

るいは宮上卵塊を一定闊問攻訣にさらした。その後，

蜂を除去し，寄主卵を25℃, 16L 8 Dの飼守完内に

誇廿したc ・定時間後，谷主卵を観察し，寄主卵衣

面から突出する卵柄 (eggstalk)の有無によって

寄生の有無を判定した：，蜂())羽化も谷主カメム シの
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第 3.1表 ホソヘリカメムシまたはイチモンジカメムシで継代した卵寄生蜂カメムシタマゴトビコバ

チ,)の 2種カメムシ卵に対する産卵率

羽化

寄主種

継代数

ホソヘリカメムシ l 

イチモンジカメムシ l 

2 

7 

8 ， 
野外雌 e)

ホソヘリ
カメムシ卵

,.'"言100 (35) 

100 (38) 

(14) d) 

83.3 (12) n.s. 

100 (30) 

産卵率 (%)bl

イチモンジ Fisherの正確
カメムシ卵 確率検定 cl

""''"'~ 
＊ 

38.7 (75) ＊ 

45.9 (74) ＊ 

52.9 (17) * d) ＊ 

34.5 (55) ＊ 

50. 0 (38) 

51. 5 (33) ＊ 

a)飼育室内でホソヘリカメムシを寄主として約90世代継代した雌蜂の子を使用。
b)括弧内は供試した卵または卵塊数。

c) * ; ホソヘリカメムシ卵とイチモンジカメムシ卵の間で，産卵率に 5%レベルで有意差あり 。
d) ホソヘリカメムシ卵とイチモンジカメムシ卵から羽化した雌蜂間で，産卵率に5%レベルで有意差あ り (Fisherの正確確
率検定）， n.s.;有意差なし。

e) ダイズ圃場から採集したイチモンジカメムシ卵塊から羽化した雌蜂。

孵化も認められなかった寄主卵は解剖し，寄生の有

無を確認した。なお，試験はすべて25℃, 16L 8 D 

の条件下で行った。

i)寄主カメムシ卵を 1卵ずつ与えた場合の産卵

率

麻ひもに産卵させたホソヘリカメムシ 1卵または

イチモンジカメムシ 1卵塊 (7~38卵／卵塊）のい

ずれかを試験管内の雌蜂に約24時間与え，雌蜂の産

卵の有無を調べた。本試験では，ホソヘリカメムシ

卵で90世代以上継代した蜂をホソヘリカメムシ卵か

ら羽化した蜂として，ホソヘリカメムシ卵で約90世

代継代後，イチモンジカメムシ卵で 1~9世代継代

した蜂をイチモンジカメムシ卵から羽化した蜂とし

て使用した。また，ダイズ圃場で採取したイチモン

ジカメムシ卵から羽化した蜂も供試した。

ii) 2種カメムシ卵を同時に与えた場合の産卵率

ホソヘリカメムシ 1卵とイチモンジカメムシ l卵

塊 (8~26卵／卵塊）を 5X 15mmのろ紙片に7~8

mmの間隔で，接着剤（酢酸ビニル樹脂エマルジョン

系，以下同じ）によって貼り付け，試験管内の雌蜂

に72時間与えた。 24,48, 72時間後に寄主卵を観察

し，卵柄の有無によって寄生の有無を確認した。本

試験では，ダイズ圃場に人為的に設置・回収したホ

ソヘリカメムシ卵から羽化した蜂をホソヘリカメム

シ卵から羽化した蜂として用いた。また，人為的に

設置・回収したホソヘリカメムシ卵から羽化後，イ

チモンジカメムシ卵で 1軋代継代した蜂をイチモン

ジカメムシ卵から羽化した蜂として使用した。

2)結果

(1)寄主カメムシ卵を 1卵ずつ与えた場合の産卵

率

寄主としてホソヘリカメムシ卵を与えた場合，ホ

ソヘリカメムシおよびイチモンジカメムシのいずれ

の寄主から羽化した雌蜂も 80%以上が産卵し（第

3. 1表），ホソヘリカメムシから羽化した雌蜂とイ

チモンジカメムシから羽化した各世代の雌蜂との間

には産卵率に有意な差は認められなかった (Fisher

の正確確率検定， p>0.05)。これに対し，寄主とし

てイチモンジカメムシ卵を与えた場合，ホソヘリカ

メムシから羽化した雌蜂の約15%, イチモンジカメ

ムシから羽化した雌蜂の35~53%が産卵し，ホソへ

リカメムシから羽化した雌蜂とイチモンジカメムシ

から羽化した各軋代の雌峰との間には産卵率に有意

な差が認められた (Fisherの正確確率検定，

p<0.05)。 また，本寄生峰のイチモ ンジカメムシ卵

に対する産卵率は，羽化した寄主種に関係なく，ホ

ソヘリカメムシ卵に対する産卵率に比べて有意に低

かった（第 3.1表， Fisherの正確確率検定，

p<0.05)。

イチモンジカメムシで継代した雌蛉のイチモンジ

カメムシ卵に対する産卵率に軋代間で有意な差は認

められず (X2検定， p>O.05), 同カメムシ卵での継
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第 3.2表 ホソヘリカメムシ卵とイチモンジカメムシ卵を同時に与えた場合のカメムシタマゴトビコ

バチの寄主種の選択

羽化寄主種 供試数 産卵した雌蜂の数 a)b)

Re 

ホソヘリカメムシ 43 
イチモンジカメムシ 92 

a)括弧内は供試数に占める割合を示す。
b) Re : ホソヘリカメムシ卵のみに産卵した蜂。

Re-Ph: ホソヘリカメムシ卵に産卵後，イチモンジカメムシ卵に産卵した蜂。
Ph-Re: イチモンジカメムシ卵に産卵後，ホソヘリカメムシ卵に産卵した蜂。
Ph : イチモンジカメムシ卵のみに産卵した蜂。

29 (67.5) 
70 (76. 1) 

Re-Ph 

9 (20. 9) 
20 (21. 7) 

Ph-Re 

5 (11. 6) 
2 (2. 2) 

‘、_,／、

ーヽ、／

0

0

 

ph-
（
（
 

0

0

 

代による産卵率の向上は認められなかった （第

3. 1表）。また，ダイズ圃場で採集したイチモンジ

カメムシから羽化した雌蜂（野外雌）の産卵率は，

ホソヘリカメムシ卵で100%, イチモンジカメムシ

卵で51.5%であり，室内においてイチモンジカメム

シで 1-9槻代継代した雌蜂の産卵率と有意な差は

認められなかった（第 3.1表， Fisherの正確確率

検定， p>O.05)。

(2) 2種カメムシ卵を同時に与えた場合の産卵率

ホソヘリカメムシ卵とイチモンジカメムシ卵を同

時に与えた場合，ホソヘリカメムシ卵に先に産卵し

た雌蜂の割合は，ホソヘリカメムシか ら羽化した雌

蜂で88.4%, イチモンジカメムシから羽化した雌蜂

で97.8%であ った（第 3.2表，ReとRe-Phの合計）。

このうち，ホソヘリカメムシから羽化した雌蜂の

67.5%, イチモンジカメムシか ら羽化した雌蜂の

76.1%がホソヘリカメムシ卵にしか産卵しなかった

（第 3.2表，Re)。

イチモンジカメムシ卵に先に産卵した雌蜂は，ホ

ソヘリカメムシか ら羽化した雌蜂で2.2%であ り，

これらはすべてホソヘリカメムシ卵 にも産卵した

（第 3.2表，Ph-Re)。イチモンジカメム シ卵のみ

に産卵した雌蜂は全く認められなかった （第 3.2 

表， Ph)。ホソヘリカメムシ卵のみに産卵した雌蜂

（第 3.2表， Re) とホソヘリカメムシ卵およびイチ

モンジカメムシ卵の両方に産卵した雌蜂 （第 3.2 

表， Re-PhとPh-Reの合計）の比率は，ホソヘリカメ

ムシから羽化した雌蜂とイチモンジカメムシから羽

化した雌蜂の間で有意な差は認められなかった

(x検定， p>0.05)。

3)考察

カメムシタマゴトビコバチのホソヘリカメムシ卵

とイチモンジカメムシ卵に対する産卵率，すなわち

寄主種に対する受容率には有意な差が認められた。

また， 2種カメムシ卵を同時に与えた場合，先にホ

ソヘリカメムシ卵に産卵する雌峰が多かったことか

ら，本寄生蜂は寄主としてイチモンジカメム シ卵よ

りもホソヘリカメムシ卵を好むと推察された。この

寄主種による選好性の差は，本寄生蜂のダイズ圃場

での寄生率の差をもたらす要因の一つであると考え

られる。

カメムシタマゴトビコバチと同様に寄主範囲の広

い Trichogramma属の卵寄生蜂でも 寄主種 に対す

る選好性があることが幾つかの種で報告さ れている

(Bergeijk et al., 1989 ; Kaiser et al. , 1989 ; Pak 

et al., 1990 ; Huis et al. , 1991)。Trichogramma

maidisは，供試した 2種寄主卵 のう ちOstrinia

nubilalisをより強く先天的に好み，好まない寄主

Anagasta kuehniellaで100世代以上継代しても そ

の選好性が保たれる。(Kaiseret al. , 1989)。また，

Trichogramma属の別の卵寄生蜂 (Pakand Lente-

ren, 1984)やショウジョウ バエ の幼虫 寄生 蜂

(van Alphen and Janssen, 1982)等で も， 寄主種

に対する選好性が，特定の寄主に よる継代で変化し

ない。これらは，寄生鋒の寄主種に対する選好性が

遺伝的なものであることを示唆している。

これに対し，卵寄生峰 Trichogrammasemifu-

matum (Taylor and Stern, 1971)や，ハエの蛹寄

生蜂Nasoniavitripennis (Cornell and Pimentel, 

1978)では，長期間特定の寄主で飼育することによ

り雌蜂の寄主種に対する選好性が変化する。先の

T. maidisでも，人為的な寄主での継代がT.maidis 

の本来の寄主の受容率を低下させる (Bergeijket 

al. , 1989)。これらは，雌蜂の寄主種に対する選好
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性が後天的なものであることをぷ唆しているr

カメムシタマゴトビコハチのホソヘリカメムシ卵

忙対する選好性は．本寄生蜂をイチモンジカメムシ

で数丑代粧代しても約80-・l(X.)%と窃かった。しか

し，イチモンジカメムンでの縦代が進むにつれ，本

寄生り争のホソヘリカメムシ卵に対する産卵率が低下

する傾向がみられた，これらの結果から，本寄牛蜂

のホゾヘリカメムシ卵に対する選好件は，先天的で

ある場合と後天的である場合の 2つの可能性が考え

られる。先の T.maidisで，雌蜂の選好性が，人為

的な寄主による継代で変化する (Bergeijkel al. . 

1989), および変化しない (Kaiseret al., 1989) 

という異なる結果が得られたのは，本来の寄中での

T. maidisの継代数が異なるため (Bergeijkel al. • 

198いと考えられているマ本試験では，カメムシタ

マゴトビコバチのイチモンジカメムシによる継代数

がI(嘩代未満と少ないことから，本試験の結果のみ

では，本寄牛蜂の選好性が遺伝的であるか否か明催

な桔論を得ることは難しい。今後，イチモンジカメ

ムシでの継代数を増やし，イチモンジカメムシによ

る撒代が，雌蜂の選好性に与える影菩を明らかにす

る必要がある(

カメムシタマゴトピコバチのイチモンジカメムシ

卵に対する廂卵率は，ホ')ヘリカメムシから羽化し

た雌蜂よりもイチモンジカメムシから羽化した齢蜂

で有意に高かった"T. maidisでは，好まない寄キ

A. kuehniellaに対する選好性が,A.kuehniellaで飼

育したことにより高まる (Kaiseret al. , 1989)。

カメムンタマゴトビコバチにおし臼ても， イチモンジ

カメムシでの継代がイチモンジカメムシ卵に対する

産卵率を裔めると考えられる。しかし，本試験につ

いても， イチモンジカメムシでの脊伴代数が少ないこ

とから，イチモンジカメムシによる継代数を増やし

て，再度検討する必要がある。

ホ')ヘリカメムシ卵とイチモンジカメムシ卵を 1司

時に与えた氾択実験で，イチモンジカメムシから羽

化した屹蜂のイチモンジカメムシ卵に対する産卵率

は，ホソヘリカメムシから羽化した雌蜂のそれと有

意な差がなかった。 T.maidisでは，先人的に好む

0. nubilalisへの茫卵経験がA.kuehniellaに対する

選好性を減少させた (Kaiserel ctl., 1989)" . 本式

験では，先にホソヘリカメムシ卵に茫卵した姓蛉の

割合が高かったことから．ホソヘリカメムシ卵への

産卵経験が，雌蜂の氾灯性に影密を及はし， イチモ

ンジカメムン卵に対する産卵率を低下させた可能性

ヵゞ高い，：~

3. カメムシタマゴトビコバチの 2種カメムシ

卵に対する反応

l〉材料および方法

(1) 2種カメムシ卵応対するドラミング開始まで

の按触刷数および時間

ホソヘリカメムン 1卵またはイチモンジカメムシ

1 卵塊 (8~26卵／卵塊）のいずれかを， 7っ紙片

(8 X l5nun)に按沿剤で貼り付け，試験管内の雌蜂

l訓＇しに与えた。寄キ卵の導入後 20分間雌蛉の行動を

観察し， ドラミング （寄主卵表面を歩行しながら触

角で連続してたたく行動）を開始するまでの時間と

それまでに寄主卵または寄主卵塊と接触した国数を

調べた。また， 12ないし19時問後に卵柄の右無を調

査し，産卵の有無を確，忍したツ本試験では野外から

採取したホ'Jヘリカメムシ卵から羽化後，イチモン

ジカメムシで 7冊代継代 した3および5日齢の齢蜂

を用いたツ

(2) 2種カメムシ卵応おける産卵行動開始時間

ホソヘリカメムシ l卵またはイチモンジカメムシ

1卵塊 (8弘 6卵／卵塊〉のいずれかを，ろ紙片

(8 X 15mm)に按着斉I)で貼り付け，試験筈内の雌蜂

19! しに与えた。寄キ卵の導入後;), 1(), 20, 30分お

よび 1,2,4,6,12時間後に雌蜂の行動を観寮し，

ドラミングまたは産卵した雌蜂の数を調べた＾また，

211および118時間後に卵柄の省無を溝査し，産卵の有

無を確認した：，本式験ではすべてイチモンジカメム

シから北化した雌蜂を川いた~::ーのうちの一部はダ

イズ圃場から採取したイチモンジカメムシ卵塊から

羽化した蜂であり，残りはホ 'Jヘリカメムシ卵から

羽化後イチモンジカメムンで 1世代継代した蜂で

あった，：・

幻 結 果

(1〉 2種カメムシ卵に対するドラミング関始まで

の接触回数および時間

供試したカメムシタマゴトピコバチ雌成虫の うち，

ホソヘリカメムシ卵を与えた場合の 1例を除いたす

べての雌蜂が，寄主卵応接触した （第3.3衣：I。寄

上卵に接触した齢蜂数 (C)に対するドラミ ングを

開始した雌蜂数 (D)の比率 (D/い は ， ホ'Jヘリ
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第 3.3表 カメムシタマゴトビコバチ,)によるホソヘリカメムシ卵およびイチモンジカメムシ卵の受容

寄主 雌蜂数 D/Cb)c) A/Db)c) A/Cb)c) 

供試数 接触数

ホソヘリカメムシ卵 102 101 1. 00 0. 96 0. 96 
イチモンジカメムシ卵 101 101 0. 53* 0. 88n.s. 0. 48* 

a)野外に人為的に設置したホソヘリカメムシ卵から羽化後，イチモンジカメムシで 7世代継代した雌蜂。

b) C: 接触行動を示した蜂数， D:ドラミング行動を示した蜂数， A:産卵行動を示した蜂数。
c) * ; ホソヘリカメムシ卵とイチモンジカメムシ卵の間に5%レベルで有意差あ り (Fisherの正確確率検定），
n.s.; 有意差なし。

第 3.4表 カメムシタマゴトビコバチ,)のホソヘリカメムシ卵およびイチモンジカメムシ卵塊に対す

るドラミング開始までの接触回数および時間 （平均値士標準偏差）

寄主 ドラミングした ドラミングを開始する 開始までに要した時間 （秒） b) 

雌蜂数 までの接触回数 接触 ドラミング

ホソヘリカメムシ卵 101 1.0士0.0 143. 7士159.2 143.7士159.2
イチモンジカメムシ卵 54 2.5士2.1 120. 5士127.3n.s. 307. 9士271.4* 

a)野外に人為的に設置したホソヘリカメムシ卵から羽化後，イチモンジカ メムシで 7世代継代した雌蜂。
b)•; ホソヘリカメムシとイチモンジカメムシの間に 5%レベルで有意差あ り (t検定）， n.s.;有意差なし。

カメムシ卵を与えた場合には1.00, イチモンジカメ

ムシ卵を与えた場合には0.53と両区間で有意な差が

認められた（第 3.3表； Fisherの正確確率検定，

p<O. 05)。Dに対する寄主卵に産卵した雌蜂数 (A)

の比率 (A/D) は，ホソヘリカメムシ卵を与えた

場合には0.96, イチモンジカメムシ卵を与えた場合

には0.88と両区間で有意な差は認められなかった

（第 3.3表； Fisherの正確確率検定， p>0.05)。そ

の結果， A/C(寄主卵に産卵した雌蜂数／寄主卵に

接触した雌蜂数）は，ホソヘリカメムシ卵を与えた

場合には0.96, イチモンジカメムシ卵を与えた場合

には0.48と両区間で有意な差が認められた（第 3.3 

表 ；Fisherの正確確率検定， p<O.05)。

寄主卵に接触後， ドラミングを開始するまでの寄

主卵との接触回数は，ホソヘリカメムシ卵を与えた

場合には，すべての雌蜂が 1回目，すなわち最初の

接触でドラミングを開始した（第 3.4表）。 これに

対し，イチモンジカメムシ卵を与えた場合には，平

均で2.5回接触した後， ドラミングを開始した。こ

れらの雌蜂が寄主卵と接触するまでの時間にホソヘ

リカメムシ卵を与えた場合とイチモンジカメムシ卵

を与えた場合で有意な差は認められなかった （第

3.4表；t検定， p>O.05)が， ドラミングを開始す

るまでの時間には有意な差が認められた （第 3.4

表； t検定， p<0.05)

(2) 2種カメムシ卵における産卵行動開始時間

カメムシタマゴトビコバチの寄主卵に対する反応

は，ホソヘリカメムシとイチモンジカメムシで異

なった。ホソヘリカメムシ卵を与えた場合， 24頭中

23頭の雌蜂が寄主導入後 5分以内に産卵行動を開始

し，残り 1頭の雌蜂も 10分以内に産卵行動を開始し

た（第 3.1図）。これらの雌蜂はすべて寄主卵導入

後24時間以内に産卵した。

イチモンジカメムシ卵を与えた場合， 10分以内に

産卵行動を開始 した雌蜂は39個体中 2個体 (5.1%) 

であった（第 3.1図）。さらに，これらを含めて 2

時間以内に 8頭 (20.5%) の雌蜂で産卵行動を確認

した。これらの雌蜂はすべて寄主卵導入後24時間以

内に産卵した。残りの31頭の雌蜂は，寄主卵導入12

時間後までには産卵行動が観察されなかったが，寄

主卵導入24時間後に 5頭 (12.8%),48時間後に 1

頭 (2.6%)の雌蜂で産卵を確認した。

3)考察

一般に， 寄生蜂では寄主を認知する際に寄主に由

来する化学物質を手がか りにしているものが多く

(Vinson, 1977), この場合，寄主表面に存在する

不揮発性の化学物質が産卵の最終的な刺激として作

用していることが多い (Godfray, 1994)。卵寄生

蜂では卵表面の物質が寄主認知の手がかりとなって

いることが報告されており (Strandand Vinson, 

1982 ; Nordlund et al. , 1987 ; Bin et al., 1993), 
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第3.l閃 カメムシタマゴトビコハチ雌成虫がホ

'.)ヘリカメムシ卵およびイチモンジカ

メムシ卵塊に対して茫卵行勁を開始し

た時間

江Iホ・;へリカメムシ卵に対しては24頃の，イヅ
モンジカメムシ卵塊に対しTは3D頭の雌蜂を
供試した，

例えば，ヘリカメクロタマゴバチでは，ホ')ヘリカ

メムシりI:ぶ lfliO)化学物質を奇上品知の手がかりど し

て利用している〈野田， 199:l)ッカメムシタマゴト

ビコノゞチでは，ホソヘリカメムシ卵をりえた場合，

ほぼすべての鮒蛉が'if上砂I:」との最初の1妥触で産卵行

動（ドラミング）を朋始したが， イチモンジカメム

シ卵をりえた楊合，桜触してもドラミンゲしない個

休が認めら札， i¥/Cの値はホソヘリカメムシよ i)も

イチモンジカメムシで低かった＾また，花卵行勅を

開始するまでの時間がホソヘリカメムシに比べてイ

チモンジカメムシで長く， ドラミングを開始するま

での'if上卵との接触皿数がホ')ヘリカメムシよりイ

チモンジカメムシで多かった，．．これらの 2種カメム

シ卵における本奇＇生蜂の行動の差は，本百生蛭 O)'.忍

l..認知に卵如fiiO)化学物質が問りしてし＼ることをホ

唆しており，その物質の組成あるいは口が2植カメ

ムシで世なる n」能性が古い^

4. 寄主卵の認知に関わる化学的要因

l〉材料および方法

u〉表面を各秤溶媒によって洗浄した寄キ卵に対

する雑蜂の反I.心

ホソヘリカメムシHJ卵またはイチ元ーンジカメムシ

3ないし4卵塊 (10--24卵／卵塊）をヘキサン．ア

セトン．蒸徊水各 lmlに没せ窒したA l --3時問

後にぷ上卵または富上卵塊を取り出し， :.l--1時間

風乾した風乾したホ'.)ヘリカメムシ 1砂I:」またはイ

チモンジカメムシ l卵塊のいずれかをろ紙片 (8X 

15nun) : 吋妥若剤で貼り付け，試験待内の側蜂 l頃に

')-えた、 'if上卵の導人後:_m分鴫i蜂の行動を観察し，

ドラミンゲを開始した即蛉の数を調べた，，、また，訟

および2,1時間後に卵柄のイ」無を調杏し，眸卵のイ」無

を確認した＾本ぷ験では野外から採収したホソヘ I}

カメムシ卵から羽化後イチモンシカメムシで5-6 

!!l代獣代した 3--1211齢の雌蜂を用いた、

（公）寄キ卵を洗浄した浴媒中に含まれる寄キ認知

物闘に対する雌蜂の反l心

ホソヘリカメムシ10卵またはイチモンジカメムシ

5卵塊 (10--32卵／卵塊）をヘキサン，アセトン，

蒸留水各O.::.mlに浸せきした,., l -2分後に寄キ卵

または寄キ卵塊を収り出し，浸せきした各溶媒に直

径約 1mmのガラスピーズを人れた、、ホットフレート

［で溶媒を蒸発させた後，ガラスピーズをろ紙片

(8 X lSnun) に採若剤で貼り付け，試験怜内の雌蜂

l頃に仕えた、 'if上卵の導人後5, 10および:.io分後

：灌i妊の行動を観察し， ドラミングを開始した雌蜂

の数を調べた、．、本試験では野外かう採取したイチモ

ンジカメムシ卵塊から；じ」化後イチモンジカメムシで

26-・28冊代継代した 5-、7日除の側i妊 を用いた、

1-. 叫と同様にしてホソヘリカメムシ卵またはイチ

屯ンジカ メムシ卵を洗浄した蒸習水を10およ びHXJ

倍に希釈した、，拍出液および希釈液に対する雌蜂の

行動を卜記と同様戸ガラスビーズに途イl」して観察し

たツ本試験では野外から採取したイチモンジカメム

シ且I:」から羽化後イチモンジカメムシで29-'.lO世代継

代した 5ないし 7日N-叡灘蛉を用いだ

ホソヘリカメムシ卵10卵とほぼ如川積が等しいィ

チモンジカメムシ卵 4卵塊 (8卵／卵塊）をl・.Jじと

同様にして蒸悩水によ，J て洗浄し，10およびlOOii",

に希釈した＾抽出液および希釈液に対する雌蜂の行

勁を上記と同椋にガラスビ ズに塗作して倫見寮した

本人験では野外から採11丈したイチ屯ンジカ メムシ卵

から羽化後イチモンジカメ ムシで30--31 ill代継代し

た，うないし 711齢の雌蜂を用いた、，

各ぶ験は，いずれも 1処址区‘りたリ 10即の雌蜂を

仇よし， 3同反復した、，

2)粘呆

0)表面を各秤浴媒によって洗浄した寄キ卵に対

するi廿i蜂の反応

如 川をアセトンで洗浄したホ'.)ヘリカメムシ卵を



42 九州沖縄農業研究センター報告 第39号 (2001)

第3.5表 各種溶媒で表面を洗浄したホソヘリカメムシ卵またはイチモンジカメムシ卵塊に対する

カメムシタマゴトビコバチ,)の反応

ホソヘリカメムシ卵 イチモンジカメムシ卵

ドラミング行動を示した 供試数 ドラミング行動を示した

雌蜂の割合（％戸 雌蜂の割合 (%)b)

ヘキサン 80 96. 3a 79 34. 2a 
アセトン 79 67. lb 80 6.3b 
蒸留水 80 92. 5a 80 50. Oa 
未洗浄 78 89. 7a 80 46. 3a 

a)野外に人為的に設置したホソヘリカメムシ卵から羽化後，イチモンジカメムシで 7世代継代した雌蜂。

b) 同じ添字は 5%レベルで有意差がないことを示す (X,検定）。

溶媒

供試数

与えた場合， ドラミング行動を示した雌蜂の割合は

67.1%で，未洗浄（対照）の卵を与えた場合

(89. 7%) に比べ有意に低かった （第 3.5表； x" 

検定， p<O.05)。これに対し，ヘキサンまたは蒸留

水で洗浄したホソヘリカメムシ卵に対してはそれぞ

れ96.3%, 92. 5%の雌蜂がドラミング行動を示し，

未洗浄の卵を与えた場合と有意な差は認められな

かった (X2検定， p>O.05)。

イチモンジカメムシ卵では， ドラミング行動を示

した雌蜂の割合は，アセトンで洗浄した寄主卵を与

えた場合 (6.3%)が，未洗浄の寄主卵を与えた場

合 (46.3%), ヘキサン (34.2%)および蒸留水

(50.0%) で洗浄した寄主卵を与えた場合に比べ有

意に低かった（第 3.5表 ；x2検定， p<0.05)。

2種カメムシともに，アセトンで洗浄した寄主卵

は，内容物が溶出し，卵が変形していた。これらの

卵では，雌蜂の産卵は全く認められなかった。一方，

ヘキサンまたは蒸留水で洗浄した寄主卵は，内容物

の溶出はなく卵の変形も認められなかった。これら

の寄主卵では， ドラミング行動の認め られた卵すべ

てで雌蜂の産卵が認められた。

(2)寄主卵を洗浄した溶媒中に含まれる寄主認知

物質

カメムシタマゴトビコバチは，溶媒の種類あるい

は蒸留水で洗浄した液の希釈倍率に関わらず，時間

の経過とともに有意に多数の雌蜂がガラスビーズに

対してドラ ミング行動を開始した （第

3.2,3.3,3.4図，逆正弦関数に変換後に分散

分析， Tukey法， p<0.05)。

本寄生蜂は何も塗布しなかったガラスビーズに対

しても導入30分後には約半数の雌蜂がドラミングを

開始した。各種溶媒による洗浄液を塗布したガラス

ビーズに対しては， ドラミング行動を示す頻度が高

まった。特に，蒸留水で洗浄した液を塗布した場合

（ホソヘリカメムシ卵およびイチモンジカメムシ卵），

ドラミング行動を示した雌鋒の数が，対照区や他の

溶媒に比べて有意に多かった （第 3.2図，逆正弦

関数に変換後に分散分析， Tukey法， p<0.05)。ア

セトンにおいても，ホソヘリカメムシおよびイチモ

ンジカメムシともにドラミング行動を示した雌蜂の

数が対照区より有意に多かったが，ヘキサンと有意

な差はなかった。ヘキサンでは反応した雌蜂の数は

対照区と有意な差はなかった。いずれの溶媒におい

ても，洗浄した寄主卵の種類 （ホソヘ リカメムシと

イチモンジカメムシ）の間には，反応した雌蜂の数
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第 3.2図

5 10 15 20 25 

ガラスピーズ導入後の経過時閤（分）

30 

卵表面の洗浄液を塗布したガラスピー

ズに対してドラミング行動を開始した

カメムシタマゴトビコバチ雌成虫の数

（供試雌蜂数は各10頭， 3反復の平均値）

--o--Rc-W ＊ 

・・・-O・・・Rc-H * 
• —• - Re-A * 一Ph消＊

● ● ● ●● ・・・Ph-H * 

• 一"-Ph-A * 
—←無塗布（対照）

＊寄主卵—洗浄溶媒
Re ; ホソヘリカメムシ
Ph ; イチモンジカメムシ
w; 蒸留水
H; ヘキサン
A; アセトン
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第 3.3図 卵表面を洗浄した蒸留水およびその希

釈液を塗布したガラスビーズに対して

ドラミング行動を開始したカメムシタ

マゴトビコバチ雌成虫の数 （供試雌蜂

数は各10頭， 3反復の平均値）

--o--Rc-1 * 

----o---Rc-10 ＊ 

• ―△ - Rc-100 * 

-Ph-1 * 
●●●●● ---Ph-10 ＊ 

• 一•- Ph-100 
＊ 

ー無塗布（対照）

10 

＊寄主卵ー希釈倍率
Re ; ホソヘリカメムシ
Ph ; イチモンジカメムシ
1; 原液
10 ; 10倍
100 ; 100倍
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第 3.4図

30 

卵表面を洗浄した蒸留水およびその希

釈液を塗布したガラスビーズに対して

ドラミング行動を開始したカメムシタ

マゴトビコバチ雌成虫の数（卵の表面

積を等しくした場合，供試雌蜂数は各

10頭， 3反復の平均値）

--o--Rc-1 * 
----o---Rc-10 * 
--6 - Rc-100 * 

● Ph-1 ＊ 

“ーー-----Ph-10 
＊ 

• —•- Ph-100 
＊ 

—←無塗布（対照）

＊寄主卵ー希釈倍率
Re ; ホソヘリカメムシ
Ph : イチモンジカメムシ
1; 原液
10 ; 10倍
100 ; 100倍

に有意な差は認められなかった。

蒸留水による洗浄液およびその希釈液を塗布した

ガラスビーズに対する雌蜂の反応は，洗浄した寄主

卵の種類により異なった。ホソヘリカメムシでは，

洗浄した液と 10および100倍に希釈した溶液の間で

反応した雌蜂の数に有意な差は認められず（第

3. 3図，逆正弦関数に変換後に分散分析， p>0.05),

対照区に比べ有意に多かった (Tukey法， p<O.05)。

これに対し，イチモンジカメムシでは，洗浄液を塗

布したガラスビーズに対して反応した雌蜂の数は，

ホソヘリカメムシのそれよりも多く，対照区と有意

な差が認められた（第 3. 3図， Tukey法， p<0.05)。

しかし， 10および100倍 に希釈 した溶液では，反応

した雌蜂の数が洗浄液のそれに比べ有意に少なく，

対照区と有意な差が認められなかった。

表面積を等しく した 2種カメム シ卵を蒸留水で洗

浄した液およびその希釈液を塗布したガラスビーズ

に対する雌蜂の反応は，ホソヘリカメムシとイチモ

ンジカメムシで異なった。いずれの溶液においても，

統計的に有意な差は認められなかった（第 3.4図，

逆正弦関数に変換後に分散分析， p>0.05)が，反応

した雌蜂の数がイチモンジカメムシ よりもホソヘ リ

カメムシで多い傾向が認められた。ホソヘリカメム

シでは，洗浄液の希釈率が高くなるにつれ雌蜂の反

応数が段階的に減少し， 100倍希釈液では反応した

雌蜂の数は対照区と差がなかった。イチモンジカメ

ムシでは，希釈率の増加につれて雌蜂の反応数が段

階的に減少する傾向は認められず， 10および100倍

に希釈した液で反応した雌蜂の数にはとんど差は認

められなかった。

3)考察

カメムシタマゴトビコバチは，ホソヘリカメムシ

卵およびイチモンジカメムシ卵を洗浄した蒸留水ま

たはアセトンを塗布したガラスビーズにドラミング

した雌蜂の割合が無処理のガラスビーズに比べ高く，

卵表面の化学物質が寄主の認知に関与していると考

えられた。

各種溶媒で表面を洗浄した 2種カメム シ卵に対す

る雌蜂の反応は，アセ トンで低下し他の溶媒では低

下しなかった。雌蜂は，寄主卵を洗浄した蒸留水を

塗布したガラスビーズと，蒸留水で洗浄した寄主卵

のいずれにも反応した。卵表面の化学物質は蒸留水

中に溶け出してくるため，それを塗布したガラス
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ビ ズに齢蛉は反応したと考えられる。また，本試

験での洗浄では卵表面の化学物質をすべて洗い流す

ことができなかった可能袢と，長時間の洗浄によっ

て寄上卵の内容物が浴畠した可能性が考えられた。

そのため，雌蜂は，卵表面に残っていた寄主，忍知物

買，または，寄上卵の内容物に反！心したと考えられ

る。アセトンで岨蜂の反応が低下したのは，洗浄•に

よって卵表面(J)寮主認奸物質が洗い流されたことよ

りも，むしろ内容物の浴出により卵が変形したこと

による可能性が高い。

本寮生蜂(J)寄主卵由来の物質紅対する反応率は 2

柿カメムシで巽なった。カイガラムシに寄生する）レ

ピーアカヤドリコハチでは，寄キの休表ワソクス中

忙含まれる産卵刺激物員の活性の違い忙よって本来

の寄 キ と 他 種カイガラムシを図別している

(Takabayashi and T,tkahashi, 1985入また，卵寄

生蜂Telenomusrem.usとTrichogrammapretiosum 

はともに，寄キ卵表面に存在するそれぞれの寄キ

Spodoptera fm1;iperdaとHeliothiszea雌蛾の付属

腺由米の物質を利川しているが， TremusとT

pretiosumが忍知でぎる物質は，それぞれの寄キが

もつ物質のみで，他）'(J)付属腺亡来の物質には反応

せず，寄上表面の物質が空上種によって呉なる

(Nordlund el al. , 1987) c ・)J, ゴキプリ (J)卵に寄

生する Tetrastichushagenowiiは多くのゴ・キブリの

卵鞘に存在するシュウ酸カルシウムを寄主忍知物質

どして利用している (Vinsonand Piper, 1986) =-

本物肯はゴキプリの卵鞘の醤凪的な成分であり

(Gutltric and Tind叫[, 1%8), 寄キ範囲の）ムい本寄

生蜂の generalrecognilion kairomoneとして作用し

ている (Vinsonand Piper, 1986)。カメムシタマ

ゴトビコハチも寄キ範囲が広く，寄屯忍知に利用す

る化学物質がすべての寄上卵に共通する成分である

かもしれない。しかし，寄キ卵の洗浄液を希釈した

楊合に雌蜂の反応の減少程度が2種カメムシで畏な

ることから，カメムシタマゴ］、ビコバチの寄上認知

に閃わる寄字卵由来の物質が2種カメムンで異なる

可能性が高い，：

カメムシタマゴトビコバチは表面に何も塗布して

いない無処理のガラスビーズに対してもドラミング

行動を示した，：寄生蜂，特に卵寄生蜂では，寄主卵

の大苔さや形，了ざわりなどが寄キを忍知する際の

璽要な要因となっている場合が多い (ArLhur,

1981; Vinson, l98G)oまた， Tr比lwgram.m.a属り）

卵寄牛蜂では，砂粒や樹脂の液滴，ガラスビーズ，

水銀の小滴0)ような無生物の物体にドリリング行動

を持統的に試みる (Salt, 19:-l.:iに 本 寄生蜂も 無処

埋のガラスビーズの他，ホ‘、Jヘリカメムシと形や大

きさか似ている植物の種＋など応痒卵行動を示す

（高組，私信〉ことから，寄キの大ぎさや形状など

の物丹性も本種の寄主認知紅おける兎要な要因であ

ると考えられる。

5. 2種カメムシ卵におけるカメムシタマゴト

ビコバチの発育・繁殖特性と産卵行動

I)材料および方法

(1) 2種カメムシ卵忙おける蜂の硲育ど羽化雌の

体サイズおよび繁泄特性

本卓20)雌蜂の選好性を謂べた式験，：(1) 0) i)) 

において，ホソヘリカメムシまたはイチモンジカメ

ムシで脊膨代した雌蜂およびホソヘリカメムシで鎌代

後イチモンシカメムシで 1~ 2軋代継代した雌蜂が

産卵したホ‘ノヘリカメムシ卵およびイチモンジカメ

ムシ卵塊を2;"'i℃, 16L 8 D (7)飼育室内に静芭し，蜂

の発有日数を調べた。

また，本章 2の (I) の i) と同様の方法で， 1頭

の雌蜂にホソヘリカメムシ 3卵，またはイチモンジ

カメムシ 1卵塊 (10--38卵／卵塊）を24時問与えた。

蛉の除去後，披寄牛卵を飼育室内に静置し，羽化数

を調べたc 羽化した＋蜂のうち，ホ')ヘリカメムシ

で粧代した沿蜂から22頒の雌の了蜂を，ホ'Jヘリカ

メムシで継代後イチモンジカメムシで4世代継代し

た雌蜂から16頭の位の十蜂をそれぞれ任忌に選抜し，

羽化後 1日目から個体飼育し寿命を調べた。飼育阻

間中寄土卵は与えなかった。また，ホソヘリカメム

シで継代した雌鋒が産卵したホソヘリカメムシ卵ま

たはイチモンジカメムシ卵塊から羽化した雌の子蜂

について，それぞれホソヘリカメムシ卵から羽化し

た個体として83見員の伍蜂を，イチモンジカメムシ卵

塊から羽化した個休として131仇'.[の朗蛭を仔意に選

び，羽化後3日間寄主を与えず蜂蜜のみを与えて飼

育した。冷凍によって雌蜂を殺した後，前翅長と卵

巣内の成熟卵数を調べた。

(2) 2種カメムシ卵応おける沖卵行動の芹異

ホソヘリカメムン 1卵またはイチモンジカメムシ

l卵塊 (8卵／卵塊）のいずれかを，ろ紙片 (8X 
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第 3. 5図

~~ 戸）
↓ ↑ 

寄主卵または寄主卵塊上のカメムシタ

マゴトビコバチの産卵行動パターン

15mm) に接着剤で貼り付け，試験管 （直径15mm, 長

さ75mm) 内の雌蜂 1頭に与えた。雌蜂が寄主卵

（塊）に遭遇後，寄主卵（塊）を離脱するまで，雌

蜂の行動をビデオ撮影装置（ウィルソン杜製 カ

ラーマイクロビデオスコープ）で記録した。記録後，

ビデオテープの再生に より雌蜂の産卵行動パタ ーン

を観察した。雌蜂の行動は，高須 (1989)に基づき，

ドラミング，タッピング，穿孔， 寄主体液摂取，産

卵，休息の 6つに分類 し （第 3. 5図），産卵行動の

パターンと各行動に要した時間を調べた。本試験で

は，ホソヘリカメムシ卵には，野外に人為的に設

置・回収したホソヘ リカメム シ卵から羽化後ホソヘ

リカメムシで14-15世代継代した 2-4日齢の雌鋒，

または，上記ホソヘ リカ メムシ卵から羽化後イチモ

ンジカメムシで12-13懺代継代した雌蜂，およ び野

外から採取したイチモンジカメムシ卵塊から羽化後

イチモンジカメムシで11-12槻代継代した 3日齢の

雌蜂を用いた。イチモンジカメムシ卵塊には，野外

に人為的に設置・回収したホソヘ リカメム シ卵から

羽化後イチモンジカメムシで11-13軋代継代した 2

-5日齢の雌蜂または，野外から採取したイチモン

ジカメムシ卵から羽化後イチモンジカメムシで11な

いし25-28軋代継代した 4-9日齢の雌蜂を用いた。

2)結果

(1) 2種カメムシ卵における峰の発育と羽化雌蜂

の休サイズお よび繁殖特性

ホソヘリカメムシ卵とイチモンジカメムシ卵にお

ける本寄生蜂の発育日数と羽化した蜂の性比（雌

率）には，寄主種間で統計的に有意な差が認められ

たが，その差は小さかった（第 3.6表）。 また，寄

主卵内での幼虫の死亡率はホソヘ リカ メムシ卵に比

べてイチモンジカメムシ卵で有意に高かった（第

3. 6表）。

羽化した雌蜂の前翅長には寄主種間で有意な差は

第 3.6表 ホソヘリカメムシおよびイチモンジカメムシ卵におけるカメムシタマゴトビコバチ a) の発育

寄主 発育日数b)c) 死亡率(%)')

ホソヘリカメムシ卵 13.4士0.5 (n=920) 2. 86 (n=l224) 
イチモンジカメムシ卵 13.3士0.6* (n=l210) 9. 70* (n=l340) 

a) ホソヘリカメムシまたはイチモンジカメムシ卵から羽化した雌蜂を供試。

b)平均値士標準偏差。

c)• : ホソヘリカメムシとイチモンジカメムシの間に 5%レベルで有意差あり 。

（死亡率および性比； X 2検定，発育日数； t検定）。

性比

（早 ／（早 +J'))') 

0. 85 (n=1189) 
0. 89* (n=l210) 

第 3.7表 ホソヘリカメムシまたはイチモンジカメムシ卵か ら羽化したカ メムシタ マゴトビコバチ雌

成虫の前翅長，蔵卵数および寿命 （平均値士標準誤差）

寄主

ホソヘリカメムシ

イチモンジカメムシ

a) 3日齢の雌蜂を使用。

前翅長 a)c)

(μ m) 

850.9士6.6 (n=83) 
831.2士6.4n.s.(n=l31) 

b)餌として蜂蜜を供与し，寄主卵は与えなかった。

蔵卵数 a)b)c)

31. 2士0.5 (n=83) 
25.8±0. 7* (n= 131) 

寿命 b)c)

（日）

57.0士1.1 (n=22) 
49.6士2.2*(n=l6) 

c)• ; ホソヘリカメムシとイチモンジカメムシの間に5%レベ）レで有意差あ り (MANN-W田TNEYのU検定），

n.s.; 有意差なし。
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第 3.8表 ホソヘリ カメムシ卵お よびイチモンジカメムシ卵塊においてカメムシタマゴ トビコバチが

産卵行動に要した時間 ,)(平均値士標準偏差）

寄主 供 カメムシタマゴ・ 産卵行動に要した時間 （秒）,) 総産卵時間

（秒） c) カメム シ試トビコバチ ドラミング タッピング

数産卵数 b)

穿孔 寄主体液摂取 産卵 休息

ホソヘリ 11 6.1士1.1 54. 8士8.5 23.6士13.4 596.3士143.2 166.1士82.4 97.8士12.394.6士133.9 1033. l士192.6

607.3士
イチモンジ 9 8.1士1.7 254. 4士83.0* 33. 5士6.9*288.1士147.6*468.0士147.6*83.4士14.5・ 1734.6士923.5* 

733.2* 

(18. 9士7.On.s.) (202. 2士86.4*) (444. 3士137.3*) (75. 8士16.3*) (1602.4土936.8*) 

a)雌蜂が自身の卵を1卵産卵するのに必要な時間として算出した。

＊；ホソヘリカメムシとイチモンジカメ ムシの間に5%レベルで有意差あり (t検定）， n.s. ; 有意差なし。

データを対数値 (log(x+ 1)) に変換後検定を行った。

b)ホソヘリカメムシ 1卵またはイチモンジカメムシ 1卵塊 (8卵／卵塊）当たりのカメムシタマゴ トビコバチの産卵数。

c)括弧内は過寄生時の産卵行動に要した時間を除いた場合。

認められなかった （第 3. 7表）。 一方， 雌蜂の寿命

および蔵卵数には有意な差が認めら れ，ホソヘ リカ

メムシ卵から羽化した雌蜂はイチモンジカメム シ卵

から羽化した雌蜂よ りも平均で寿命が7日程度長く，

蔵卵数が5卵程度多かった。

(2) 2種カメムシ卵における産卵行動の差異

寄主卵に遭遇した雌蜂の産卵行動の基本的なパ

ターンは， 2種カメムシ卵で差がなかった。ホソへ

リカメムシ卵を与えた場合には，雌蜂は寄主 1卵当

たり 1ない し2か所に穿孔し， 4~8卵を産卵した

後，寄主卵から離脱した。これに対し，イチモンジ

カメム シ卵を与えた場合には，供試した 9個体すべ

てで既寄生卵へのタッピングや穿孔，寄主体液摂取

が観察された。既寄生卵へのタッピング，穿孔およ

び寄主体液摂取は， l雌当たりそれぞれ平均で9.3回，

6.9回および3.7回観察され， しばしば同じ既寄生卵

に上記の行動が繰り返された。既寄生卵に穿孔した

場合，途中で産卵管を引き抜くことが多かったが，

過寄生が4個体で観察され，平均で1.7卵が産卵さ

れた。既寄生卵に対するこのような行動は，主に一

連の産卵行動の途中で認められたが，すべて既寄生

卵となった寄主卵塊にドラミングや穿孔を繰り返す

雌蜂も観察された。

雌蜂が各々の産卵行動に要する時間 を，雌蜂が 1

卵を産卵するのに必要な時間で比較したとこ ろ，2

種カメムシ間で差が認められた （第3.8表）。 イチ

モンジカメムシ卵では， ドラミングやタ ッピング，

寄主休液摂取，休息に要する時間がホソヘ リカメム

シ卵のそれよりも有意に長かった。これに対し，ホ

ソヘリカメムシ卵では穿孔と産卵 に要する時間がイ

チモンジカメムシ卵のそれよ りも有意に長かっ た。

総産卵時間はホソヘ リカメムシ卵よ りもイチモンジ

カメムシ卵で有意に長かった。また，イチモンジカ

メムシ卵で，既寄生卵に対して行った行動に費やし

た時間 を除いた場合，タッピングでは両寄主卵で有

意な差が認められなかったが， 穿孔，寄主体液摂取

およ び産卵では上記と同様の傾向が認められた。

3)考 察

ホソヘ リカメムシ卵とイチモンジカメムシ卵にお

けるカメムシタマ ゴトビコバチの発育時の死亡率お

よび羽化 した雌蜂の寿命と蔵卵数には有意な差が認

められた。寄生蜂では子の生存率や増殖能力が寄主

のサイズや種に依存 しており，寄主としての質の差

が選好性と関連することが多くの寄生蜂で報告され

ている (Lewisand Redlinger, 1969 ; Marston and 

Ertle,1969; 稗圃ら，1976;Juliano,1982; Strand, 1986)。

カメムシタマゴ トビコバチでも，子の生存率や雌蜂

の寿命および蔵卵数がイチモンジカメムシ卵 よりも

ホソヘリカメムシ卵で高く，本寄生蜂のホソヘリカ

メムシに対する選好性は，子の生存率お よび繁殖成

功度と関連した適応的な行動であると考えられる。

カメムシタマゴ トビコバチが産卵に費やす時間は，

本寄生蜂が 1卵を産卵するのに必要な時間 として比

較したところ，ホソヘ リカメムシ卵よ りもイチモン

ジカメムシ卵で長かった。よって，本寄生蜂が 1卵

を産卵するのに必要なコス トは，イチモンジカメム

シよりもホソヘ リカメムシで低いと考えられる。ま

た， 卵粒で産卵 され， 1卵から 4-7頭が羽化する

ホソヘ リカメムシ卵と卵塊 (2-47卵／卵塊， II 

第 2.4表）で産卵 され，1卵から 1頭が羽化するイ

チモンジカメムシ卵では， 1卵あるいは 1卵塊当た

りの寄主 としての資源最が異なる。そこで，イチモ
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ンジカメムシの平均卵塊サイズを考1.意すると，本寄

牛蜂が野外でこれら 2種カメムシ卵に寄牛（産卵)

するI祭0)コストは，イチモンジカメムシよりもホソ

ヘリカメムシで低いと推定される。よって，．本寄生

蜂が 1卵または 1卵塊に産卵するのに必要な肋間，

すなわち handlingtimeはイチモンジカメムシより

もホソヘリカメムンで短く，ホソヘリカメムシでは

奇主0)探索(J)ための時間をぶ加することができると

考えられる，，また，産卵時は寄生蛉にとって死亡り）

危険性が高く (Godfray, 1n1H〉，産卵行動に必要

な時間が短いことはそのリスクを低卜させると判察

される？これらの事実から，本寄生蜂のホソヘリカ

メムンに女寸する遼奸性が適応的な行動であることが

示唆される，：

カメムシタマゴトビコバチの茫卵行動のうち， ド

ラミング，寄主体液摂取および休息0)時間がホゾへ

リカメムシよりもイチモンジカメムシで長かった。

このうち，寄キ休液摂取は卵寄庁蜂ではしばしば観

察され，船卵に利用されている (Jervisand Kidd, 

IP授正本宮生鋒においても寄上体液摂取は卵の生

産に軍要な役割を果たしており（嵩頒，未発表），

休息時に摂取した奇主体液を消化していると考えら

れている (Takasuand Tlirose, 199:3)。これらの行

動(J)増加は，本寄生蜂(J)繁殖iごとって有益であり，

必ずしも時間やエネルギを浪費することにはなら

ないと苔えられる Q 一方，供試したイチモンジカメ

ムシ卵塊 (8卵／卵塊）の表面積はホソヘリカメム

シ卵 l卵よりも広く， 2柿カメムシでの ドラミング

のサ間の菜は，寄キ卵の忍知（容忍）に要する時間

0)芹によると考えられる。イチモンジカメムシの野

外での半均的な卵塊サイズ (20卵/l州塊，樋U,

rnrmを考慮すると，寄キ卵の忍知に要する時間は

さらに多くなることが包品され，イチモンジカメム

シ卵はホソヘリカメムシ卵よりも忍知（．容忍）によ

り多くのエネルギーと時間を必要とする寄主である

と推察される。

本寄牛蜂はイチモンジカメムシ卵において， 自身

が詣卵した既寄生卵に対してしばしば穿孔やドリリ

ングを行った。本寄生蜂は同柿関での既寄生!}W>識

別に，寄キ卵表面から突出する卵柄（じggstalk〉

を用いている (Takasuand Hirose, 1988)"ホゾヘ

リカメムシでは卵表面が平滑で卵柄を見つけやすい

構姑である (J)に対し，イチモンジカメムシでは卵表

向に複雑な彫刻模様や突起物があり，本寄生蜂がQI~

柄を見つけたすのを妨げていると予想されるツイチ

モンジカメムシでの既寄生寄主卵への産卵行動は多

くの場合産卵を伴わない。 また，既寄生卵に産卵し

た場合には，小型の蛉が羽化する。よって， イチモ

ンジカメムシでの既寄生卵への産卵行動は，本寄生

蜂にとって時間とごネルギーを浪費する行動と考え

られる，：イチモンジカメムシでは，卵柄応よる既奇

生卵の識別が効率良く行われないために本宮生蜂り）

産卵助間が増加していると考えられる。

N 寄主カメムシ卵をめぐるカメムシタマゴト

ビコパチと他種卵寄生蜂の種間競争

カメムシタマゴトビコバチの奇主種忙よる脊生率

の産をもたらす要団として， nで述べたカメムシ秤

の植物体上での始卵部位の違いや1I1で述べた本寄生

蜂の寄二柿に対する四好性が関与していることがU月

らかとなった。これらの要囚の他に，本寄牛蜂の種

間説争における競争能力が，寄主種すなわち，説争

柑手となる卵寄生蜂の種類によって呉なる可能性が

考えられたツ

本辛では，カメムシタマゴトビコバチと他種卵畜

生蜂との柿間競争について，ホソヘ リカメムシとイ

チモンジカメムシの 2種カメムシ卵内での卵寄牛蜂

幼虫間の柿間競争における優劣関係を比較し，本寄

牛蜂の寄キ種による寄牛率の差との関辿について検

討する，：

1. 材料および方法

1)供試昆虫

本辛で述べる各試験では，宰内で継代飼育して行

た産卵後2l::l以内のホソヘリカメムシ卵またはイチ

モンジカメムシ卵塊 （以トイチモンジカメムシ卵）

を用いた-

各試験で（共試した卵寄生蜂のうち，カメムシタマ

ゴトビコバチは，宰内で I・.言し2柿カメムシの卵を寄

キとして継代飢育して得た。ヘリカメクロタマゴハ

チとホソヘリクロタマゴバチは，九J札喪菜武験場1村

のダイズ圃場内またはマメ科雑学地に人為的に設

匿・同収したホ '.lヘリカメムシ卵から羽化した個休

をもとに， I司カメムシの卵を寄主として至l人」で継代

飼育して得た0Telenomustriptusは，同試験楊内の

ダイズ園場から採集したイチモンジカメムシ卵から
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羽化した個体をもとに，同カメムシの卵を用いて室

杓で継代飢脊してiサな本試験では，羽化後2-10 

R齢I])産卵木経験I])雌蜂を用いた，：

2) ホソヘリカメムシ卵内におけるカメムシタマ

ゴトビコバチと Gryon届卵寄牛蜂の種間筑争

宰内で麻ひもに産卵させたォ、ソヘリカメムシ卵 l

卵を，直径15llllll,長さ7f>mmの試験管内で 1孔＇［の距蜂

応与え，約 4時間後応回収したこの被畜生卵を・

定朋闘後にサiJ種の I~員の齢蜂に与え（共寄生させ

る），約 4時間後に卵を再び同収し空内に雑置した。

卵寄生蜂I])犀卵I])有無は，カメムシタマゴトビコバ

チについては卵柄 (eggstalk) の右無によって，

ヘリカメクロタマゴハチおよびホソヘリクロタマゴ

バチについては，マーキング行動（産卵後寄主卵I])

表面を 8の字を描くようにしてなぞる）の有無に

よって判定した。これらの採作をカメムシタマゴト

ビコバチと，ヘリカメクロタマゴバチまたはホ‘ノへ

リクロタマゴバチの糾み合わせについて，公種卵寄

生蜂I])痒卵間Ji厨が0 (2時間後fご2番目の雌蜂を遵

人）， I, :3, 7, 12日間梢になるように設定した。

各々の寄牛間痛について寄キ卵を20・-;"j()卵供試した。

なお，本辛で込べる試験はすべて25℃, 16L 8 DO) 

条件下で行った↑

3) イチモンジカメムシ卵内におけるカメムシタ

マゴトビで1バチと T.triptusり）柿間競争

室内で麻ひもに産卵させたイチモンジカメムシ卵

を麻ひもから取り外し， 1卵塊あたり 10卵となるよ

うに調整した。この卵塊を 7X20nun{/)ろ紙片に接沿

剤（酢酸ビご．）レ柑脂エマルジョン系）によって貼り

つけ， 11¥径15m,長さ75mmO)試験管内で 1頭の雌蜂

に与えた。この際，カメムシタマゴトピコバチの楊

合は約（う廿寺間後に，T.triptusの場合はすべての卵ヘ

のマキング行動を確認後に核寄生卵を回収した。

この被寄牛卵を一定期間後に別種の 111且の雌蛉に与

え，同様応）娯卵させた後に卵を再び回収し，室l人」応

静置しに 2柿卵寄生挫の産卵憫愉は， 0(2時間

後）， l,;l,7,10日に設応した。各々の寄庄間隔に

ついて寄主卵塊を10-30卵塊供式した，なお，カメ

ムシタマゴトビコバチについては，ホソヘリカメム

シ卵の場合と同様に卵柄 (eggstalk) によって茫

卵の有無を確認した:,

,1)卵寄牛蜂の種間銚争における優劣関係の判定

2種卵寄生蜂を共寄生させたホ 'Jヘリカメムシ卵，

またはイチモンジカメムシJjドについて，これら寄上

卵から羽化した卵寄牛蜂の羽化数を種別に品録した。

卵寄生蜂0)羽化後，すべての寮主卵を解剖し，卵寄

生蜂の死亡り）布無を調べた。死亡が認められた場合

には，種とタヒ亡数を品禄したー死亡が確忍された卵

寄生蜂は，種間競争には肱利 し発育したが， ：J：」化で

ぎなかった個休と考えられる（未羽化個休〉。死亡

した卵寄生蜂の種が確認できないものは，種不明個

体とした＾これらの値をもとに以下の式で北化率お

よび未羽化個休率を求め，寄牛間隔別に卵寄牛蜂間

の優劣を比較した。

卵寄生蜂 Aの羽化率（％）＝（卵寄生蛉、Aが羽化

した寄ギ卵数），／（供試寄ギ卵数） XlOO 

卵寄生蜂 A/J)よ羽化個体率(%)= (卵寄生蜂 A

が羽化しなかった寄キ卵数）／（供試寄キ卵数） X 1()() 

2. 結果

1〉ホソヘリカメムシ卵内におけるカメムシタマ

ゴトビコバチと Gryon属卵寄生蜂の種簡説争

ォ、ソヘリカメムシ卵からはそれぞれ試験に供した

3種の卵寄牛蜂が羽化したが， 1つの寄キ卵から同

時応 2種の卵奇生蜂が羽化することはなかった。ヘ

リカメクロタマゴバチとホソヘリクロタマゴバチは

l卵当たり 1頭が羽化し，カメムシタマゴトビコバ

チでははとんどの場合 1卵から 2頭以)・.(/)鋒が羽化

したが， 1即のみ羽化した寄キ卵も品められた↓

(1) カメムシタマゴ トビコバチ対ヘリカメクロタ

マゴバチ（第 4.I図）

カメムシタマゴトビコバチが先に産卵した場合

（図の横軸，マイナスイ直），寮生後12および7Fl~ 

詞図横軸の 12および 7)の既寄生宮上卵に対し

ヘリカメクロタマゴバチは， ドラミングおよびドリ

リング行動を小したが，産J卯管を弓 1き抜いた後マ、

キング行勁を示さず産卵しなかった-これらの寄牛

間l柄では，カメムシタマゴトビコバチが100%近い

羽化字をがした。カメムシタマゴトピコバチの寄生

後 ::l,l,Ol::J 目（同図横軸の—;)'- 1および（） ）の

既寄生吉主卵忙対しては，ヘリカメクロタマゴバチ

は産卵した＾これらの寄生間隔ではヘリカメクロタ

マゴハチの羽化が品められ，間院が1および0l::Jで

はヘ リカメクロタマゴバチの羽化率は.:iO~ f.i(_)O,{, にま

で上外し，カメムンタマゴトビコバチの羽化率を上

回った，：・
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第 4.1図 ホソヘリカメムシ卵内におけるカメム

シタマゴトビコバチとヘリカメクロタ

マゴバチの幼虫間の種間競争

横軸の負の値は，先にカメムシタマゴトビコバチが寄
生し，後からヘリカメクロ タマゴバチが寄生したこと
を示し，正の値は，先にヘリカメクロタマゴバチが寄
生し，後からカメム シタマゴ トビコバチが寄生したこ
とを示す。 ＊； ヘリカメクロタマゴバチの雌蜂はドラ
ミングおよびドリリングするものの産卵しなかった。

ヘリカメクロタマゴバチが先に産卵した場合（同

図の横軸，プラス値）には，寄生後 0および 1日目

の既寄生寄主卵に対しカメムシタマゴトビコハチは

産卵 した。これらの寄生間隔では，カメムシタマゴ

トビコバチおよびヘリカメ クロタマゴバチの羽化率

は30~40%でほぽ互角であった。ヘリカメクロタマ

ゴバチの寄生後3日および 7日目の既寄生寄主卵に

対してもカメムシタマゴトビコバチは産卵した。こ

れらの寄生間隔では，ヘリカメクロタマゴバチの羽

化はほとんど認められず，カメムシタマゴトビコバ

チが羽化したが，羽化率は寄生間隔の増加とともに

低下した。また，カメムシタマゴトビコバチの未羽

化個休率が，寄生間隔の増加ととも に上昇した。ヘ

リカメクロタマゴバチの寄生後12日日 の既寄生寄主

卵に対してもカメムシタマゴトビコバチは産卵した

が，ほとんど羽化できなかった。この時ヘリカメク

ロタマゴバチは50%近い羽化率を示したが，羽化で

きない個休も多く，カメムシタマゴトビコバチ成虫

を休内に保有して死亡した蛹も認めら れた。

カメムシタマゴトビコバチ
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第 4.2図 ホソヘリカメムシ卵内におけるカメム

シタマゴ トビコパチとホソヘリクロタ

マゴバチの幼虫間の種間競争

横軸の負の値は，先にカメムシタマゴ トビコバチが寄
生し， 後からホソヘリクロタマゴバチが寄生 したことを
示し，正の値は，先にホソヘリクロタマゴバチが寄生し，
後からカメムシタマゴ トビコバチが寄生したことを示す。
＊；ホソヘリクロ タマゴバチの雌蜂はドラミングおよび

ドリリングするものの産卵しなかった。

(2) カメムシタマゴ トビコバチ対ホソヘリクロタ

マゴバチ（第 4.2図）

カメムシタマゴトビコバチとホソヘリクロタマゴ

バチの種間競争における優劣関係は，上記 (1) の

カメムシタマゴトビコバチとヘリカメクロタマゴバ

チの場合とはほ同様の傾向を示したが，ホソヘリク

ロタマゴバチの羽化率は，ヘ リカメクロタマゴバチ

のそれに比べて高かった。なお，ホソヘリクロタマ

ゴバチの寄生後12日目にカメムシタマゴトビコバチ

が産卵した寄主卵では，カメムシタマゴ トビコバチ

がホソヘリクロタマゴバチの蛹に寄生し羽化した

ケースが 1例認められた。

2) イチモンジカメムシ卵内におけるカメムシタ

マゴトビコバチと Ttriptusの種間競争 （第 4.3

図）

イチモンジカメムシ卵においても， 1つの寄主卵

から 同時に2種の卵寄生蜂が羽化することはなかっ

た。本カメムシ卵から Ttriptusは 1卵当たり 1頭

が羽化し，カメムシタマゴ トビコバチははとんどの
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第4.3図 イチモンジカメムシ卵内におけるカメ
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ムシタマゴトビコハチと Telenomus

triptusの幼虫間の種間競争
横軸の負の値は ，先にカメムシタマゴ トビコバチが寄生
し，後から T.triptusが寄生したことを示し，正の値は，
先に T.triptusが寄生し ，後からカメムシタマゴ トビコ
バチが寄生したことを示す。*;T. triptusの雌蜂はド
ラミングおよびドリリングするものの産卵しなかった。

場合 1卵か ら1頭の蜂が羽化した。

カメムシタマゴトビコバチが先に産卵した場合，

T. triptusは， 寄生後10日目の既寄生寄主卵に対し

てはドラミングおよびドリリング行動を示したが，

マーキング行動を示さず産卵しなかった。この寄生

間隔では，カメムシタマゴ トビ コバチが100%羽化

した。カメムシタマゴトビコバチの寄生後 7日目の

既寄生寄主卵に対して，T.triptusは， ドラミングお

よびドリリング行動を示したが，最初に接触した寄

主卵にはほとんどの雌蜂が産卵しなかった。その後，

別の寄主卵に対してドラミングおよびドリリング行

動を示した後産卵したが，数卵に産卵を試みた後寄

主卵から離れる雌蜂が多かった。この寄生間隔では，

カメムシタマゴトビコバチの羽化率が76%,未羽化

個休率が21%で， T.triptusは羽化および未羽化個休

ともに認められなかった。カメムシタマゴトビコバ

チの寄生後3,1, 0日目の既寄生寄主卵 に対して，

T. triptusは産卵した。これらの寄生間隔では，カ

メムシタマゴトビコバチが70-100%羽化し，未羽

化個休が0-20%程度認められた。一方， T.triptus 

は，寄生間隔が 1日の場合にごくわずかな羽化が認

められるとともに，未羽化個体が12.5%認められた

が，他の寄生間隔では，羽化および未羽化個体とも

に確認さ れなかった。

T. triptusが先 に産 卵し た場合，寄 生後 0,1, 

3 , 7日目の既寄生寄主卵に対してカメムシタマゴ

トビコバチは産卵した。これらの寄生間隔では，カ

メムシタマゴ トビコバチが65~90%羽化した。また，

未羽化個休が5~30%程度確認され，未羽化個休率

が寄生間隔の増加とともに上昇した。T.triptusは全

く羽化せず，未羽化個体が 1~10%程度認められた。

このうち，寄生間隔が 1日では， 1つの寄主卵内に

T. triptusとカ メムシタマゴ トビコバチが死亡して

いるものが4例 （約 6%)認められた。寄生後10日

目の既寄生寄主卵に対 して，カメムシタマゴ トビコ

バチは ドラミングお よび ドリリ ング行動を示したが，

産卵した雌蜂は供試した 8頭中 2頭であった。これ

らの雌蜂は，それぞれ供試した 1卵塊 (10卵）のう

ち1卵のみに産卵した。このうち，カメムシタマゴ

トビコバチの発育がみられたのは 1例のみで，死亡

したT.triptus成虫の体内でカメムシタマゴ トビコ

バチ成虫が死亡していた。これ以外の卵では T.

triptusが羽化し，羽化率は97.5%であった。

3. 考察

カメムシタマゴトビコバチと他種卵寄生蜂の寄主

卵内における種間競争の優劣関係は，競争相手とな

る卵寄生蜂の種によって異なり， Gryon属の 2種卵

寄生蜂では，寄生の順序と間隔が競争の結果に関与

していたのに対し， T.triptusでは， T.triptusが10

日前に寄生した場合を除き，寄生の順序や間隔に関

係なくカメムシタマゴ トビコバチが羽化した。ダイ

ズ圃場における本寄生蜂の寄生率が高いホソヘリカ

メムシ卵よりも，寄生率が低いイチモンジカメムシ

卵で本寄生蜂が他種卵寄生鋒と の競争に強いことは，

本種と他種卵寄生蜂の幼虫間における種間競争の結

果が，本寄生蜂の寄主種による寄生率の差をもたら

す主要な要因ではないことを示唆している。

寄生蜂の種間での既寄生寄主の識別は，同種他個

休による既寄生寄主の識別に比ベ一般的でない

(van Alphen and Visser, 1990)。本試験において

も，供試した卵寄生蜂は，いずれも他種による寄生

後 7日目までの既寄生寄主卵に対し産卵した。よっ
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て，これら）jrJ寄生蜂は，寄上卵外部のマク（卵柄

やマーキング物質）によって他種による既寄牛卵を

識別できないと考えられる。しかし， G1y•on 属 0) 2 

秤卵寄生蜂は，カメムシタマゴトビコパチの寄生後

訟日目の寄キ卵に対しては，茫卵管を挿入するもの

の産卵しなかった。イチモンジカメムシ卵において

も，同様に，T.triptusはカメムシタマゴトビコパチ

の寄生後10日Hの寄主卵には降卵せず，畜生後 7日

目の寄上卵には，数卵に産卵した後寄上卵塊を離れ

る雌蜂が多かったQ また，カメムシタマゴトビコバ

チは，Ttriptus O)寄生後lOR経過したイチモンジカ

メムシ卵にははとんど産卵しなかった。

寄牛蜂の中には，別種による既寄牛寄キを識別し，

降卵を回避するものかいる (Mackauer,1990) =-

本試験では，カメムンタマゴトビコハチと T

triptusが寄生後10Fl Fl (J)イチモンジカメムシ卵応，

Gryon属の 2柿卵寄生蛉が寄生後10日目のホ‘ノヘリ

カメムシ卵に，産卵管を挿入した後に茫卵を同迎し

ており，寄主内吝りの何らかの手がかり応よって他種

坤寄生蜂による漑寄生宮上を識別していると考えら

れたしここで，野田 (1993)は，ヘリカメクロタマ

ゴバチが，先に寮生した蜂の蛹化と痒卵刺激要因で

ある寄上卵貞の消失によって，阿柿による既寄生寄

主を識別するとしている。本試験においても，カメ

ムシタマゴトビコバチの寄生後12日目のホソヘリカ

メムシ卵内では，寄キ卵黄がかなり消費されており，

ヘリカメクロタマゴバチは，卵黄(J)欠乏忙より洋卵

しなかったと考えられる＾ホソヘリクロタマゴバチ

や，イチモンジカメムシ卵におけるカメムシタマゴ

トビコバチおよびTtriptusも，同様な班由応より

産卵を回避した可椛性が商い。

カメムシタマゴトビコハチとヘリカメタロタマゴ

バチによる秤間競争の結果は，野田 (199'.:l)の報告

とほぼ一致した-また， Gryon,屈の乙種卵寄牛蜂に

よる 3および7Fl Flの既寄生寄主卵では，カメムシ

タマゴトビコバチが寄上卵いっぱいに発育した

Gが•on属の 2 種卵寄牛蜂の1千愈二次寄牛蜂となるこ

とが明らかにされている(野田， 1993;広瀬，私

伯）。このような卵寄生蜂の二次寄生の例ははとん

ど知られてし.,なし'(Strandand Vinson, 1!)8-1)が，

Heliothis virescens (F.)の多寄生性の卵寄生蜂で

ある Trichogramma pretiosum R1L口では， T.

pretiosumが寄主卵いっばい忙成長した単寮生性の

Telenmnus heliothidis A~HJ\11.'AU に二次寄生するこ

とが幸彫出されている (Strand and Vinson, 1⑱ 1)。

T. pretiosumが任惹―次寄生できる期間は， T.

heliothidisの寄生後80~96時間に限られている。

これは， 80時間以下では， T.heliothidis幼虫の休サ

イズが小さく Tpretioswnの産卵管が居かず，また，

!)6時間以上では，T.pretiosumが T.heliothidisの幼

虫や蛹に穴を開けられないためである 3 カメムシタ

マゴトビコバチの一次寄生が，寄生後（）および 1日

目の寄土卵で観祭されないのは，上1¥cと同様に本寄

生蜂がGryon属(})2種卵寮生蜂の体内に娯卵でき

ないためと考えられる。また，カメムシタマゴトビ

コハチが二次寄牛したと、隠われる寄牛後3および7

Fl l=f O)既脊生奇主卵では，本谷生蜂0)よ羽化個体率

が高かったツ野田 (1!193)の報告では，同じ寄牛間

隠で(J)カメムシタマゴトビコバチの羽化率は100%

近い値をがしており，本試験とは巽なる結果が符ら

れていら野出 (19!)3〉が産卵を経験した雌蜂を使

用した(J)に対し，本実験では， 1竿卵木経験(J)雌蜂を

使用しており，産卵経験の右無が任意一次寄生にお

ける本種の牛存率に何らかの影菩を及ほしている口」

能性が考えられた。

イチモンジカメムシ卵では，T.triptu.~ による漑寄

生寄主卵を 7Fl後に本寄生蜂に与えた楊合， T.

triptusが通常寄生・脱出した際にイチモンジカメ

ムシ卵で祓祭される黒褐色の膜状物質が，カメムシ

タマゴトビコバチが羽化した寄主卵でも観察された(

この物貿は，カメムシタマゴトピコバチが通常寄

牛 ・脱出したイチモンジカメムシ卵では観祭されな

ぃ:,I司椋の物質は，T.triptusによる既寄生寄主卵を

3日後に本寄生蜂に与えた場合にも一部の卵で確認

され，T.triptusが発育した痕跡と考えられるッこれ

らの寄生間隔では，T.triptusが寄上卵いっぱいに発

育していると予想され，本寄牛蛉が，イチモンジカ

メムシ卵で T.triptus (J)任窟、一一次寄生蜂となってい

る可花性が高い。

本実験におけるカメムンタマゴトビコバチと

Gryon属 (J)2種卵寄生蜂では， T.pretiosumとT.

heliothidisの柿間競争 (Strandand Vinson. 1984; 

Sti-and. 1986) と同様に，寄庄間届が誂争の結果に

大きく関与していたc 寄生蜂0)過剰個体の除去懐構

には様々なものがあり，印寄牛性の寄牛直条では，初

齢幼虫(J)大l↓恩忙よる他個体の攻撃がよく知られてい
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る (Salt, WGI ; 志質， 197::¥;Codfray, 1994)。

G乃•on 屈の 2 種卵寄庄蛉は， 1 齢幼虫時に攻竪用の

大聰を持つ（野円， 1993;水谷，木発表にこれげ

対し，カメムシタマゴトピコバチは幼虫の 5 ✓..) {/)齢

期すべてに大胞が忍められ，齢期が進むほど大きく

坐くなることから，その攻撃詣｝」が増すと f想され

る (Takasuand Hirose, 1989)。また，本寄牛蜂と

同じ ト ビ コ バチ科で幼虫の形態が似ている

Metaphycus luteolus (TIMBERLAKE) とMicroterys

flavus HowARnでは，幼虫は孵化後3--5 l:l目に偶

然遭遇した他個体を別で傷つけ死亡させることが知

られている (Bartlettand nail, 1%4)0カメムシタ

マゴトビコハチにおいても，孵化後 1日目までは 1

齢幼虫で大腿が小さい (Takasuand Hirose, 1989) 

ために， Gl)'Dn属の 2種卵寄牛蜂の初齢幼虫との級

争で負けてしまうと予想される( しかし，孵化後3

日目以 I・.では本寄生蜂は 2-4齢幼虫に成長し

(Takasu and Hirose, 1989), 大ぎくなり硬化した

大1」應によって GJJ,•on 属 (J) 2種卵寄生蜂の初齢幼虫

との茄間競争に勝つと推察される。このような本寄

牛蜂幼虫の大胞による攻整能力の齢期による菜が，

カメムシタマゴトビコバチと Gがon属 2種卵寄生

蜂との柿間競争が寄生間隔で巽なる一因になってい

ると考えられる。

また，カメムシタマゴトビで1バチは，同柿による

過寄牛が牛じた場合，先に大ぎく発育した幼虫によ

る若齢幼虫(J)押し潰し，あるいは寄主休液(J)消失に

よる極度の乾燥や飢餓によって過乗I)偵体を排除して

いると考えられている（高須， 1989~に多寄牛性の

寄生蜂では， 般ば，逃脊生や共寄生応対する 防御

椴構として， I・. 記のような宮上斉源の先取りや，空

息，牛埋的抑斤などが知られてし入る (Godfray,

咽 4L本寄生蛉も他秤卵寄生蛉より先に寄上卵に

寄庄した場合には，上品の方法によって，後から寄

生してきた他種卵寄生蜂幼虫を排除していると予想

され，本寄生蛉が寄生間隔の長い場合で柿間競争に

強し.,似囚の一つと考えられる。

これに対し，共寄生では， ・・カの種が他種に対し

一貫して競争に強い場合も少なくなく (Godfray,

19rH>, 例えば，ゴンドウヒゲ1ガアブラムシ

Acyrthosiphon pisum (HARRrs) の寄生蜂Prao几

pequodorum VIERECKとAphidiuservi H叫 DAYは，

常にAphidiussmithi SnヽRM.¥& SrnR.・、R..¥oとの種間

競争に強い (Cho,vand ¥fackauer, 1984; 

::VlcBricn and lvlackaucr, 1990〉。カメムシタマゴ

トビコバチは，T.triptusとの種間競争や，マルカメ

ムシ卵におけるマルカメクロタマゴバチとの種間競

争（高須・ 水野， 1!)!)7〉において斤倒的に優位であ

る。これらカメムシ卵でカメムシタマゴトビコバチ

の級争柑手となる T.triptusとマルカメクロタマゴ

パチは，とも忙単寄生件の奇生蜂であり，初齢幼虫

時には人聰を持つと者えられる。 したがって，これ

ら卵寄牛蜂は， G巧on属の 2種卵寄牛蜂と同様に，

カメムシタマゴトビコバチの若齢幼出との種間説争

において俊fがであると在想され，幼虫廿月の闘争能）J

の箆が種間筑争における優劣を決応するキ要な要囚

ではないと考えられる：，ここで，カメムシタマビコ

ハチは，産卵時に寄キカメムンの発育を倅止する物

貿を吉主卵I村に注入する（水谷，よ発表），先の T.

pretioswnが産卵時に寄上卵虹の消化を助けるため

に注入する細胞融解性の毒液 (Strandand Vinson, 

1984)は，説争相手である T.heliothidis O)幼虫を

動けなくする働きを持ち，産卵場所付近から寄上りj:」

内に拡散して什用する (Strandand Vinson, 19&1)ツ

カメムシタマゴトビコバチが産卵時に注入する物質

も，同様に他柿卵寄生蜂幼虫の活動を抑制する可他

袢か高く，産卵部（立から拙散する時間が，卵サイズ

の小さなイチモンジカメムシ卵やマルカメムシ卵と，

卵サイズの大ぎいホソヘリカメムシ卵で異なること

訊これらカメムシ卵での幼虫間の種間蚊争の結果

に影密しているのかもしれない。

カメムシタマゴトビごハチと他種卵寄牛蜂の種間

説争として，幼虫間の種間競争の他に，奇主卵上で

の成虫間の十渉が考えられる＾クロタマゴバチ科{f)

卵寄牛蜂の姓蜂には，他個休に対する攻堅性を持つ

ものが多い (IIokyoand Kiritani, 1966 ; 人野，

1!)83など)" T. triptus雌成虫も，イチモンジカメム

シ卵塊上で，接近してきた同種他個体を攻撃する

〈水谷，未発表）が， 1つの寄l..卵塊に 2個体以 j・.{J) 

団蜂が同時に寄叶する（水谷，未発表）ほか，岨蜂

の悌卵後の寄主卵塊付近での青争11・.行動が，寄主卵塊

の防衛行動と関連がないと考えられている

(Higuchi, 19%しこれは， T.triptusの他個休に対

する攻蛤袢が，他のクロタマゴバチ科の他種卵寄生

蜂に比べ弱いことを示唆している。また， Gryon届

の雌蜂は，ホソヘリカメムシ卵上で，カメムシタマ
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ゴトピコパチヘの攻撃性が認め上れず湛姐，木埜

表}. カメムシタマゴトビコバチの庄卵に影苦を及

ぽさない (Takasuet al. , 1998)" ・ 方，カメムシ

タマゴ l、ピコバチは，ホ'.)ヘリカメムシ卵上で

G1yon厨の団蜂 の芦卵に彩郭を及ぽさ な い

(Takasu el al., 1998)"'また，イチモンジカメムシ

(水谷，末発表｝やマルカメムシ仇砂見 1989) の

卵塊卜．で遭遇した同種他11朴体に対して攻怯件を示さ

ず，他個体に対する攻撃料を持たないと考えられる、、

以上のキ実から，ホソヘリカメムシ卵とイチ元ンシ

カメムシ卵では，カメムシタマゴトビコ／ゞチと他種

雌寄I]:_蜂の雌蜂が， ともに，寄キ卵（塊．）上で他秤

雌蜂を排除する可泥性は低く，ホソヘリカメムシ卵

とイチ王ンジカメムシ卵における卵寄庄蜂成虫問の

丁屯歩作用の送いが.2秤カメムシ卵でのカメムシタ

マゴトビコバチの寄生字の差に及ぼす影弊は少ない

と考えられる、．．これは，木文IIで氾べたカメムシタ

マゴトビこ1バチのイチモンジカメムシ卵に対する寄

牛率が， T.triptusの密度および寄牛率が低かった

1993年と 1994年の反ダイズで高くならなかヽ）たこと

からも1位察される

v ホソヘリカメムシ合成集合フェロモンによ

るカメムシタマゴトビコバチの誘引および

ダイズ圃場における寄生活動に与える影響

カメムシタマゴトピコバチが選好性をホすホソへ

リカメムシでは，雄成虫がフ」ロモンを放出し，同

種の翡i雄成虫や幼虫をふ引する（庶澤， 1986; 

Kumala el al., 1990) A、、このフ J ロモンは雌成虫だ

けでなく袖1£虫や幼虫も誘引することから，策合

7ゴロモンと呼ばれ， Lealct <li. (19%) により

(E)-2-hexenyl (Z)-3-hexenoa!e (以下訟IIZ'.31I), 

(E)-ど-hcxcnyl(E)-2 -hcxcnoatc (以下 l辺IIE211),

1nyristyl isobutyrate (以 I、¥H) の3物質の混合物

(E2IIZ:lll: E211E211: VII= l : S : l) からなるこ

とが明らかにされたV

木合成共合フ_,ーロモンには，ホソヘリカメムシだ

けでなくカメムシタマゴトビコ／ゞチも誘SIされ

(Leal CL al., 19%). 本寄り．蜂が木フ」ロモンを，

富上であるホ‘入ヘリカメムシ卵を採す際の手がかり

として利用していると衿えられている (Lealcl al., 

199S)A 

カメムシタマゴトビコバチは寄工範間が広く， II

種のカメムシが富上として知られている (Hirose

cl al.. 19岱）ヽ;'このように寄キ範囲の広いカメムシ

タマゴトビコIゞチが， •:ii'上であるカメムシ卵を探：

際に利用している物竹が，ホッヘリカメムシの菜合

フェロモンと全く同の組成・比中の混合物でなけ

ればならないのか，あるいは特定の成分のみを森引

源として利用しているのかを唄らかにすることは．

ホソヘリカメムシ卵に選女［性を示す本寄生蜂と寄主

カメムシと(})'ii'上・省生者閉係の成立安囚を考察ぅ

る上で興味深い＾

本章では，ホソヘリカメムシ！准成虫のカメムシタ

マゴトビコハチに対する誘りI効呆をDJJらかにすると

ともげ，本合成集合フェロモンの各成分巳対するカ

メムシタマゴトピコバチの反応を調ぺ．木寄り・関虹年に

命弓l沿袢を持つ成分を明らか巳する，．、そして，その

成分がダイズ匝l場での本寄生蜂の密度および寄生率

に与える影苦を調査し，木物竹と仁来の天敵である

カメムシタマゴトピコバチを組み合わ斗・仁たカメムシ

知IJ)防除の可能性について検討する、

1. ホソヘリカメムシ雄成虫のカメムシタマゴト

ビコバチに対する話引効果

1)材料および方払

ホソヘリカメムシ雄成虫が，合成某合フ_,-_口士ン

と同様にカメムシタマゴトビコバチ雌成虫を誘引す

るかH月らか：こするため｝ご，九州農業試験場内の夏ダ

イズ1甫l場（面栢6a: 晶秤「コガネダイズ」）とダイ

ズ圃楊から約120m離れた雑草地（、上にハビアグラ

スPaspalumnotatum Pu:-r,G(―mlで雄成虫を誘引泌

とした誘引試験を行った、ダイス血瑞の！吋辺には，

写呉：； 卵ぷ生蛉カメムシタマゴトピコバチ抽衷

用粘渚トラップ



4
 

-a 
）砂H沖縄裳業研究センタ，浪告第JDり (2001;

トウモロコシ，ソバ，水柾などが栽培されており，

雑⇔地とともに郊木林に囲まれていた、，

本調杏では，『l筒形の粘若トラップ（高さI8r111,

直仔1:-Jcin;写只3〉を使相した、 トラノフの側国は．

粘着剤（金竜スフレー，エス・デイー・ゴス・バイ

オテック社製）を途布したプラスチック・フィルム

で筏った，：

誘り1源としてホソヘリカメムシ雄成虫と合成集合

フェロモン（以 I'・，合成フェロモン；富上フレー

バ什より供与）を用いた＾字1人」で乾燥ダイズ秤f

とアカクローバ植子により沿世代し，羽化後 1迎闇以

上経過したホソヘリカメムシ雄成虫10厨lを，餌（．位

燥ダイズ種子とアカクローバ他子）および水ととも

に虫かご（縦 8X偵12.;') X高さ9.:.;cm) に入れト

ラップの上部に設盗した（与頁 4_)、，虫かごは何11

観察し，雄成虫が夕じ亡した場合は新しい成虫を袖充

写頁 4 言秀引源としてのホソヘ「）カメムシ雄成虫(}~

粘岩トラッフヘの設区

写呉5 ふ引源として合成フェロモンあるいはその

成分単体を合没させたプラスチック・ペ

レットを人れたフラスチック・ボトルの粘

岩トラッフヘの設,;.;'

した：．．合成フェロモンは， 5mgを直径1~-fi IIUll (J)フ

ラスチック・ペレット（ボリエチレンと酢酸エチル

の共至合体）に含決させたものを用いだ．、なお，本

草で誘弓l諒として使用した合成プ，ロモンおよびそ

の各或分は，いずれも卜．記と同様応フラスチック・

ペレソトに含浸さぜたものを用いた、．ぷヘレット 10

個ば加g) をプラスチック・ボトル（直径:l.:lcrn, 

高さ 4cm, 百士フレしバ仕装）に入れ， トラ J'-7

の I・芥1;:.ご設僧した（写呉う），．、対照用の）、ラップf:'.

は．餌およぴ水のみを入れた虫かごを取り付けたr

雌成虫または合成フェロモンを森引源としたト

ラッフを対照用のトラッフとともに，なff:伶地に30m

間隔で11¥絲 1-.に配僭した，、調杏は19fl5{fO) 8月2日

から2011まで行い，捕獲された雌蜂の数を 311何に

数えた＾トラップは．抽獲される雄蜂の数が1、ラッ

プを設梱した楊所の影葬を受けないよう巳，調脊ビ

竹に場所を一~)ずつ肋計1口 1 りに移勁させた、，粘席斉lj

は訓令日毎に途布し布し，合成フヱロモンは 8月11

日に 度だけ新しいものと父挽した、，

抽獲された雌蜂の数は，対数値 (log(x+l))に

変換後.2元配置(/)分散分析によって訪引源間での

柚り藝数の平均値を比較した＾処迎問で有京な五

(,) %レベル）が品められた時は， TukeyO)方法で

多亜比校を行った，・'

2)帖呆

夏ダイズ園楊では，合成フェロモンを品引源とし

た 1、ラップ（以下，合成フ」口叱ントラノプ）で対

照用のトラッフ（以 Iヽ，対照トラップ）や雄成虫を

誘弓liNとした 1、ラ・ソプ（以下，雄 l、ラソプ）よりも

多数のカメムシタマゴトビコハチ北t~父虫が捕獲され

たが， トラッフ間で統百l的に有蔦な竺は認められな

ヵった（第 :3.I表） V PJi蜂の捕他数は，甜トラ？フ

で他のトラップよりも多数捕俺されたが， トラ？フ

間でイ」窓な芯は認められなか-~た：：

雑伶：地では，合成フ_,ロモントラソプで対照ト

ラップよりもん意、：：多数の鮒蜂が抽獲されたV Ii甘卜

ラッフの雌蜂の柚獲数は， フ—,-_ロモントラソフの柚

獲数および対照）、ラッフの捕喪数とイ」翠な芦が認、め

られなかった＾対照］、ラ :Jプには雌蜂は今＜柚獲さ

れなかっfこまた，餅蛭はしヽずれのトラッフにも全

＜抽獲されなかった＾

:~)考察

本試験の結呆から，ホソヘリカメムシ姓1£虫がカ
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第5. 1表 ホソヘ リカ メム シ雄成虫を誘引源と した粘府ト ラップに捕獲された卵寄生蜂カメムシタマ

ゴトビコバチの数 (3日当たりの捕獲数 ；平均値士標準偏差）

誘引源 夏ダイズ圃場 雑草地

芋c) J'cl 

雄10頭 1.00士1.55a 2. 00士2.53a
合成フ ェロモンa) 6. 67士7.58a 0.50士0.55a

対照 b) 0.83士0.75a 1. 00士1.55a 

a) 3物質の混合物 (E2HZ3H:E2HE2H: MI= 1 : 5 : 1)。
b)誘引源な し。
c)同じ添え字は 5%レベルで有意差がないことを示す (Tukey法）。

データを対数値 (log(x+ 1)) に変換後検定を行った。

芋cl

1.50士2.35ab
9.17士12.47a

〇士0b 

0
 0
 0
 

↑

+
-
+
―士

0
 0
 0
 

メムシタマゴトビコバチ雌成虫を誘引すること を証

明することはできなかった。ホソヘリカメム シと同

様に雄成虫が集合フェロモンを放出するミ ナミアオ

カメムシ (Mitchelland Mau, 1971 ; Brennan et 

al., 1977 ; Harris and Todd, 1980)やチ ャパネア

オカメムシ (Moriyaand Shiga, 1984), アシ ビロ

ヘリカメムシ Leptoglossusaustralis (F ABRicrns) 

（安田・鶴町， 1994)では，フ ェロモン に卵寄生蜂

や寄生バエが誘引されることが明 らかになっている

(Mitchell and Mau, 1971 ; Harris and Todd, 1980 ; 

Moriya and Shiga, 1984 ; Yasuda and Tsurumachi, 

1995)。本試験においても，雑草地では雄 トラップ

に雄蜂は全く捕獲されないにもかかわらず雌蜂は捕

獲されている 。したがって，ホソヘリカメムシ雄成

虫が放つ集合フェロモンも，カメムシタマゴ トビコ

バチに対する誘引効果を持つと思われる 。本試験で

誘引性を証明できなかったのは， トラップの構造や

設置方法に問題があったためと考えられ，ホソヘリ

カメムシ雄成虫のカメムシタマゴトビコバチに対す

る誘引効果については再度検討する必要がある 。

2. ホソヘリカメムシ合成集合フェロモンとその

構成成分によるカメムシタマゴトビコバチの誘引

1)材料および方法

(1) 試験 1

本試験では，合成フェロモンおよ びその構成成分

のカメムシタマゴトビコバチに対する誘引効果を調

べた。

調査は上記 1と同様に，九州農業試験場内の夏ダ

イズ圃場および雑草地で行い，円筒形の粘着トラ ッ

プを用いた。誘引源として，合成フ ェロモ ンまたは

その成分 (E2HZ3H,E2HE2Hおよ びMI)を含浸さ

せたプラスチック ・ペレット10個 (50mg) を，それ

ぞれプラスチック ・ボ トルに入れ トラップの上部に

取 り付けた（上記 l参照）。 対照川の トラップには，

空のボ トルを取 り付けた。

合成 フェ ロモ ンお よび各成分を誘引源と した ト

ラップ（対照用の トラップを含め計 5個）を， 夏ダ

イズ圃場 （品種 IコガネダイズJ: 1995年 4月26日

播種）では12m間隔 （写真 6A) で，雑章地では

15m間隔 （写真 6B)で直線上に配置した。誘引試

験は1995年の7月13日から28日ま で行い， 捕獲され

た雌蜂の数を 3日毎に数えた。 トラップのローテー

ションおよび粘着剤の交換は，上記 1と同様に行っ

た。誘引源であるプラスチック ・ペレッ トは7月19

日に一度だけ新しいものと交換した。

(2)試験 2

本試験では，合成フ ェロモンお よびその構成成分

のカメムシタマゴ トビコバチとホソヘリカメムシに

対する誘引効果を調べた。

調査は，試験 lを行った雑草地で行った。本試験

では，粘着板 トラップ (20cmX20cm, 富士フレー

バー社製，写真 7) を使用した。この トラップの粘

着力は円筒形の粘着 トラップより強力で，粘着板両

面にカメムシタマ ゴトビコバチだけでなくホソヘ リ

カメムシ成虫 も捕獲でぎる。この トラップを地上か

ら約60cmの高さになる ように支柱に取 り付けた。

誘引源と して，合成フェ ロモ ンまたはその構成成

分を含浸さ せたプラスチック ・ペレッ ト10個 (50

mg) を，それぞれ トラップ各面の中央部に5個ずつ

（トラ ップ当たり 計10個，50mg)直接取 り付けた。

対照用の トラップには， 何 も取 り付けなかった。

上記ト ラップ（計 5個）を， 雑草地に15m間隔で

直線上に配置した。誘引試験は1995年の9月7日か
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写真 6 粘着トラップのダイズ圃場 (A)および雑

草地 (B) での設置

写真 7 カメムシタマゴトビコバチおよびホソヘリ

カメムシ捕獲用粘着板トラップ

ら22日まで行い，捕獲された雌蜂およびカメムシ成

虫の数を 3日毎に数えた。粘着板および誘引源であ

るプラスチック・ペレットは調査日毎に新しいもの

と交換した。 トラップのローテーションは，上記 l

と同様に行った。

(3)統計検定

試験 lおよび2ともに，上記 1と同様にして，誘

引源間での雌蜂の捕獲数の平均値 を比較した。

2)結果

試験 1では，夏ダイズ圃場および雑草地とも に，

合成フェロモンまたは E2HZ3Hを誘引源としたト

ラップで多数のカメムシタマゴトビコバチ雌成虫が

捕獲さ れた（第 5.2表）。夏ダイズ 圃場 では

E2HZ3Hを誘引源としたトラ ップで，雑草地では合

成フェロモンまたは E2HZ3Hを誘引源としたト

ラップで，誘引源のない対照トラ ップとの間に有意

な差が認められた。雌蜂の捕獲数は，合成フェロモ

ンを誘引源としたトラ ップよりもE2HZ3Hを誘引

源としたトラ ップで多かったが，有意な差は認めら

れなかった。また，合成フェ ロモ ンおよびE2HZ3H

を誘引源としたトラ ップのいずれにおいても，捕獲

された雌蜂の数は，ダイズ圃場よりも雑草地で有意

に多かった（約 3-5倍） (Wilcoxonの符号化順位

検定， p<0.05)。MIまたは E2HE2Hを誘引源とし

たトラ ップでは，ごくわずかの雌峰が捕獲されたが，

調査期間中 1頭の雌蜂が捕獲された対照トラップと

有意な差は認められなかった。

粘着板 トラップを用いた試験 2においても ，

E2HZ3Hを誘引源としたトラ ップに多数のカメムシ

タマゴトビコバチが捕獲され，対照トラップとの間

に有意な差が認められた（第 5.3表）。E2HZ3Hを

誘引源としたトラ ップに捕獲された雌蜂の数は，合

成フェロモンを誘引源としたトラップのそれよりも

少なか ったが，有意な差は認められなかった。

E2HE2Hを誘引源としたトラ ップには雌蜂がわず

かに捕獲され，MIを誘引源とした トラップには雌蜂

は全く捕獲されなかった。これら 2つの トラップに

捕獲さ れた雌蜂の数は， 対照トラ ップのそれと有意

な差は認められなかった。

ホソヘリカメムシ成虫は，雌雄ともに合成フェロ

モンまたは MIを誘引源としたトラ ップで捕獲さ れ，

対照トラ ップ との間に有意な差が認められた （第

5. 3表）。 合成フェロモンを誘引源としたトラ ップ

の捕獲数と MIのそれとの間に有意な差は認められ

なかった。E2HZ3Hを誘引源としたトラ ップおよび

対照の トラ ップに は1頭の成虫が捕獲された。E2

HE 2 Hを誘引源としたトラップには雌雄成虫とも
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第5.2表 ホソヘリカメム シ合成集合フェ ロモ ンお よびその成分単休を誘引源とした粘着 トラップに

捕獲 された卵寄生蜂カメムシタマゴ トビコバチ雌成虫の数 (3日当たりの捕獲数）

誘引源 夏ダイズ圃場 雑草地

平均値 f) 標準偏差

合成フ ェロモンa) 1. 6ab 1. 34 

E2HZ3Htl 4. 2a 1. 10 

E2HE2H') 0. 2b 0. 45 
Mid) 0. 6b 0. 89 
対照,) 0.2b 0.45 

a) 3物質の混合物 (E2HZ3H:E2HE2H: MI= 1 : 5 : 1)。 b) (E)-2 -hexenyl (Z)-3 -hexenoate。
c) (E)-2 -hexenyl (E)-2-hexenoate。 d)Myristyl isobutyrate。
e)誘引源なし。

f) 同じ添字は 5%レベルで有意差がないことを示す (Tukey法に よる多重比較）。

データを対数値 (log(x+ 1))に変換後検定を行った。

平均値 f) 標準偏差

8.4a 3.51 
13.4a 4.10 

0.2b 0.45 
0.2b 0.45 
0 b 

゜

第 5.3表 ホソヘリカメムシ合成集合フ ェロモ ンお よびその成分単体を誘引源と した粘着板 トラップ

に捕獲されたカメ ムシタマゴトビ コバチ雌成虫 とホソヘリカメムシ成虫の数 (3日当たり

の捕獲数）

誘引源心

カメムシタマゴトビコバチ

雌成虫

平均値 b) 標準偏差

合成フェロモン

E2HZ3H 
51. 6a 

ホソヘリカメムシ

雌成虫

平均値 b) 標準偏差

1. 22 

E2HE2H 

MI 
対照

a)第5.2表参照。

b)同じ添字は 5%レベルで有意差がないことを示す (Tukey法による多重比較）。

データは対数値 (log(x+ 1))に変換後検定を行った。

雄成虫

平均値 b) 標準偏差

37.8a 

5.0b 

0 b 

1. 2b 

56.99 
公8.47

0

4

 

0

6

 

•• 4

0

1

 

5.0a 
0 b 

0 b 

::::, 
::::, 

3.4a 
0.2b 

2.19 

0.45 

6.6a 
0.2b 

0 b 

6.4a 
0 b 

1
5

5

 

2

4

0

 

．

．
 

3

0

0

3

0

 

全く捕獲されなかった。

3)考察

合成フェロモンの各成分に対する反応は，カメム

シタマゴ トビコバチ雌成虫とホソヘリカメムシ成虫

で異なった。雌蜂は合成フ ェ ロモンと同様に

E2HZ3Hに誘引され， MI,E2HE2Hには誘引され

なかった。これに対し，ホソヘリカメムシ成虫は，

MIに誘引され， E2HZ3H, E2HE2Hには誘引 され

なかった。これらの結果から，カメ ムシタマゴトビ

コバチ雌成虫は集合フ ェロモン各成分に対し， ホソ

ヘリカメムシとは異なった反応を示すことが明 らか

となった。

カメムシタマゴトビコバチの寄主カ メムシでは，

ホソヘリカメムシ以外 に，ミ ナ ミアオ カメムシ

(Mitchell and Mau, 1971 ; Brennan et al., 1977 ; 

Harris and Todd, 1980)とチ ャバネ アオカメムシ

(Moriya and Shiga, 1984)で，集合フェロモ ンの

存在が知られている。これらカメムシの集合フ ェロ

モンは同定されており (Aldrichet al. , 1987 ; 

Sugie et al. , 1996), ホソヘリカメムシの集合フェ

ロモンとは成分が全く異なる。これらカメムシの集

合フェ ロモンに対するカメムシタマゴ トビコバチの

反応を明らかにすることによって，寄主種に対する

選好性などの本寄生蜂と寄主カメムシとの寄主 • 寄

生者関係がより明確になるものと 思われる。

合成 フェ ロモ ンあるいは E2HZ3Hを誘引源とし

た トラップに捕獲されたカメムシタマ ゴト ビコバチ

雌成虫の数は，ダイズ圃場 よりも 雑草地で多かった。

寄主であるカメムシ類の卵は雑草地にははとんど存

在しないと考えられることから，ダイズ圃場で数種

のカメムシ類の卵が認められるダイズの英伸長期か

ら子実肥大期 にかけて（本文 II)' カメムシタマゴ

トビ コバチの密度は，ダイズ圃場よ りも 雑草地で低

いと予想される。別 に行 った試験においても，ダイ
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ズ圃場よりも雑草地で，合成フェロモンを誘引源と

したトラップに多数の雌蜂が捕獲された （水谷ら，

未発表）。これらの事実は，カメムシタマゴトビコ

バチが活発に圃場間を移動していることを示唆する

ものと者えられる。

E2HZ3Hはホソヘリカメムシを誘引することなく，

天敵であるカメムシタマゴトビコバチだけを誘引で

きることから，カメムシ類の防除素材としての利用

が衿えられる。本物質をダイズ圃場へ処理すること

により，カメムシタマゴトビコバチの密度を高め，

カメムシ類の卵に対する寄生率を向上させることが

可能かもしれない。

3. ホソヘリカメムシ合成集合フェロモンおよび

その成分がダイズ圃場におけるカメムシタマゴトビ

コバチの寄生活動に及ぼす影響

1)材料および方法

(1) 試験 1

i)調査圃場

本試験では， E2HZ3Hおよび合成フェロモンが，

ダイズ圃場のカメムシタマゴトビコバチの寄生活動

に及ぽす影響について調査した。

調査は，上記 1で述べたダイズ圃場で行った。

1996年と1997年の 2年間， 夏ダイズ圃場（品種 「コ

ガネダイズ」： 1996年は 4月23日播種， 1997年は 4

月24日播種）および秋ダイズ圃場（品種「フクユタ

カ」： 1997年 7月16日播種）に， ① E2HZ3H処理圃

場，②合成フェロモン処理圃場， ③無処理圃場の 3

つの試験圃場を設定した。各処理圃場は， 1996年は

30m, 1997年は50m以上離して配置した。このうち，

1997年の E2HZ3H処理圃場と無処理圃場は，それ

ぞれ夏ダイズ圃場と秋ダイズ圃場が隣接（約 5 m

間隔） していた。

カメムシタマゴトビコバチの誘引源として E2 

HZ 3 Hまたは合成フェロモンを含浸させたプラス

チック・ペレット 10個 (50mg) を，プラスチック・

ボトルに入れ，ボトルをダイズ株から10cm程度上部

に位置するように支柱に針金で固定し （写真 8)'

試験圃場内 6か所に設置した（第 5.1図）。 無処理

圃場には空のボトルを設置した。誘引源である

E2HZ3Hおよび合成フェロモンは， 1996年の夏ダイ

ズで 6月4日から 8月1日まで， 1997年の夏ダイズ

で6月6日から 8月7日まで，秋ダイズでは 8月20

写真 8 プラスチック・ペレットを人れたプラス

チック・ボトルのダイズ圃場への設置
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各lill場で系統油出により選抜した調査株 (36株）は. E2HZ3H (または合成フェロモン）

源からの距蘊によって以下の 3つのカテゴリーに分類した (1997年）

● 誘引源直下： 6株

＠誘引源付近： 12株

〇その他： 18株

□ 吸引粘着トラップ

▽ 誘引源 (E2HZ3Hまたは合成フェロモン）

5
 

第 5.1図 調在圃場の概略図 （誘引源，吸引粘着

トラ ップ， 調壺株）

注）1996年 (A)および1997, 1998年 (B)。
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日から 10月21Dまで設置し，毎週新しいものと交挽

しになお，播種後の管理は当地の慣行に従ったが，

股哭散布は全く行わなかった3

ii) カメムシタマゴトピコバチおよびホソヘリカ

メムンの密度のf凋査

カメムシタマゴトビコバチの密度を調べるため，

各圃場内に吸引粘芍トラッフ（以下 トラップ）を 2

凡設樅し（第 5.1図：I'2日間に捕獲されたカメム

シタマゴトビコバチ雌成虫の数を 1週間間隔で調べ

た。

また，ホソヘリカメムシの密度を調べるため，各

圃場内に占1定調査株 (1996年は::10株， 1997年は::16

株）を設定し（第り.1図），これら調査株上に生息

するホソヘリカメムシ成虫数を見取り法げより 1遠

間間隊で数えたツ

iii) カメムシタマゴトビコバチ(J)寮生率の調杏

(i)人為的に設箇したホ 'Jヘリカメムシ卵に対

する寄牛率の調査

カメムシタマゴトビコバチの寄生率を調べるため，

l記 ii){J)ホソヘリカメムシの密度を調ぺたダイズ

株について，室内で麻ひもに産卵させた産下後叫吐

間以内のホソヘリカメムシ卵を，株当たり 1卵ずつ

葉衷にクリソプで固定した＾カメムシ卵は， 19%年

は2日後， 1997年は 5日後に回収した：，カメムシ卵

の設置は 1週間間隔で行った()[_gJ収したホソヘリカ

メムシ卵は 1卵ずつ試験管に入れ， 25℃, 16L 8 D 

0)飼育室内に青争協した，：：カメムシタマゴトビコバチ

{J)寄生の布無は，本文甘と同様に，蜂{J)材化または

寄キ卵の解剖によって確忍した。

(iい圃場内に産卵された各種カメムシ卵fごおけ

るカメムシタマゴトビコバチの寄生率の調査

各圃場から任意に選んだダイズ株に茫卵されたホ

ソヘリカメムシ，イチモンジカメムシ，マルカメム

シの卵を採取し，カメムンタマゴトビコハチの寄牛

率を閲杏した,:カメムシ卵の採取は， 1996年の夏ダ

イズで 7月170, 1997年の夏ダイズで 7月290,秋

ダイズで 9月;l()l:lに行ったツ採取したカメムン卵は

1卵または 1卵塊ずつ式験倫に入れ， 25℃, 16L 8 

Dの飼育室内に淮箇し，カメムシタマゴ｝、ビコバチ

の寄生の有熊を，上品 (i) と同様に，蜂の羽化ま

たは寄主卵の解剖忙よって確認した。

(2)試験2

i)調脊園場

本試験では， E2TIZ3TIがカメムシタマゴトビコバ

チの密度および寄牛率に与える影菩が，場斯（圃

場）の遥い忙よるものではなく， E2HZ3Hの処坪忙

よるものであることを確認するために，処理圃場と

無処埋圃場を父・圧に入れ替えて，本寄牛應色の密度お

よび寄生率を調査した。

調査は，上1lc1で述べたダイズ圃場で1998生に

行った，：約60m離れた 2か所の秋ダイズ囮場 （品種

「フクユタカ」： 7月17日播柿） を用意し， E2IIZ3II

処埋圃場および無処埋圃場と した。 2つの圃場は11

Rおきに処担 (E2HZ3H処琲および無処坪）を入れ

怜えた~,

命引源として，試験 1と同様に E2HZ3Hを含浸

させたプラスチック・ペレット10個 (50n磨）を，プ

ラスチソク・ボトルに入れ，試験圃場肉 6か所に設

悩した（第 5.1図に無処坪且場には空のボ トルを

設置した。誘引源である E2TIZ3IIは， 9月11日から

10月ど2日まで設置し， 11ビおきに新しいものと交換

した3

ii) カメムシタマゴトビコバチの密度の調企

カメムシタマゴトビごハチの密度を瀾べるため，

式験 lと同様忙，各固J易内に吸引粘恙トラップ（以

下トラップiを2基設置し（第 5.I図i,2日間に

捕獲されたカメムシタマゴトビコバチ雌成虫の数を

5ない し6□おきに調べた。

iii〉カメムシタマゴトビコハチの寄牛率の調査

カメムシタマゴトビコバチの寄生率を調べるため，

試験 lと同様に圃場内に設定した36株のI占］定調企株

（第 5.1図〉について，空内で麻ひもに産卵させた

ホゾヘリカメムシ卵を設雌し， 5日後に回収し，カ

メムシタマゴトビコバチの寄生の右無を調べた＾こ

の一述の調査は， lll::Jおぎに 4阿行った。

(::l)統計検定

カメムシタマゴトビコバチとホソヘリカメムシの

個体数は，対数111'((log奴+1))に変換後，分散分

析によって処理圃楊間での乎均値の比較を行った。

処埋間で有意な菜 (5o;,; レベル）が忍められた廿かは，

Tukey法で多重比較を行った。人為的に設沿した

ホソヘリカメムシ卵に対する寄生字および岡場から

採取したカメムシの卵に対する寄牛率は，各調査H

加 、::.x'検定によって処理國楊間での値を比校し，

有意な羞が忍められたときは，処埋圃場間の全ての

組み合わせについてx'検定忙よる比較を行った，：
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C: 1997秋ダイズ圃場

第゚ 5.2図

7月

,,.x 

8月 9月 10月

合成フェロモンおよびその成分を処理

したダイズ圃場に設置 した吸引粘着卜

ラップによるカメムシタマゴトビコバ

チ雌成虫の平均捕獲数の推移

a) 3物質の混合物 (E2HZ3H:E2HE2H:MI= 1 : 5 : 1 ; 
第5.2表参照）。

b) (E) -2 -hexenyl (Z) -3 -hexenoate。

2)結果

(1) 試験 1

i) カメムシタマゴトビコバチの密度 （トラ ップ

捕獲数）

1996年の夏ダイズでは， E2HZ3Hまたは合成フェ

ロモンを処理した圃場で，誘引源を設置した 6月初

めからカメムシタマゴトビコバチが捕獲さ れたのに

対し，無処理圃場 （対照）では7月初めから捕獲さ

れた（第 5.2A図）。 1997年の夏ダイズでは，

ムシタマゴトビコバチが捕獲され始めた時期に処理

圃場間 で はと んど差は認められなかった（第

5. 2B図）。 秋ダイズでは，調在開始時から，いず

れの圃場でもカメムシタマゴ トビコバチが捕獲され

た（第 5.2C図）。

カメムシタマゴ トビコパチの捕獲数は， 1996年の

夏ダイズと1997年の秋ダイズで， E2HZ3H処理圃場

および合成フェ ロモ ン処理圃場で無処理圃場より有

意に多く（第 5.2A, C図），E2HZ3H処理圃場と

合成フェ ロモ ン処理圃場では有意な差は認められな

かった。1997年の夏ダイズでは， 捕獲数は E2HZ3H

処理圃場および合成フェロモン処理圃場で無処理圃

場に比べやや多かったが，有意な差は認められな

かった（第 5.2B図）。秋ダイズ圃場では夏ダイズ

圃場に比べ，特に E2HZ3H処理圃場において， 雌

蜂の捕獲数が多かった（第 5.2 A, B, C図）。

ii)ホソヘ リカメムシの密度 （ダイズ株上生息

数）

1996年の夏ダイズ， 1997年の夏および秋ダイズの

いずれにおいても合成フェ ロモン処理圃場で無処理

圃場に比べ早い時期からホソヘリカメムシの飛来が

認められた（第 5.3A, B, C図）。これに対し，

E2HZ3H処理圃場では，飛来開始時期に無処理圃場

と差はみられなかった（第 5.3A, B, C図）。

ホソヘリカメムシの密度は1996年の夏ダイズ，

1997年の夏および秋ダイズのいずれにおいても合成

フェ ロモン処理圃場で無処理圃場より高く， 1997年

の秋ダイズでは有意な差が認められた（第 5.3A, 

B, C図）。一方， E2HZ3H処理圃場での密度は，無

処理圃場と同等かあるいは低く，両処理圃場間で有

意な差は認められなかった（分散分析， P>O.05)。

また， 1996年の夏ダイズと1997年の秋ダイズでは，

合成フェロモン処理圃場との間に有意な差が認めら

れた（第 5.3 A, B, C図）。

iii)カメムシタマ ゴトビコバチの寄生率

(i)人為的に設置したホソヘリカメムシ卵にお

ける寄生率

ダイズ圃場内に人為的に設置したホソヘ リカ メム

シ卵に対するカメムシタマ ゴトビコバチの寄生率は，

卵の設置期間 を2日間とした1996年の夏ダイズでは，

いずれの 圃場 においても 著し く低かっ た（第
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9月

合成フェ ロモンおよ びその成分を処理

したダイズ圃場におけるホソヘ リカメ

ムシ成虫の株当たり個体数の推移

a), b) ; 第5.2図に同じ。

5. 4A図）。

卵の設置期間を 5日間 とした1997年も，夏ダイズ

ではいずれの圃場においてもカ メムシタマゴトビコ

バチの寄生率は低 く， 7月中旬に合成フェロモン処

理圃場と無処理圃場で有意な差が認められた以外は，

有意な差は認められなかった（第 5.4B図）。秋ダ

イズでは，調査を開始した 8月中旬に E2HZ3H処

理圃場よりも無処理圃場で寄生率が有意に高かった

（第 5.4C図）。その後E2 HZ 3 H処理圃場では雌

蜂の密度が高くな り， 8月下旬から 9月中旬ま での

3回の調査で無処理圃場よりも寄生率が有意に高

かった。雌蜂の密度が減少 し始めた 9月下旬以降，

E 2 HZ 3 H処理圃場の寄生率は無処理圃場より高
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第 5.4図

7月

8月 9月 10月

合成フェ ロモ ンお よびその成分を処理

したダイズ圃場におけるカメムシタ マ

ゴトビコバチの寄生率の推移（ホソへ

リカメムシ卵を人為的に設置）

a), b) ; 第5.2図に同じ．同一調査日の同じ

添字は 5%レベルで処理圃場間に有意差がな

いことを示す (X'検定） 。

かったが，有意な差は認められなかった（が検定，

p>0.05)。合成フェロモン処理圃場と無処理圃場で

は，調介を開始した8月中旬以外は，寄生率に有意

な差は認められなかった（第 5.4C図）。

(ii)圃場から採取した各種カメム シ卵における

寄生率

本調査で得られた寄生率は， 1調査日の値である 。

よって，被寄生卵が蜂の羽化まで圃場に存在するの

に対 し，未寄生寄主卵は寄主カメムシの孵化後消失

してしまう 。一方，採取卵の中には産卵直後の卵も

含まれる。 したがって，得られた寄生率は過大ある
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第 5.4表 合成フ ェロモ ン,)処理圃場， E2HZ3H'l処理圃場お よび無処理圃場から採取したホソヘ リカ

メム シ イチモンジカメムシお よびマルカメムシ卵におけるカメムシタマ ゴト ビコバチの

寄生率

処理圃場 寄生率(%)b)c) 

ホソヘリカメムシ イチモンジカメムシ マルカメムシ

1996年夏ダイズ圃場

合成フ ェロモン 69.2a (13) 34.9a (324) 42.9a (21) 

E2HZ3H 66. 7a (6) 18. Ob (621) 27.3a (22) 

無処理 77. 8a (9) 20.2b (506) 20.8a (24) 

1997年夏ダイズ圃場

合成フェロモン 65.5a (29) 44. Sa (371) 69. la (588) 

E2HZ3H 87.5a (40) 41. 6a (515) 53. 7b (1858) 

無処理 89. 7a (29) 11. 9b (243) 83.5c (230) 

1997年秋ダイズ圃場

合成フェロモン 76.5a (34) 95. 2a (21) (0) 

E2HZ3H 75. Oa (20) 77. 3a (88) 56.7a (150) 

無処理 81. 8a (22) 89. 3a (28) 86. lb (72) 

a)第5.2表参照. b)括弧内は採取した卵数。

c) 同一列の同じ添字は 5%レベルで有意差がない ことを示す (X'検定）。

いは過小評価の可能性があ り，真の寄生率と は異な

ると考えられるが，処理圃場間での寄生率の比較は

可能である。1996年の夏ダイズと 1997年の夏およ び

秋ダイズのいずれにおいても，圃場から採取したホ

ソヘリカメムシ卵に対するカメムシタマゴ トビコバ

チの寄生率は， 合成フェ ロモン処理圃場，E2 HZ 3 

H処理圃場および無処理圃場の間で有意な差は認め

られなかった（第 5.4表， x2検定， p>0.05)。イ

チモンジカメムシ卵とマルカメムシ卵では，合成

フェロモン処理圃場や E2HZ3H処理圃場で無処理

圃場より寄生率が高くなる場合が認められたが，有

意な差がなかったり無処理圃場の方が高い場合があ

り，一定の傾向は認められなかった。

iv)誘引源からの距離とホソヘリカメムシの生息

数およびカメムシタマゴ トビコバチの寄生率との関

係

1997年の夏および秋ダイズ圃場で，調査した36株

の固定調査株を，誘引源からの距離によって①誘引

源直下 (6株）， ②誘引源付近 (12株），③その他

(18株）の 3つのグループに分け （第 5. 1図），ホ

ソヘリカメムシの生息数と人為的に設置したホ ソヘ

リカメムシ卵に対するカメムシタマゴトビコバチの

寄生率を各グループ間で比較した。

ホソヘリカメムシは，合成フ ェロモン処理圃場で，

合成フェロモンを設置した株 （誘引源直下）に集中

する傾向が認められ，秋ダイズでは誘引源直下 とそ

の他 のグループとの 間に有意な差が認められた

(Tukey法， p<O.05) (第 5.5表）。 E2HZ3H処 理

圃場お よび無処理圃場では，上記 3つのグループ間

で差は認められなかった。

これに対し，カメムシタマゴ トビコバチの寄生率

は，いずれの処理圃場においても，誘引源直下や誘

引源付近の株で寄生率が高くなる傾向は認められな

かった（第 5.6表）。

(2)試験 2

i)カメムシタマゴ トビコバチの密度（ トラップ

捕獲数）

カメムシタマゴ トビコバチの捕獲数は， E2HZ3H

処理圃場で無処理圃場より有意に多かった (Tukey

法， p<O.05) (第 5.5図）。捕獲数は， E2HZ3Hを

設置した直後に高 くなり，処理期間の後半には減少

する傾向がみられた。 圃場の場所による捕獲数の差

は認められなかった（分散分析， p>0.05)。捕獲数

の調査日 に よる差 は認められた (Tukey法，

p<0.05)が，調在前半 (9月）に比べ後半 (10月）

で捕獲数が少ないという 一定の傾向は認められな

かった。

ii)カメムシタマ ゴトビコバチの寄生率

合計で4回行った調在のうち， 9月に行 った 2回

の調査では，E2HZ3H処理圃場で無処理圃場よ りも
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第 5.5表 合成フェロモン ,)処理圃場， E2HZ3H"l処理圃場および無処理圃場における誘引源からの

距離とホソヘリカメムシの株当たり成虫数との関係

処理圃場 株当た り成虫数 （平均値士標準偏差）b) 

誘引源直下cl 誘引源付近cl その他cl

1997年夏ダイズ圃場

合成フェロモン 0.22士0.29a 0.06士0.12a 0.02士0.04a
E2HZ3H 0.02士0.06a 0.03士0.06a 0.03士0.06a

無処理 0.04士0.lla 0.03士0.06a 0.06士0.13a

1997年秋ダイズ圃場

合成フェロモン 0. 70士0.53a 0.07士0.09b 0.05士0.06b
E2HZ3H 〇士0a 0.02士0.04a 0.04士0.05a

無処理 〇士0a 〇士0a 0.03士0.05a

a)第5.2表参照。

b) 同一行の同じ添字は 5%レベルで有意差がないことを示す (Tukey法に よる多重比較）。

データは対数値 (log(x+ 1)) に変換後検定を行った。

c)第5.1図参照。

第 5.6表 合成フェロモン,)処理圃場， E2HZ3H"l処理圃場および無処理圃場における誘引源からの

距離と人為的に設置したホソヘリカメムシ卵に対するカメムシタマ ゴトビコバチの寄生率

との関係

処理圃場 寄生率 (%) (平均値士標準偏差）b) 

誘引源直下c) 誘引源付近c) その他,)

1997年夏ダイズ圃場

合成フェ ロモン 25.4士30.8a 10.5士15.3a 11. 8士12.2a

E2HZ3H 12. 5士19.4a 6. 7士 6.la 9.8士 9.6a

無処理 3. 1士 8.8a 7.0士 8.2ab 7.5士 8.2b

1997年秋ダイズ圃場

合成フェ ロモン 26.9士22.0a 25.9士12.0a 21. 1士15.3a
E2HZ3H 48.8士33.5a 62.6士28.2a 47.8士25.6a

無処理 34.2士23.4a 34.8士20.8a 34.8士21.8a 

a)第5.2表参照。

b) 同一行の同じ添字は 5%レベルで有意差がないことを示す (Tukey法に よる多重比較）。

データは逆正弦関数に変換後検定を行った。

c)第5.1図参照。

寄生率が有意に高かった（第 5.5図）。これに対し，

10月に行った 2回の調査のうち， 10月8日の調査で

は，雌蜂の密度が E2HZ3H処理圃場で無処理圃場

よりも高いにも関わらず，寄生率は両圃場とも低く，

処理圃場間で有意な差は認められなかった。また，

10月19日の調査では，雌蜂の密度は E2HZ3H処理

圃場で無処理圃場よりも高かったがその差は小さく，

両圃場とも設置したホソヘリカメムシ卵 に対し全く

寄生が認められなかった。

3)考察

トラップによるカメムシタマゴトビコバチの捕獲

数は，無処理圃場に比べ E2HZ3H処理圃場で多く

なる傾向を示した。処理圃場を入れ替えた試験にお

いても同様の結果が得られたことから，本寄生蜂の

密度 の上昇 が場所 の影響に よるのではなく ，

E2HZ3Hの処理 によることが確認 された。 しかも

E2HZ3H処理圃場ではホソヘ リカ メムシの密度は高

まらなかったことから，本物質に よってホソヘリカ

メムシの密度を高めることなく，カメムシタマゴト

ビコバチの密度のみを高めることが可能と考えられ

る。さらに， 1996年の夏ダイズでは， E2HZ3Hの処

理直後から トラ ップでカメムシタマゴトビコバチの

捕獲が認められたことから，本物質に よっ て，カメ

ムシタマゴトビコバチをホソヘリカメムシなどカメ
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弟5.5閃 E2llz:3Ir:・ を処迎したダイズ圃場にお

けるカメムシタマゴトピコバチの吸91
粘店トラップによる捕獲数および人為

的に設罹したホ')ヘリカメムシ卵に対

する寄4率の批移(、E211Z:311処迎圃場

と無処理圃J易を人れ秤えたJ易合）
a) (El-2-hexeuyl (7'.1-:J, 如 X!'IIOal.e

• : ;)')"iiレベルで圃場-AO)奇止率との間に有意芹があること

を示す (Y.'検定） , n.s.: 存極差なし，

ムシ類が飛米する前にダイズ圃楊に誘引できる n」能

袢が示唆された．：

1996年と1997年に， E2HZ:3H処理圃楊と無処理圃

楊に人為的に設愚したホソヘリカメムシ砂1」に対する

カメムシタマゴ｀トビコハ、チの富生来は，秋ダイズ忙

ぉtヽ てはイ」窓な差が認められたが，夏ダイズではイ」

怠な差がなかった心まに同場から採取したカメム

シ類の卵に対する寄I卜率も， イチモンジカメムシや

マルカメムシで一蔀有常な五が認められたものの，

無処迎圃場よりじ2ll勾 II処迎I甫l協で高くなるとい

う一定の傾向は認められなかった＾雌蜂を誘り1でき

るにもかかわらず,E2IIZ:HI処迎両場でカメムシタ

マゴトビコバチの寄I卜率が必ずしも布まらない1以因

として，誘引した雌蜂の数が寄り率を高めるには十

分でなかったことが考えられる＾これは，雌蜂の密

度が低い呉ダイズで E2IIZ'.lll処埋I甫l場の寄几率が

高まらなかったことから示唆される、・' . 方， 19~)7年

の秋ダイズで E2HZ:3H処理圃場(})雌蜂(})密度が無

処理囮場や合成フェロモン処理圃J易より向くなる 9

月には，人為的に設置 したホソヘリカ メムシ卵｝こ対

する百生ギが尚くなった．．また， 1~)98年 0)圃場を人

れ序与えた試験においても， 9月に E2HZ:3H処理団場

で即蜂(})密度が，対照圃場に比ぺ向く，富生やも対

照圃場に比ぺ高かった＾秋ダイズのように蛙蜂の密

度が高くなる条件下ではじ211z:rnによって寄几率

が高まる傾向がみられることから， E211Z:HIによっ

て充分な数の雌蜂を誘引できオしば，本寄If:_蜂のカメ

ムシ卵に対する寄庄率を高めることができる と息わ

れる^

犬糾饂が寄キ探索の際に利用 している信号物刊，

すなわちカイロモンを占虫防除に応用 しよう とする

,¥, しみは乃・ichogramma属 (Lewisct. al., 1972)や

コマユバチ科・(Chiriand Legner, 198:3) O)奇生蜂

などで行われてしヽる、．これらの試験では，カイロモ

ンを圃場に散布した場合， ・・ぷ生永刈こ対する効果が認

められなし・、例〈Chiriand Legner, 198'..l)や，小1fli

積で富上密度が高い場合ドのみ防除効果が認められ

る例 (Lewiset al. , 1972)等の祖告がある V その

後， Lewiset al. (197P)は，カイロモンを百上の産

卵楊所の近くド限定散布すると，富生蜂0)探索泊動

が強化されることをH月らか：: したV また， Lewiset 

al. (1982)と.:-lordltmdct al. 0983)は，ガラス

ハウス内の，;it,検で，卵塊の近くに寄キの性 フJ ロモ

ンを脳くと寄生ポが高くなると報白している．．カメ

ムシタマゴ‘トビコパチにおいても， E2H7.、:mのは度

や処理方法を検討することによ':,)て，本ぷ生蜂(})'if

生＊が安定 して高まる可11評性がある V

卵奇生蜂0)よう巳，末成熱な袷有段階(})'ぷ上を利

用する捕食ぷ生者(})1 [1には，'if上位の成虫が袷する

刺激を奇＇上採索の間採的な手がかり として利用して

いるものがいる（（孤lfray,1994),, ・ 伊!]えば，ヤガ

の l 秤 Heliothisvirescensに寄 I卜 す る

Trichogramma叡）卵需ば年は，寄キの性フ＿，ー ロモ

ン に 反応する (Lewisc:1 al., 1982 ; ~oldus and 

van Lenlercn, 1985 ; ~olclus, 1989)ヽ．．このttフ_,.

ロモ ンは，柿物の葉に吸后され，過文に性的に成熟

した成虫がその場所にいたことを示す情謀となる

(.:-iold11s ct al., 1991) ,・ ・ホソヘリカメムシの某合

~/ _, 口叱ンは雌成虫も誘引することから，フJ ロモ

ンがイ［イ十する場所巳は富上である卵がイ［イける可能

性が高しヽと考えられるv 本試験では， ホ'.)ヘリカメ
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ムシ成虫が合成フェロモンを設置した株に集まる傾

向を示したのに対し，カメムシタマゴトビコパチの

寄生率は，合成フェロモンまたは E2HZ3Hを設肯

した株で裔くなる傾向はみられなかった。これは，

本フ_,・ロモンがカメムシタマゴトビコバチに対して

誘引物竺として作用しているが，卵と直按結びつく

情報ではなく，卵の存在する口」能性の高い場所を示

す手がかりとして利用していることを示唆している，：

すなわち，フェロモンに誘引されダイズ圃楊に飛米

した姓蜂は，ダイス株に到達すると寄キである卵そ

のものの探索行動を開始すると考えられる＜：その際，

雌蜂は集合フニロモンではなく寄上と直按結びつく

手がかりを利用している可能性が高い。したがって，

ダイズ株忙到逹後の本寄生蜂の寄主探索行動を解明

することによって， E2HZ3Hによって誘引したカメ

ムシタマゴトビコバチの探索活動を高め，カメムシ

卵に対する宮生率を高くすることがで彦るかもしれ

なし.·~ 

VI 総合考察

1. ダイズ圃場におけるカメムシタマゴトビコバ

チとカメムシ類の寄主•寄生者関係

カメムシタマゴトピコバチは， ダイズ植物体の部

位（本文II) とホ')ヘリカメムシ卵に対する選好杵

（本文m) を布し，これらがホソヘリカメムシ卵と

イチモンジカメムシ卵での寄牛空の差をもたらすキ

要な要因であることが明らかとなった：，本寄生蜂が

ダイズの葉を 1)1心に寄i卵を採索する(/)は，ダイズ

植物休の表面情造の遠い，すなわち毛貰の有無が雌

蜂0)寄主探索行動忙彩酵するためと考えられている

虞須， 1989; Takasu et al., 1998Lこのような雌

蜂の行動に影菩を及ぽす要囚とともに，本寄牛蜂が

尤文的に図好性を小すホソヘリカメムシ卵が葉に多

＜茫卵されていることが，本寄庄蜂が業を中心に寄

主卵を探索する坪由であると号えられる 3

本寄生蜂の寄生率が葉で商い似向は，ホソヘリカ

メムシ卵とイチモンジカメムシ卵以外にマ）レンラホ

シカメムシ卵とチャバネアオカメムシ卵で認められ

た（本文TT)。一般に，寄生蜂は，好適な寄上が生

息する場釈では，選好性を示す寄キたけでなく利用

しやすい寄主も攻撃する (vanAlphen and Vet, 

19泌，入葉を中心に寄キ卵を探索する本寄牛蜂に

とって．業に産卵された脊主卵は，半や放に 1孟まれ

た寄上卵よりも発見， すなわち利用しやすい寄上と

考えられるしマルンラホシカメムシ卵とチャパネア

オカメムシ卵忙対する本谷生蜂の脊生率がダイズ圃

場で高いのは，これら 2柿カメムシ卵が，葉に多く

産卵されるためと考えられる J

これに対し，マルカメムシ卵では，葉だけでなく

茎や英に茫卵された卵でも本寄牛蜂の寄牛率が高く，

痒卵部位による奇生率の芹はみられなかった（本文

TT)。マルカメムシ卵の産卵時胡はホソヘリカメム

ンやイチモンジカメムシと異なり，その時期には本

カメムシ卵に代わる寮主資源がダイズ圃楊に少ない＜：

また，この時闊には，夏ダイズ圃場で本寄生蜂が多

数羽化するッ圃場内における本寄牛蛉の密度の上111

に加え，ホソヘリカメムシ卵などの他種カメムシ卵

の密度が低いことが，本宮生蜂のマルカメムシ卵へ

の依存度を高め，英以外の部分に）垢卵されたマルカ

メムシ卵でも本寄生蜂の宮生率が窃くなるのかもし

れないQ

本畜生蜂の種間説争における1憂劣関係の芹は，本

寄生蜂の寄上禾前による寄生率の差をもたらす上安な

要囚でないことが明らかとなった（本文lV)。一方，

本奇生蜂が，選好性を示すホソヘリカメムシ卵より

も殴好性の低いイチモンジカメムシ卵で他柿卵寄生

蜂との種間級争に強いことは，本寄牛蜂のホ '.lへ1)

カメムシ卵に対する氾灯性が，他師卵寄生蛉との柿

間般争における優劣関係の差によるものではないこ

とを示唆している。

本寄生蜂は，ホソヘリカメムシ卵とイチモンジカ

メムシ卵で，ほぼ一貫してクロタマゴハチ料の他種

卵寄生蜂との幼虫間の種間競争fご強いことが明らか

となった（本文N ) ~ ホソヘリカメムシ卵とイチモ

ンジカメムシ卵以外の寄キカメムシ卵のうち，マル

シラホシカメムシ卵とチャバネアオカメムシ卵では，

T. triptusが本寄牛蜂の級争柑手であり，イチ干ン

ジカメムシ卵の場合と同椋に本寄生蜂が種間説争応

強いと ．在息されるつまた，マルシラホシカメムシ卵

とアオクサカメムシ預の卵では，本寄牛蜂は， ミッ

クリクロタマゴバチと説争関係にある：｝これらカメ

ムシ類の卵では，本寄生蜂とミックリクロタマゴバ

チはともに平寄庄性を示すことから，イチモンジカ

メムシ卵の場合と同様応，本寄生蜂が種間競争に強

い可指性が高い。このように，本宮生蜂は，ダイズ

カメムシ類のほとんど忙おいて寄主卵1付でのクロタ
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マゴバチ科の卵寄生蜂との幼虫間の柿間競争に強く，

他種卵寄牛蜂との幼虫間の種間級争の結果が，本寄

生蜂0)寮生率の寮主種による芹にほとんど影誹して

いないものと考えられるっ

これに対し，本寄牛蜂茫成虫は他個休に対する攻

撃性を持たず（本文JV), 齢蜂の寄生活動が他秤卵

寄庄蜂茫蜂の攻整性の影菩を受けることが予想され

らクロタマゴバチ科の卵寮生蜂では，雌蜂の他個

体に対する攻撃性の発達が広く認められ (Waage,

198L), ダイズカメムシ預の卵寄牛蜂では， ミック

リクロタマゴバチ (Hokyoand KiriUmi, 1966) と

マルカメクロタマゴバチ（高須，未発表）が攻撃性

を持つここのうち，マルカメクロタマゴハチは，ク

ズで本寮生蜂のI孟卵行動を抑制することが知られて

いる（高煩・広瀬， 1986ししかし，ダイズ圃場で

は，原因は明らかではないが，マルカメクロタマゴ

バチの活動が判制され，本寄生蜂の産卵行動が妨げ

られない (Iム瀬，私信しよって，ダイズ圃場では

ミックリクロタマゴバチのみが本寄生蜂の産卵行動

を打睛iJすると考えられるっ

ミックリクロタマゴハチは，アオクサカメムシ類

とマルシラホシカメムシの卵忙奇生し，削者では畜

生字が両く，後者では宮生率は低かった（本文TI)。

アオクサカメムシ類の卵では，ミックリクロタマゴ

バチ雌成虫の攻摯性によって本寄生蜂の寄生活動が

妨げられ，葉にのみ茫卵されるアオクサカメムシ頬

0)卵で本寄生蜂の寄生率が低い因になっていると

考えられる。一方，マルシラオシカメムシ!jドでは，

カメムンタマゴトビコバチの寄庄率が高く，本寄牛

蜂0)寄生活動が抑制されないと考えられる，：マルシ

ラホシカメムシ卵はアオクサカメムシ類の!jl'.」に比べ

て卵サイズが小さく，小型のミックリクロタマゴバ

チが羽化する（水谷，未発表）。宮生蛉の適、1心度は

雌祉ともに休サイズと関辿し，休サイズの大きな蜂

ほと適応度が高い (Boldt, 1974; Iwata, 1966; 

Grant et al., 1980; Charnov et al., 1981 ; W. T. 

Jones, 1D8L ; Hurlbutt, 1987 ; Kir1g, 1987 ; Rosen-

heim and Rosen, 1991などによって，マルシラホ

シカメムシ）hJから羽化するミックリクロタマゴバチ

は，アオクサカメムシ卵から羽化する蜂に比べて適

応度が低いと考えられる。さら fご，マルシラホシカ

メムン卵は，卵塊サイズもアオクサカメムシ預の卵

忙比べて小さい（本文 II)"卵サイズおよび卵塊サ

イズともに小さいマルシラホシカメムシ卵は， ミッ

クリクロタマゴハチにとって好適な寄キではなく，

雄蜂の攻撃袢がアオクサカメムシ類の卵でのそれ忙

比べて弱いために本寄生良条の寄生活動が抑制されな

いと考えられる。

このように，本寄生蜂の寄上カメムシ神による寄

生率の芦は，ホソヘリカメムシ卵およびイチモンジ

カメムシ卵以外のカメムシ卵でも，．本奇生蜂の尭応

対する屈好性と各カメムシ）iドの産卵部位の差が上要

な要囚として竹用していると考えられる。本寄牛蜂

は，幼出間の種間説争応強く．アオクサカメムシ類

の卵以外のカメムシ卵では，他柿卵宮生蜂雌成虫(/)

T渉作用を受けない~これは，本寄牛蜂の寄キ種に

よる寄生率の芹が，各カメムシ卵での他種卵脊生蜂

の寄牛率に影響を及ぼすこと を示唆しており，本寄

生蜂はダイズカメムシ類の卵寄生蜂ギルドの種描成

を決定する!・.でIfI心的な役割を果たしていると考え

られるQ

2. ホソヘリカメムシ卵の寄主資源としての価値

本寄牛蜂のホ '.Iヘリカメムシ卵に対する選奸性は，

チの生介率および羽化する雌蜂の繁殖成功度と関連

した適！心的な行動と者えられた （本文町。一般に，

寄主範ll±I0)広い寄生蜂では，サイズの大きい寄王ほ

ど多くの卵が産卵され (Codfray, 1994), 

Trichogramma屈の卵寄叶蜂などで詳細な報＇古があ

る (Salt, 1934, 1936 ; Klomp and Teerink, 1962, 

!%7)。そのような寄生蜂では，｝＜蓋な寄上に産卵

されることによって子の牛存率が高 くなる

(Hardy et al. , 1992など))iゞが生蜂も，卵サイズ

の大きいホ‘ノヘリカメムシ）iドでは，多寄生， すなわ

ち産卵数が多くなることによって，爪寄牛性を示す

イチモンジカメムシ卵よりも了の生存率が窃く なる

と考えられる。一方，寄叶蜂では，成虫の適応度は

体サイズが大きいほど高 く，幼虫時に消黄する食物

の費および旦が影密する (Godfray, 1994)"多寄

牛性を示すホソヘリカメ上、シ卵から羽化 した茫蜂(j')

禁殖成功度が，単寄生件を示すイチモンジカメムシ

卵から北化した雌蜂のそれよ りも窃かった::ーとは，

ホソヘリカメムシ卵の寄主と しての質および量がイ

チモンジカメムシ卵より優れてお り，本寄生蜂が卵

サイズの大ぎいホソヘリカメムシ卵へ多寄牛するこ

とが適応的な行動であることを示唆している。
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本寄生蜂のか‘ノヘリカメムシ）iドに対する屈好性は，

寄中忍知に要する時間が短く，既寄牛寄字を効率良

＜識別できる点から適応的であると考えられた（本

文rn'.に寄生蛉では，一般に，同じhabitat内で同じ

寄キ種を利用することから，種間誂争よりも種内筑

争が強いことが多く (Godfray, 1994), 柿内競争

が強い状況下では，同種他個休による既寄庄寄キヘ

の産卵，すなわち過斉生が起こりやすい：，過寄生は，

一般に，了・の生存率の低下や羽化する蜂(/)/」ヽ嬰化や

性比の低下をもたらす (Salt,1%1 ; Fisher, 1971〉

ため，寮生蜂の多くの種で1司種他個体応よる既‘卦生

寄上の識別機構が知られている (vanLenteren, 

1981 ; Vinson, 1985)~ 本寄牛蜂でも，紐蛭が伺種

他個体による既斉生斉主を識別し，痒卵を匝避する

ことが知られている（高娘， 1989〉。寄主忍知に要

する時間が短く，既寄生寄主を効率良く識別できる

ホソヘリカメムシ卵は，本寄生蜂にとって， 1・1身に

よる過寄牛を効率良く阿避するだけでなく，同種他

個体による過寄生も効率良く回避できる寄主である

と考えられる。

3. カメムシタマゴトビコバチと他種卵寄生蜂の

寄主資源の分割

本寄生蜂は，先に，＇羞卵されたカメムシ卵で寄生率

が窃く，一方，クロタマゴバチ科の卵寄生蜂は，茎

や英で寄牛率が高かった（本文1l〉。一般に，紙争

関係にある 2種の動物は， 定`(j)環境ドで1百」 ・0)貨

源を利用して共存することはで恙ず (Volterra,

1931 ; Gause, 1¥)3;1〉，寄キのほとんどが複数の抽

食寄生者の攻撃を受ける捕食寄生者では，ニッチの

玉なりを部分的にすることによって共存を可能にし

ている (God丘ay, 199,1)ツ例えば，様々な寄キ種

に寄生する generalistと特定の秤に寄生する

specialistの寄牛蛉は異なる microhabitatや肋期

忙寄王を探索することによって，ニッチが部分的応

正なりあうようにしている (Codfray, 1994)~ 寄

キ．範囲が広<generalistである本寄牛蜂と比軟的寄

主範曲が狭<specialisLに近いクロタマゴバチ科の

他柿卵寄生蛉は， ダイズ植物体の部位という呉なる

microhabitatを探索することによって寄ギ資源を分

割し，ダイズ団場で共{{していると考えられる C 特

に，本寄牛蜂と T.triptusはダイズ圃楊での密度が

点< (本文II)' ダイズ圃場が主要な繁殖場所のひ

とつと考えられる＾これら 2柿卵寄生蜂は，寄上採

索部位を異ならせることによって，ダイズ圃場とい

う共辿の habiLaLで同時期に発生するホ:Jヘリカメ

ムシ卵とイチモンジカメムシ卵という寄上柿をすみ

わけていると考えられる。

ヘリカメクロタマゴバチとホソヘリクロタマゴバ

チのダイズ圃場における密度は，本寄牛蜂や T.

triptusに比べ低かった （本文II)c Gがon属の 2種

卵寄生虹条のダイズ圃場での寄上はホソヘリカメムシ

卵に限られ，本寄庄蜂とダイズ柿物休の部位をすみ

わけている(本文II)"しかし，ホゾヘリカメムシ

の茎や英での産卵数は，葉に比べて少なく，ダイズ

圃場は G1j,1on属の 2種卵寄叶蜂にとって必ずしも

好適な habilal とは口えない。G1y•on 属の 2 種卵谷生

蜂のうち，ヘリカメクロタマゴバチは，ホソヘ リカ

メムシ以外応クモヘリカメムシ Leptocorisa cl庄

nensis (DALLAS), ホソハリカメムシ Cletuspun-

ctiger (DALLAS)およびハリカメ t. ンヽ C.rusticus 

ST紅が寄主として知られている（野田， 1990にホ

ソヘ リクロタマゴバチは，ホソヘリカメムシ以外の

寄キが知られていないが，ヘリカメクロタマゴハチ

と近緑であり，ヘリカメクロタマゴバチと同じカメ

ムシ卵を寄上としている町能性が窃い。これらの寄

王カメムシは，イネ科植物を好む（川沢・川村，

197.:i; 安永ら， 199'.:l) ことから，Gryon属の 2柿卵

寄牛蜂は， イネ科柏物を寄キ探索場所の一つとし，

本寄生蜂と巽なる habilalを持つと考えられる。

4. ホソヘリカメムシ合成集合フェロモンに対す

る定位と寄主卵の探索

本寄生蜂は，かソヘリカメムシ集合フェロモンり）

l成分である E2HZ3Hを，寄キであるホ '.lヘリカ

メムシ卵が存在する可熊性の高い場所を小す手がか

りとして利用していることが明らかとなった（本文

V)'寄生蜂！、ごとって寄主選択は寄王の生息場所を

逆択することでもあり，雌蜂は好適な寄上が存在す

る特定の牛息場所を選択する (van1¥lphcn and ¥知t,

1986)(本寮生蜂が先天的に好むホソヘリカメムシ

にとって，ダイズは好適な往餌の一つであり（廉

沢・ニ出， 1981,), ダイズ圃場はホソヘリカメムシ

の好適な繁殖楊所の•つである，：よって，本寄生蜂

は，ホソヘリカメムンが多数牛息するダイズ圃場を

寄主探索場所どして好んで選択していると考えられ
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る。

本寄牛蜂が寄キとして利用するカメムシ預は，柿

物のチ実という変動しやすい餌資源を利用している

（夏原， 198:i)。カメムシ羹＇［は，ホソヘリカメムシ

（夏凰 l!)K.i)やイチモンジカメムン (Higuchi,

IPP2) のように成虫の移動能｝」の窃いものが多く，

一般には、食性で（、石倉ら， 19;i5; 川沢・川村，

1975入様々な植物を餌植物としている：＞よって，

本寄生蜂の宮上であるカメムシ類の卵は，様々な楊

所に点在する時間的・空間的に限られた査源である

と考えられなそのような寮主を探索する際に本畜

生蜂が利用する化学物質は，時間的・空間的に大き

く変動する探索場所に共通するものであると考えら

れる。本奇生蜂が寄主探索に利用している E2HZ3H

は，ホ '.lヘリカメムシの集合フ_,ロモンの 1成分で

あり．本物員に誘リ 1された本寄生蜂雌成虫は．ホソ

ヘリカメムシが生怠、する可能性の窃い場所へ到達す

ると考えられる（本文V)"'広食性のカメムシ頬

（石倉ら， 1955;川訳・川村， 1975)は．その生息、

場所が正なり合い，その卵の分布も五なり合うこと

が予想され，例えば，ダイズ圃場のように， ホ'.lヘ

リカメムシが生息する場所にはイチモンジカメムシ

などの本寄生蜂が利用可能なカメムシ卵も存在する

可能袢が高い(すなわち，．本寄生蜂は，ホソヘリカ

メムシの梨合フェロモンを利用することによって，

ホソヘリカメムシ卵を含む，寄キカメムン類の卵が

存在する可能性の高い場所へ到逹することができる

と考えられる。これは，生見場所が共通し，変動し

やすいカメムシ碩という寄キに対する本寄庄蜂の適

応戦略であり，ホソヘリカメムシが多数生息する好

適な habitatを効率良く発見する I・.で合理的な手段

と考えられる。

5. ダイズカメムシ類の防除素材としてのカメム

シタマゴトビコバチ

本寄生蜂は， E2ITZ3ITによってダイズ圃場での密

度を高めることが可能であり（本文＼！），）し州など

本寄生蜂0)奇生活動が活発な西南暖地，：広瀬．私

伯）では，ダイズカメムシ類の防除素材としての利

用が考えられるッ

天敵を利用した害虫防除における成功例は．これ

まで，そのほとんどが侵入店虫と導入犬敵の糾．み合

わせか．両者が1丞入者的な袢格を持っている場合忙

限られてきた（伊藤， 1972;広瀬， 197:3)。これに

対し，十箔犬敵では期待されるような効果が示され

てこなかった：，その坪由(j) . つとして， 上沼の害虫

と天敵のように共進化した寄上と寄生者の関係では，

牛態的ホメオスタンス (ecologicalhomeostasis)が

ィf在し，寄生者かその奇主上で大発生の レペルまで

増加することがほとんどないことが学げられている

(Pitnenlel, 1963)"このような生態的ホメオスタシ

スを打破する方法として天放の動きを増強すること

が考えられ， E2 HZ ::3 Hのようなカイロモン処埋

はそのつである (Hu且akerel ,ti. , 1977 ; 高木，

1988; 村 I・., 1997)。ダイズカメムシ森［と卵寄生蜂

の関係でも，新しい牛息場所で侵入初期に産卵され

た卵は，天敵である卵寄生蜂の役入との時間差によ

り，その寄生を免れることがイチモンジカメムシで

知られている (Higuchi,1993) c E2HZ3Hをダイズ

圃場に処理することによ り，カメムシ虹が飛米侵人

する以前に，本寄庄蜂のみをふ引しその密度を高め

ることができるよって，迎常は卵寮生蜂(j)寄生を

免れるカメムシ類の卵に対して本宮生蜂の攻撃）」を

高めることが期待できる。これは，ダイズカメムシ

類と卵寄生蜂の生態的ホメオスタシスを打破する手

段の一つであり，土沿天敵を効果的に利用する方法

の一つになりうるかもしれない。

E2IIZ3IIは，ダイズ圃場における本寄生蛉の密度

を高めることがでぎるが，寄牛率は必ず しも十分に

は高まらない：，その罪由として夏ダイズなどで性蜂

の絶対的な密度が低いことが者えられる（本文V)。

認 HZ3Hのようなカイロモン以外に大敵の飢きを培

依する）j法として，天敵の定期的放飼や繁殖場所お

よびかくれ場所の提供のような環境の操作が挙げら

れる〈Huffakerct al. , 1977 ; 粛木， 1988;村上，

1997入E2HZ3H(J).,t名が生蜂応対する定苔要因として

の慟ぎは明らかではないが，上品の環境の操作と併

用することによって，ダイズ圃場における雌蜂の密

度を恒常的に荏め，本寄生蜂の寄生率を向 I・させる

ことがでぎるかもしれない。

本寄生蜂は，ホ'}ヘリカメムシ卵に対する選好性

を布し（本文罰），その宮上探索活勤は葉を 1j1心に

行われる（本文 il)()本寄牛蜂と他種卵寄牛蜂は，

ダイズ植物体の部（立， すなわち microha bi la lを分割

することで， ダイズ圃場において共存していると考

えられる。各カメムシ卵(j)卵寄生蜂ギルドの種栂成
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が安定している（本文TI) ことは，ニッチの分割が

逆み，安定化していることを示唆している。よって，

E2HZ3H忙よってダイズ団場忙おける雌蜂(J)密度を

裔めても，茎や英に産）j廿されたイチモンジカメムシ

などのカメムシ卵では，本寄牛蜂の寄牛率が葉に茫

~IJ されたホソヘリカメムシ卵などと同程度に高まる

かどうか分からない，十荒犬敵の利用では，自然条

件卜での天敵(J)防除力を最大限に利用することが兎

安であると考えられる（広湘， 197:--l)。よって，本

寄庁蜂を中心とした犬敵卵寄牛蜂によるダイズカメ

ムシ類の防除においては,E2HZ3Hによる誘引効朱

を利用して本寄生蜂の宮生活動を窃めるとともに，

イチモンジカメムシ卵に高い寄牛率を示す T.

triptusなどのクロタマゴバチ科の卵寄生蜂を相補

的に種）Jかせることが，より高い防除幼果をもたらす

と考えられる，：

摘要

卵寄生蜂カメムシタマゴトビコバチは，寄主純旧

が広く， ダイズ加害性カメムシ類の卵に荏い寄生率

を示すことから，）U州のダイズ圃場でこれらカメム

シ類の有力な天敵とされていらまた，本奇生蜂は，

寄上の一つでダイズの玉安な了実害虫であるホソヘ

リカメムシの躾合フェロモンに誘引され，寄王の

フェロモンをカイロモンとして寄上探索に利用して

いるツ本寄牛蜂の寄牛活動をカイロモンによって高

め，ダイズカメムシ類の防除忙効率良く利用するた

めには，本宮生蜂と他秤卵寄生蜂の相互作用を含め

た，本寄牛蜂と寄キカメムシの寄キ•寄牛者関係を

明らかにする必要がある。本研究は，ダイズ団場に

おけるカメムシタマゴトビロバチと寄上カメムシの

寄キ•寄牛者関係を明らかにし，カイロモンを用い

た本寄生蜂のダイズカメムシ類の防除技術への比叫

の n」能性について検討した~1# られた結果の概要は

以ドのとおりである 3

1. ダイズ圃場におけるダイズカメムシ類とカメ

ムシタマゴトビコパチを中心とした卵寄生蜂の寄

主•寄生者関係（本文 II)

熊本県菊池郡のダイズ圃場で，ダイズ加富性カメ

ムシ類の，娯卵数と卵寄生蜂0)寄生率，およびカメム

シタマゴトビコパチの羽化消長と発牛消長を両査し

たC・

I) ダイズ圃場に産卵が認められた食植性カメム

ンは，ホソヘリカメムシ，イチモンジカメムン，マ

ルシラホシカメムシ，アオクサカメムシ．ミナミア

オカメムシ，チャバネアオカメムシ，マルカメムシ

の7種であった。

2) カメムシタマゴ トビコバチは 7種のカメムシ

卵すべてに寄牛したが，寄庁率は寄キ種によって異

なり，ホソヘリカメムシ，チャバネアオカメムシお

よびマルカメムシで商かったっ

3〉本寄牛蜂は，ホソヘリカメムシ卵とチャハネ

アオカメムシ卵に多寮生性を示した。本畜生蜂の 1

卵当たりの羽化可稲数を考慮すると，ホソヘリカメ

ムシ卵とイチモンジカメムシ卵がダイズ圃場に安定

して多量にイf存する脊主安源であった3

4〉本寄生蜂のトラップによる雌成虫の捕獲消長

と寄生率の消長は，ホソヘリカメムシ(})阻卵数の消

長と同詞する傾向がみられた，，

5〉本寄牛蜂は，ホソヘリカメムシやイチモンジ

カメムシなどでは英に，I裟卵された卵で高い寄生率を

がした。これは，本宮生蛉が葉をq1心に寄上卵を採

索していることを示唆しており，寄キカメムシの茫

卵部位の差と本寄生蜂の寮主探索邸位応対する選好

性の差が，本禾前のカメムシ柿による寄生率の差をも

たらす一囚であると考えられた。

6〉本寄生蜂は，寄l:.カメムシ類の産卵開始頃か

ら圃楊で抽獲され始め，夏ダイズ圃場への飛来・侵

入時には雌蜂のみが捕獲された，：また，ダイズ囮楊

で本寄生蜂が材化する時期のトラップによる捕獲佃

休の性比は，圃場での羽化個休のそれに比べて雄に

大きく偏っており，雌成虫の分散性が雄成虫より点

いことがが唆された＾

2. カメムシタマゴトビコバチの寄主種に対する

選好性（本文皿）

室内でカメムシタマゴトビコバチにホソヘリカメ

ムシ卵とイチモンジカメムシ卵を与え，雌蛉の産卵

率と産卵行動を比較した。さらに，乙種カメムシ卵

での木吉生蜂の発育と羽化 した雌蜂0)繁殖に関わる

諸JI多貫を比較し，本寄生蜂の逆好性をもたらす安因

について検討したツ

1) カメムシタマゴ トビコバチは寮主種に対する

選好性を有 し，寄キとしてイチモンジカメムン卵よ

りもホ'Jヘリカメムシ卵を好んだ(このホソヘ リカ
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メムシ卵に対する殴灯性が，本寄生蜂の寄上柿によ

る寄牛率の差をもたらす要囚のひとつであると考え

られた。また，この選好袢は，継代した寄主種の彩

密を受けないことから，先天的なものであり，その

一部が遺伝的に決まっている叶能性が高いと考えら

れた？

2) カメムシタマゴトビロハチの寄キ卵に対する

反応は， 2種カメムシ卵で異なり，畜主として好む

ホソヘリカメムシ卵では，最初の接触で産卵行動を

開始するが，イチモンジカメムシ卵では，数同接触

した後に岸卵行動を開始する：，その結朱，ホ')ヘリ

カメムシ卵よりもイチモンジカメムシ卵で産卵を開

始するまでの時間が長かった。

3)、本奇生蜂の寄主邪に対する反応の芹には，寄

キ卵表面の化学物質が関写しており， 2種カメムシ

卵で化学物員の種類が畏なる可能）牛が高いことが示

唆された。また，本寄生蜂の寄上の認知には，物理

性，すなわち卵の大きさおよび形も影菩することが

示唆された，：

4)本寄生蜂は，ホソヘリカメムシ卵ではイチモ

ンジカメムシ卵に比べて子の牛存率が嵩く，ホ '.lへ
リカメムシ砂防から羽化した雌蜂は，イチモンジカメ

ムシ卵から；J:」化した雌蛉に比ぺ，寿命が長く，蔵卵

数が多かったまた，ホ')ヘリカメムシ卵では，姫

卵特に寄上の認知にかかるコストがイチモンジカ

メムシ卵より低かっなこれらの出実から，本寄牛

蜂(J)ホ')ヘリカメムシ卵に対する選好性が適応的で

あることがリ月‘かとなった＾

3. 寄主カメムシ卵をめぐるカメムシタマゴトビ

コバチと他種卵寄生蜂の種間競争（本文W)

卵寄牛蜂カメムンタマゴトビコハチと他種卵寄牛

蜂の幼虫間の柿間競争について，ホソヘリカメムシ

またはイチモンジカメムン卵における侵劣閃係を渭

べた。

］）ホソヘリカメムシ卵におけるカメムシタマゴ

トビコハチと Gryon属の 2種卵寄牛蜂の種間筑争

では．寄生の間隔が説争の結呆に彩袢しており,1 

日以内の紐い寄生間隔では Gry1un属の 2神卵宮生

蜂の羽化率が高く， 3l:J以上の長い寄牛間阿ではカ

メムシタマゴトビコバチの羽化率が高かった。

2)イチモンジカメムン卵内におけるカメムンタ

マゴトピコバチと T.triptusの種間説争では．寄生

の!W序や間隔に閾係なくカメムシタマゴトビコバチ

の羽化率が嵩<, T. triptusはほとんど羽化しなかっ

た．：＇

:j)以卜の結果から，カメムシタマゴトビコバチ

は，ホソヘリカメムン卵よりもイチモンジカメムシ

卵で他種卵奇生蜂との種間競争に強いことが明らか

となり，種間般争における級争能力の寄キ種による

芹は， iゞが生蜂の寄主種による奇生率の芦をもたら

す上要な安因ではないと考えられた＾

4. ホソヘリカメムシ合成集合フェロモンによる

カメムシタマゴトビコバチの誘引およびダイズ圃場

における寄生活動に与える影笞（本文V)

卵寄生蜂カメムシタマゴトビコバチのホソヘ リカ

メムシ雄成虫による誘引効果を調べるとともに，オ、

ソヘリカメムシ合成集合フェロモンの各成分に対す

る反l心を調べ，本寄生蜂に誘引活性を持つ成分を特

虚したQ さらに，その物質をダイズ圃場に処理し，

本寄生蜂の密度と寄生率に及ぼす彩袢を詞べた。

I) カメムシタマゴトビコバチは，ホソヘリカメ

ムシ合成集合フ_,・ロモンの 1成分である E2HZ3H

に合成フ T.ロモン (3物質の況合物：I と同程度に誘

り1されることがU月らかとなった。一方，ホソヘリカ

メムシは合成フ_,._ロモンと :.vu に命引された~E 公

IIZ 3 TIはホソヘリカメムシを肩秀り 1せずカメムシタ

マゴトビコハチのみを誘弓 1でぎることから，カメム

シ類の 1坊除素材としての利用が期待できる，：

2) ダイズ圃場に E2ITZ3ITを処理することに

よって，カメムシ預の飛来前にカメムシタマゴトビ

コバチをダイズ圃場に誘引し，無処狸圃楊に比べそ

の密度を商めることが可能となった＾

3〉E2HZ3H処埋圃場では，雌蜂の絶対的な密度

が病くなる時には寄生率が I・昇したが，絶対的な密

度が低い時には寄庄率の上昇がみられなかった-

5. 総合考察（本文VI)

カメムンタマコ‘トビコバチと他種卵寄牛蜂は，寄

主資源を分割し，ダイズという共辿O)habitatで共

存している。種間競争に強いカメムシタマゴ トビコ

ハチは，各カメムシ卵での他種卵寄小蜂の寄小率に

影蒻を及ぼし，本寄生蜂がダイズカメムシ類の卵寄

牛蜂ギルドにおいて中心的な役割を果たしているこ

とを議論した：，また，カメムシタマゴトピコバチが
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ォ、ソヘリカメムシ集合フェロモンの［成分

(E2HZ3H) を寄キ探索の手がかりとしていること

の適応的惹義を論じた，：E2HZ3Hをダイズ且場に処

理することによってカメムシタマゴトピコバチの寄

牛活勁を強化し， Ttriptusなど他種卵寄牛蜂を咀補

的に利用することによって，より窃い防除効果が闊

待できることなどを議論した。
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Host-Parasitoid Interaction between the Egg Parasitoid Ooencyrtus 

nezarae Ism1 (Hymenoptera: Encyrtidae) and Phytophagous Bugs in 

Soybean Fields 

Nobuo MIZUTANI 

Summary 

The egg parasitoid Ooencyrtus nezarae parasitizes eggs of phytophagous bugs in soybean fields. Since 

this parasitoid has a comparatively wide host range and attains high parasitism in soybean fields of 

Kyushu, it is considered to be an important natural enemy of phytophagous bugs. I studied the host-

parasitoid interaction between 0. nezarae and the host bug species. In particular, I attempted to clarify the 

host species preference of this parasitoid and the interspecific competitions between this parasitoid and 

other dominant parasitoid species competitively attacking the eggs of the same bug species. In the course 

of the study, I found that the female 0. nezarae was attracted by a synthetic aggregation pheromone of the 

bean bug Riptortus clavatus, which is one of the major hosts of this parasitoid. This parasitoid female 

utilized the host pheromone as an attractant kairomone in the host searching process. Thus, I investigated 

the possibility of the attractant kairomone as a control agent to increase parasitism by 0. nezarae in 

soybean fields. Finally, I discuss the host-parasitoid relationship from the standpoints of competition, 

adaptation, and the future prospects of augmenting the activity of natural enemy parasitoids. The results 

obtained in each chapter are summarized as follows. 

1. Interaction between the egg parasitoids, in particular 0. nezarae, and the phytophagous bugs in 

soybean fields 

Seasonal fluctuations in the egg densities of phytophagous bugs, parasitism to the eggs by the 

parasitoids. and the abundance of parasitoid wasps were investigated in soybean fields in Kumamoto, 

Japan, from 1990 to 1994. 

1) The eggs of the following seven species of phytophagous bugs were found on the soybean plants: 

Riptortus clavatus (THUNBERG), Piezodorus hybneri (GMELIN), Eysarcoris guttiger (THUNBERG), Nezara 

antennata Scorr, N. viridula (LINNAEUS), Plautia crossota stali Scorr. and Megacopta punctatissimum 

(MONTANDON). 

2) 0. nezarae females attacked all seven bug species. Although the parasitism rates varied among the 

bug species, high parasitism was usually attained in the eggs of R. clavatus, P crossota stali, and M. 

punctatissimum. 

3) 0. nezarae was a gregarious parasitoid in the eggs of R. clavatus and P crossota stali, while it was a 

solitary parasitoid in the other host species. Thus, an egg of the former species was more valuable as a host 

resource than an egg of the latter species. Considering the abundance of the eggs in fields and the value of 

Department of Plant Protection, Kyushu National Agricultural Experiment Station, Nishigoshi, Kumamoto 861-
1192, Japan. 
Present adress: 
National Agricultural Research Center 
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an e.cm in terms of the num her of parasitoids completing their development in a single host egg, the eggs of 

R. clavatus and P. hybneri arc major stable resources as hosts of tl1e parasitoid in soybean fields. 

4) The number of 0. nezarae fermtles caughL in sLicky-suction traps and Lheμarasilism by 0. nezarae 

increased with increases in the egg density of R. clavatu8, suggesting synchronization and a close 

interaction between this parasitoid and R. clavatus in soybean fields. 

!'i) Higher parasitism by 0. nezarae was found in the eggs laid on soybean leaves than in the eggs laid on 

stems or pods by R. clavatus and P. hybneri. This result suggests that the female wasps tend to search for 

hosL eggs on Lhe leaves of soy bean plan Ls. This host-searching behavior of・しheparasiloids was one cause of 

the difference in parasitism performance among the bug species with specific oviposition sites. 

6) Only females of 0. nezarae were caught by the traps during the season when tl1c p;.m1sitoids 

inunigraLed inloしhesoybem1 fields.'¥:Yhen new wasps began Lo emerge in Lhe soybean fields, lhe Lrapped 

wasps became male-biased. These results suggest that female wasps are colonizers and disperse more 

rapidly from emergence sites than males. 

2. Preference of 0. nezarae for two host species 

The oviposiLion behavior of 0. nezarae females Loward L11e eggs of the two hosL bugs. R. clavatus and P. 

hybneri. was investigated in the laboratory. The development of the immature parasitoid in these two host 

eggs and the reproductive traits of the females that emerged from these two hosts were compared. The 

results obtained are discussed in view of hosL preference and adaptation. 

I) When 0. nezarae females encountered R. clavatus eggs, they immediately began drumming on the 

eggs. However. the female wasps carried out the drumming after several contacts ¥¥ith P. hybneri eggs. 

Conseque叫y.0. nezarae females Look more Lime to compleLe Lheir oviposition on the P. hybneri eggs. 

sometimes leaving the eggs without ovipositing. 

2) 0. nezarae females preferred R. clavatus eggs Lo P. hybneri eggs. according Lo Lheir accepLance raLes 

and a choice test in the laboratory. This preference was not affected after some generations were reared in 

P. hybneri eggs. snggcstir1g tliat the fen叫ewasps have an irmat<、preferencefor R. clavatus eggs and that 

しhispreference is partially determined geneLically. This preference is considered Lo be one oi・しhemajor 

causes of the difference in parasitism rates among host species in fields. 

3) The different behavior (drumming ;.md oviposition) of the parasitoid females on↑ he two host bug 

species was aLLributed Lo the difference in Lhe chemiectl properties of・しheegg surface. In addition. physical 

characteristics, including the size and shape of the eggs, may be involved in the host's recognition of the 

parasitoid females. 

4) Survivorship of the immature parasitoids in R. clavatus eggs was significantly higher than that in P. 

hybneri eggs. The fcrmtle wasps that ernerg叫肛omR. clavatus eggs had more eggs than the females from 

P. hybneri. In addition, Lhe cosL (しime)required for hosL accepLance was low for R. clavatus eggs compared 

with P. hyhneri eggs. Therefore. this host preference of 0. nezarae females is highly adaptive. 

3. Inlerspecilic compelitions belween 0. nezarae and other p紅 asiLoiclspecies 

Tnterspecific larval competitions between 0. nezarae and other parasitoid species in the multiparasitized 

eggs of R. clavatus or P. hybneri ,vere examined in laboratory experiments. 

1) The winner of the hrrval competition between 0. nezarae and either of the two Gがonspecies in the 

eggs of R. clavatus depended on the interval of tl1cir oviposi6ons. Gryon spp. erncrg叫 fromthe host egg 

when both parasitoids allackecl the hosts within a short interval (one clay or less). In contrast. 0. nezarae 
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was the successful competitor in a long interval, i.e .. it laid eggs at least three days earlier or later than its 

competitor. 

2) The com]JeliLion bel ween 0. nezarae mid Telenomos triptus in Lhe eggs of P. h_ybneri was asy mmelric. 

and 0. nezarae had a consistent advantage over T triptus. 

3) These re叫 tsindicate that 0. nezarae is a more succ:cssf川 competitorin P. hybneri eggs than in R. 

clavatus eggs_ However. this success of 0. nezarae in P. hybneri eggs did not reflect the parasitism in the 

瓜Ids.since tl1c percentage of parasitism of P. hybneri eggs by 0. nezarae was usually low in soybean瓜Ids.

4. Synthetic aggregation pheromone of R. clavatus: attractiveness to 0. nezarae and the effect of 

application on the parasitism activity of 0. nezarae in soybean fields 

The atlractiveness of Lhe sy叫 1eticmale aggregation pheromone of R. clavatus Lo 0. nezarae was 

examined to clari灼 theactive components of the pheromone. The effect of field application of one of the 

active pheromone corn1xmcnts on the density of 0. nezarae and its parasitism in soybean fields was then 

sLUdied. 

1) 0. nezarae fen叫eswere attracted by one of the components of the synt11ctic pheromone. (E)-2-hcxcnyl 

(Z)-3-hexenoate (E2HZ3H). as well as a s四1theticaggregation pheromone (a mixtLLre of Lhree subsLances). 

E2IIZ:m did not attract the pest hug R. clavatus. Therefore. E2IIZ3II application was expected to increase 

the density of 0. nezarae, which is a common natural enemy of various phytophagous bugs. 

2) When fields were treated with E2HZ3H. 0. nezarae females migrated imo the treated fields earlier. 

before R. clavatus invasion. than they did into the untreated fields. Thereafter. the parasitoid females 

reached higher densities in the tn:atcd fields. Tims. tl1c E2H:Z3H field application was successful in 

increasing the parasiLoid clensiLy wiLhout atlracting pesL bugs. 

3) The parasitism of R. clavatus eggs by 0. nezarae was often significantly greater in the E2ITZ3IT-

LreaLecl Iielcls Lhan in the unLreatecl fields in auLumn, when the field densities oJ 0. nezarae were high. 

However, the percentage of parasitism did not go up with the E2IIZ3II application in summer. when the 0. 

nezarae density was usually low in tl1c fields. 

l{cy words: Ooencyrtus nezarae. egg parasiLoid. Riptortus clavatus, Piezodorus hybneri. host selection. 

interspecific competition. aggregation pheromone. soybean. 


